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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「炒チャー飯ハン作りにきました」

　深夜の二時であった。

　俺の自宅はオートロックマンションの最上階であり、不審者はエントランスフロアから先に侵入できない。

　ゆえに、誰が来たかはドアを開ける前から分かっていた。

　俺は身長１４０ ㎝にも満たぬ発育不良にして、貧乳の彼女にこう告げた。

「帰ってください」

　深夜の二時である。

　この防音環境が整ったマンションでは騒いだところで、近所迷惑にはならない。

　だが、俺に迷惑であった。

「炒飯作りに来たんですよ？」

　身長１４０ ㎝の短たん軀くに見合うサイズの、小さな手だった。

　その手には、近くの24時間スーパーのロゴが入ったビニール袋が握られている。

　卵やパックご飯などと一緒に、何故なぜかカマボコがチラリと見えた。

　肉は無いようだ。

　この女、もしやチャーシューではなくてカマボコで炒飯作るつもりなのだろうか。

　俺は生まれてこのかた、そのような貧乏飯を口にしたことがなかった。

　正直、悲しい目でスーパーの袋にある中身を見る。

「貴方あなた、今、カマボコで炒飯を作る全ての人間を馬鹿にしたでしょう。殺しますよ。世間の一般家庭では普通にナルトだのカマボコだの使うんですよ」

　ドスの利きいた声による批難を受けた。

　普段の凛りんとした、それでいて少女らしい甘ったるさも感じる声とは違う。

　身長と乳のサイズを生いけ贄にえにしたかのように、妙に蠱こ惑わく的な色気と美貌を保つ彼女の普段とは違う荒っぽい姿ではあった。

　俺は馬鹿になどしていない。

　ただ君は貧困層の育ちなのだなと思っただけである。

　純粋に哀れだと思ったのだ。

　これは侮辱ではないことを理解してもらいたい。

「……まあよいです。とにかく、可か愛わいい私めが炒飯作りに来たんですから、中に入れてください」

　別に、彼女が貧困層の育ちでも良かった。

　俺は別に彼女の出自を哀れめど、今の境遇を哀れむという気分はない。

　彼女はとても頭が良いいのだ。

　俺と同じ高校に通う二年生であり、成績優秀な特待生として学費全てが免除されており、返済不要の奨学金さえ受けていた。

　今から最高学府の入学試験を受けてもアッサリ通るだろうし、彼女の未来は明るいと言える。

　自らの能力により優秀さを世に示し、若くして自らの生活費を稼いでいる彼女に哀れみなど不要である。

　哀れみをくれるどころか、むしろ尊敬すべきであろう。

　ただ。

「嫌だよ。今深夜の二時だよ」

　深夜の二時に、そのようなカマボコなどを肉の代わりにする貧乏炒飯を優秀なる君が作りて。

　何故に俺がそれを食わねばならぬのか。

　その理由がわからぬのだ。

「深夜の二時だから炒飯を作るんですよ。それがわからんのですか」

　わからないよ。

　深夜二時まで残業している可哀かわいそうなサラリーマンや、夜間働いている24時間稼か働どうの工場の人。

　皆が寝静まっている時間にこそ活動せねばならぬ、インフラ関係の人たち。

　締め切りに追われている漫画家や小説家。

　最後に挙げた例はもう単に締め切りを守らないクズだから死んでも自じ業ごう自じ得とくとして、基本的には皆が寝静まっている時刻である。

　昔風に言えば丑うし三みつ時どきであった。

「なんで君は深夜二時に炒飯作りに来ているのか？」

「藤とう堂どう君は炒飯作るならいまのうち、という言葉を知らないのですか？」

　彼女が俺の苗みょう字じを口にし、俺はちゃんと起きようと眼めをぎゅっと瞑つぶって答える。

　携帯電話の着信が彼女から来るまで、俺は眠っていたのだ。

「知らん」

　仮にその言葉が世間一般常識だとして、今の内＝深夜二時にはならんだろう。

　こんな夜よ更ふけに叩たたき起こしやがって。

「誰もいない。炒飯作るならいまのうち、と。誰もが寝静まっている時刻。炒飯とはそんな時に作らねばならんのだと、私が生まれる前に死んだ父は語っておったそうです」

　お前の父ちゃんが頭おかしかっただけじゃね。

　そう思うが、さすがに言うと失礼である。

　それは言わぬ。

「だから藤堂君に炒飯を作りに来ました」

　その代わりに、家に帰れと正直言いたい。

　もう炒飯を作りたいだけなら、お前が自分一人で作って勝手に食えと言いたい。

　だが、この藤堂は深夜の二時に一人ポツンとウチまで歩いてきた彼女を帰らせるほど酷薄ではない。

　というか、危ないだろうが、お前。

　深夜の二時に女の子が女子高生服の姿でほっつき歩いているのじゃない。

　これは心配だけでは済まぬので、ちゃんと言葉にする。

「前にも言ったが、女の子が深夜に一人で出歩くな」

「じゃあ藤堂君がエスコートしてくれるんですか？」

「人の話を聞いてる？」

　最初から出歩くなって言っているんだよ。

「とにかく、もうどうしようもないから中に入れ。炒飯はいらん」

「そういわないでください。炒飯はちゃんと作ります。ちゃんと学校の制服は着てきましたから、客室のベッドを貸してください」

「そのつもりであることはわかっている」

　もう、学校の制服を着ているから、最初から俺の家から学校に行くつもりだったんだろうな。

　炒飯作って、それを食べた後に眠り、一緒に学校に行く。

　そのような計画でいたんだろう。

　嗚呼ああ、もう。

　お前、女の子なのに深夜二時に炒飯食うような生活をしていてもいいのか？

　瘦せっぽちの貧乳だから止めないが、これが普通の女の子だったらしてはいけない生活だからな？

　そのような考えを抱いて、俺は酷ひどい頭痛がした。

「桐きり原はら。何故お前は俺の家に来るんだ」

　小さく苦情を、彼女に──桐原に対して、俺は愚痴った。

　返事はなかった。











第一話　炒飯と桐原









「炒飯作るよ」

　桐原が炒飯を作っている。

　チャーシューの代わりにカマボコを使う炒飯であった。

　俺の価値観で言えば、それはとても貧しくて、貧困で、哀れなる貧乏飯である。

「炒飯作るよ。藤堂君のために炒飯作るよ」

　貧しいと三回も言ったが、実際貧しい食事である。

　桐原が持ち込んだのは、しっかりと釜で炊たき上げられた米などではなくパック飯である。

　卵とて、どこにでも売られている物価の優等生たる卵である。

　長ネギなどは、そもそもカット野菜であり調理の手間すら省かれていた。

　ちゃんとした料理人が見れば怒るような食材である。

「藤堂君、調味料を使いますよ」

「醬しょう油ゆでも胡こ椒しょうでも勝手に使え」

　腕組みをしながら、桐原の姿を眺める。

　制服姿に薄手のエプロンを身にまとっているが、高校生どころか中学生の容姿に見えた。

　全体的に幼いのだ。

　肌はとても白い。

　何の化粧もしていないであろうに近くで観察しても、ニキビどころか毛穴すら見つけられない陶器のような肌をしている。

　酷く、人形的な──そうだ、ピグマリオンだ。

　ギリシア神話に出てきた、象牙で作られた女の像に恋をしてしまう王様のお話。

　それをふと思い出す。

　桐原の容姿は、少女の像を模したように人形的であり、象牙のような肌をしていた。

　俺は深夜二時に炒チャー飯ハンを作りに来る桐原のことは頭がおかしいと思っているが、その容姿に対しては何一つ誹ひ謗ぼうすることなどできなかった。

「さて、では作りましょうか。藤堂君のために美味おいしいカマボコ炒飯を」

　このマンションでは火の使用が禁止されている。

　コンロは存在せず、キッチンにはビルトイン型のＩＨ調理器具があり、桐原などは当初、私のオウチと違うなどと漏らして困惑していたようだが──かなり前の話である。

　今では慣れた手つきのようにして、スイッチオンなどと叫びつつ加熱ボタンを押している。

「時代は変わりましたねえ。２００Ｖの常設ＩＨ調理器が全力でパワーを出しよります」

　俺は桐原の時代など知らなかった。

　彼女が住む貧乏市営団地などに出向いたことはなく、これを口にしたところ桐原がものすごい勢いでキレたので二度と言わないが──ガスコンロなど一度も見たことすらなかった。

「私の家のガスコンロたまに火が付かないんですよ」

　あのガスコンロの野郎、私を舐なめているとしか思えないんです。

　所詮は意思持たぬ物体に過ぎぬガスコンロの野郎が桐原を舐めているとは思えないが、まあ物に怒りをぶつける人間の愚痴などそんなもんである。

　フライパンが十分に熱された。

「ヒャア！　新鮮な胡ご麻ま油あぶらだ！　間違いなく私が買ってきたカマボコより高いぞ!!」

　熱したフライパンに胡麻油が与えられた。

　太白胡麻油の薫り高いにおいが辺りを漂う。

　桐原の調理法とは何の関係もない、連れん鍋こうという中華料理の技法が脳内をよぎった。

　金属とは熱することで膨張する。

　なれば、ミクロレベルで調理器具に空いてしまう無数の穴に対して、油を馴な染じませて塞ぐ。

　そうして油膜を作ることで、素材の焦げ付きを防ぐという技術であった。

　無論、さきほど言った通り桐原の料理には何一つ関係ない。

　彼女は料理人ではないし、我が家の高級フライパンは焦げつきと汚れの防止技術が施されており、よほど無茶をしなければ焦げ付く恐れはなかった。

「金持ちがよう！　財力を見せつけやがって!!」

　桐原は世界に憎ぞう悪おを示している。

　何か世間に怒り狂いながら料理を作る癖が、彼女にはあった。

　人形的容姿の美しさをかなぐり捨てたような、憎しみに満ちた表情をしている。

「ヒャア！　長ネギだぞ!!」

　カット済みの長ネギが、フライパンに乱雑に放り込まれた。

　洗うことすら必要なく、カット野菜の保存容器をひっくり返すだけであり、超お手軽である。

　長ネギは胡麻油と混ざり合い、少し良いにおいを漂わせた。

「ヒャア！　溶き卵だぞ!!」

　続けて、フライパンに溶き卵が流された。

　卵が音を立てて固まっていくと同時に、今、とばかりにパックご飯が開封された。

　せめて炊飯器で炊いた米を持ってきてほしかったものだが。

「炒いためるぞ！　カマボコも一緒に炒めるぞ！」

　チャーシューの代わりのカマボコが投とう擲てきされた。

　加熱ボタンが最大火力まで連打された。

　狂ったように連打する必要はどこにもなく、単に押し続ければＩＨ調理器は応えてくれるのだが。

　桐原は怒りをぶつけるようにして、ボタンの形状をしたものは全て狂ったように連打する癖があった。

　物知らぬ幼子のようである。

「ウォー！　ウォー！」

　桐原は愛らしい少女の声で、怒り狂ったようにフライパンでカマボコ炒飯を炒めている。

　おたまで具材を叩いているのだ。

　火力は最大である。

　卵と油で、米の一粒一粒をコーティングして、ハラリと踊るようにしなければならなかった。

　火力を強めて炒めながら、半熟卵とご飯をほぐして馴染ませねばならぬ。

　桐原は盛り上がっている。

　象牙の少女像のような外見で、何か物もの凄すごい盛り上がっていた。

　それはよい。

　正直言えば、俺は彼女が感情を剝むき出しにしている姿はそんなに嫌いではない。

　だが。

　もう深夜二時なので、さすがに勘弁してほしい。

　そういうのは日中にやってくれ。

　そのように思うところはあるのだ。

　何せ、ほら。

　多分、こんな煩うるさくしていたら両親が起きてくるし。

　俺は世間のライトノベルにあるような──両親不在で一人暮らしという謎設定の持ち主ではないのだから。

　そう愚痴を吐こうとした瞬間に、桐原はこちらを振り向いた。

　瞳に輝く星が見えそうな、嬉き々き爛らん々らんとした素敵な笑顔である。

「炒飯ができました。美味しいカマボコ炒飯です」

　出来ちゃったのか。

　桐原が自信満々で皿に飾ったのはチャーシューどころかハムすら入っていない、もう貧乏飯以外の何物でもない炒飯である。

　桐原が得意とするカマボコ炒飯である。

　桐原は笑顔と言うか何と言うか、見たかコラ！とばかりのドヤ顔であった。

　ドヤ顔とは関西弁の「どうや！」を語源とする優越感に満ちた表情を短縮して表現したものである。

　俺こと藤とう堂どう破やぶ蜂はちと、この炒飯を作りし桐原銭ぜに子こが居住しているのは確かに関西であり、この兵庫県である。

　更に詳しく言えば、神こう戸べである。

　もっと詳しく言えば、俺と桐原が今いるのは神戸市の中心近くたる兵庫駅付近のタワーマンションであり、その最上階の俺の自宅であった。

　何故なぜそんなハイソな場所で、近くの24時間スーパーで買ってきた食材により作られた料理が目の前に鎮座しているのか。

　よく見ればカット野菜である長ネギなどは賞味期限切れ寸前であり、半額シールが貼られているのが理解できない。

　桐きり原はらが貧困であることは知っているが、長ネギ代くらい出してやるから、もうちょっとは良いもの買ってこい。

　マイナス50円されただけじゃないか。

　しかも消費税はキッチリとられていて、長ネギは58円であった。

「オラァ！　喰くらえ金持ち！　お前が食ったこともないような貧乏飯だぞ!!」

　桐原は特に意味もないけれど威勢が良かった。

　人形的で白磁器のような美しさを投げ出して、もう完全に関西のおばちゃんな威勢のよさを発揮していた。

　まあ、別にそれは良い。

　寝ぼけ眼にして調理工程を見守っていたが、別に何か変な材料を混ぜたり、意味不明なアクセントを加えたりのいわゆるメシマズ的な行為はしていない。

　眼前のカマボコ炒飯を平らげさえすれば、桐原は満足するはずであった。

　中華料理のスプーンたる散ちり蓮れん華げなどを用いて、一気に食してやろうと試みて。

　どうにも、気に食わない匂いが鼻についた。

「桐原、これ五香粉入れた？」

「入れましたよ」

　俺は散蓮華を皿に投げ打った。

「こんな炒飯は食べられないな」

　俺は五香粉が嫌いだった。

　色々な理由で嫌いだった。

「藤堂君、私のことを舐めとるんですか？」

　桐原は自分の料理を貶けなされて、侮辱されたと怒ったが。

　俺には弁明の余地があった。

「別にお前のことを舐めてるんじゃなくて、五香粉が嫌いだと言っている。この五香粉という、シナモン、フェンネル、コリアンダー、クローブ、八角、陳皮とかが混ざってる香辛料が──あれ、五とかほざいてるくせに六種類入ってね？」

　俺は自分で呟つぶやいていて、何か一つの真実に気づいたが。

「藤堂君。五香粉の五ウーは中国だと『なんか凄く多いよ』ぐらいの解釈らしいです」

「……適当すぎないか？」

「日本の七味唐辛子だって、七種類以上あるだろうがと言われて話は終わりですよ」

　まあそれもそうか。

　どうでもよいが、桐原が「うー」と鳴くのは妙に可か愛わいかった。

　何はともあれ。

「他の香辛料はともかくとして、八角が大嫌い」

　日本の五香粉には八角が入っていないのも珍しくないが、俺の家庭で用いている五香粉には明確に八角が入っていた。

　俺はもう八角が大嫌いで仕方ないのだ。

　あんなもん好きな奴やつがいるのか。

　日本人で八角好きな奴なんて、あんまりいないぞ。

「藤堂君、藤堂君」

　桐原が首を振る。

　何か言いたいようなので、首を振って促してやるが。

「私が先日作った麻婆マーボー豆どう腐ふにも普通に五香粉を振りかけてたけど、別に何も言われなかったんですが……」

「それは気にしなかった」

　全然違う料理であった。

　確かに俺は桐原がまた深夜二時に押しかけて、今回のカマボコ炒チャー飯ハン同様にヒャアヒャア意味不明な鳴き声とともに作った麻婆豆腐は美味おいしく食べた。

　なんなら、その時は桐原の料理を褒めさえした。

　五香粉が入っていたことに気付きもしなかった。

　ならばそれは良いが。

「調理完了寸前に数振りかけて混ぜ込んだ五香粉の匂いには気づく。凄い八角臭い」

「細かくない？　仮にそうだとしても、私みたいな美少女が作ったなら黙って食べない？」

　桐原は呻うめいた。

　お前が美少女なのは認めてやるが、それはそれとして八角の匂いがする炒飯は食べたくない。

　俺は無視して、椅子から立ち上がった。

「寝る」

　深夜二時に起こされて、寝ぼけ眼であった。

　これから朝七時には起きて、ちゃんと朝食を食べて学校に行かねばならない。

　就寝への欲求が俺にあった。

「あのね、藤堂君。世の中には食べたくても食べられない子供たちが沢山いるんですから、八角が嫌いとかひ弱な日本人みたいなこと言ってないで一緒に食べましょうよ」

「日本人はちょっと飢えてても、料理に八角入ってたら食べずに残すよ」

　だって臭いもの。

　何なのさ、あの漢方薬みたいな匂い。

　あんなの第二次世界大戦時の飢えた日本人しか食べないと思うよ。

「藤堂君、八角の匂いが嫌なのは理解しましたから、鼻つまんで食べましょうよ。一口食べれば慣れますよ」

「慣れないから。もうあの匂い嫌いだから」

　エプロン姿の桐原が、ぐい、ぐいと俺の寝巻代わりのシャツを引っ張って抵抗するのを抑えて、言い張る。

　桐原ははっきりと言ってやらねば分からぬ性格であった。

「もう一人で食え。そして客室で寝ろ」

「一人で食べたら寂しいじゃないですか」

　桐原は寂しがり屋だった。

　知らんがな。

　俺は桐原が抵抗する手を押さえて、エプロン姿の彼女を強引に引っ張る。

　客室に放り込もうと思うのだ。

「炒飯作るなら今なんですよ？」

　俺の行動に対し、桐原は目をぱちくりとさせた。

　小脇に抱えられた高校生の美少女がとるにあたって、どうにも緊張感が足らぬ反応である。

「知らんがな」

　俺ははっきりと言ってやった。

　お前の父親はちょっと、ほんの少しばかり頭が可哀かわいそうな奴だったんだよと。

　そこまでは言わないが、正直別に桐原とて飢えているわけではないのだから、食事より睡眠を優先すべきであった。

「もう客室に放り込む」

「藤堂君、さすがにこの恰かっ好こうは恥ずかしいんですが」

　俺は桐原を片手で抱えた。

　身長１４０㎝に満たぬ女子の体たい軀くなど、この身長１８５㎝を超える男子高校生たる俺なれば片脇に挟むなど些さ細さいなことであった。

　ズカズカと歩いていき、そして。

「そこまでだ」

　災害用のＬＥＤライト兼護身棒を全力で握りしめた父親と、何か物悲し気に俺を見つめる母親と出くわして──嗚呼ああ、話がややこしくなる。

「破蜂、いつものことだが──どうして銭子ちゃんがここにいるのか。何故深夜二時に我が家に訪れて、お前が小脇に抱えて寝室に潜り込もうとしているのか。全部話してもらおうか。口にしなければ──親としての責任をとり、お前をこの場で殴り殺す」

　多分、何もかもを勘違いしているに違いない。

　怒りに満ちた父親と、すでにめそめそと泣いている母親を眺めて。

　俺は小脇に抱えていた桐原を床に下ろして、両手を挙げて降参した。





※






　俺は弁明した。

　俺は無実であるのだと。

　何か誤解をしていることはわかるが、全くもって変なことはしていないのだと訴えた。

「お前の話をまとめると、こうだな」
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　我が父は、ちゃんと話を聞く人であるのだ。

　日本の元号は令和へと切り替わっており、有無を言わさずに暴力を行使するような昭和のお父ちゃんではないのだ。

　俺は弁明を述べた。

　しっかりと自分に非が無いのだと訴えたのだ。

「深夜二時。炒飯作るなら今のうちであると。我が息子、破やぶ蜂はちの彼女である桐原銭ぜに子こちゃんはそう訴えて、我が家に訪れて炒飯を作ったと。お前はそれを五香粉が入っているから嫌だと拒み、もう遅いからと客室にあるベッドで休ませてあげるために銭子ちゃんを抱えて廊下を歩いていたと」

　そうである。

　親と子の意識のすれ違いなどは今日日流行はやらず、ちゃんとこうやって会話すべきであるのだ。

　現代にあたってはコミュニケーションをしっかりと行使し、お互いの人生にとってすべきアドバイスを行うべきであり、もはや子供の感情を理解できない親もおらず、親心をわからぬ子供などいない。

　そんなものは昭和の産物であるのだ。

　俺は令和の時代にあってはスムーズに親子関係が為なされるべきであると、確かに思いたい。

「なるほど、破蜂よ。理解した。お前はそう弁明を述べているが、私から見た視点は違うのだ。それを述べよう」

　思いたいのであるが。

「この父が判断した事情はそうではなく、全く違うように思える。お前はまだ高校生であり、育ち盛りの青春真っただ中である。まして、お前の身長は１８５㎝を超える体格であり、そりゃ腹も減るだろう。深夜二時に冷蔵庫を漁あさるぐらいは許そう」

　うん、まあ確かにこの体軀は高校二年生でありながら身長は１８５㎝を超えている。

　どうにも腹が減る日々を送っているのだが、まあそれでも五香粉の匂いが漂う炒飯は食べたくなかった。

　この藤とう堂どう破蜂は偏食家であり、カレーの福神漬けさえ残すぐらいである。

「だが、食欲だけでは済まないだろう。お前は高校生だ。腹も空すけば、そりゃ性欲だって当然のようにあるだろう。我が息子である破蜂の思考は当然のようにして、彼女である銭子ちゃんを深夜二時に呼びつけて、炒飯を作らせることを考えた」

　どうにも、なにか──我が父の思考はずれているのだ。

　父を擁護するなれば、まあ信じてもらえないよなというのは確かにある。

　どうひいき目に見ても、深夜二時に炒飯作りに来る女の子なんかは此この世よに存在せず、仮にあるとすればクズみたいな彼氏から無理強いされたと解釈した方が、理解は容易たやすい。

　桐きり原はらは俺の彼女ではない。

　彼女ではないのだがな。

　そこのところを父に説明することはできない。

「可哀そうな銭子ちゃんは炒飯の具材を深夜スーパーで買い集め、我が家に炒飯を作りに来た。そして作った。この触れてしまえば壊れてしまうような、透明感のある陶器のような美少女の銭子ちゃんがエプロンをつけて、一生懸命炒飯を作っていた」

　我が父は、その横でしくしくと泣いている母は、ひどく桐原銭子という少女に対して高評価を抱いていた。

　まあ俺が通う進学校で成績優秀な特待生であることは両親も既知であり、少し言葉を交わせば的を射た返答ばかりが返ってくるような美少女である。

　父と母の評価が悪くなるはずなどなかった。

　桐原銭子は、父と母の前では酷ひどくいい子ちゃんなのだ。

「わかっているのだ。一生懸命にフライパンを振って、自分の彼氏のために深夜二時に炒飯を作る、誠にけなげな銭子ちゃんに、自分の息子が。高校二年生が。どのようなおぞましい欲望を抱いたのかは理解しているのだ」

　だが、実の息子より信頼が厚いのはどうなのだろうか。

　そして、何度も口にしているが、どうにも誤解が生じている点があるのだ。

「制服姿でエプロンを纏まとった銭子ちゃんに、お前はこう思ったのだ。まあ、腹も減ったが、先にこっちだなと、その──酷く、銭子ちゃんの前で、このようにおぞましいことを口走るのは何だが」

　桐原銭子は、この藤堂破蜂の彼女ではなかった。

　まだそういう仲ではないとか、その、皆が認めているけれど本人同士が認めていないとか、そういうラブコメチックな仲でさえなかった。

「銭子ちゃんの尻を眺めながら、性欲を先に発散させようと思ったのであろう。性欲を先に満たして、食欲を満たすのは後でも良いいと思ったのであろう？」

　この藤堂破蜂は、桐原銭子からの告白をすでに断っていた。

　明確に彼女を振っていたのだ。

　少なくとも俺には彼女に対する恋愛感情など存在しない、そうこの場限りでは『言い張れる』ことができた。

　だから、そのような誤解を抱かれるのは勘弁である。

「揺れる銭子ちゃんの尻を眺めて、ちんちんがイラっとしたから性欲を発散しようとしたのだろう」

　ちょっと下世話に分かりやすく表現するのは、もっと勘弁である。

「私と妻が出くわしたのは、息子である破蜂がおぞましい欲望を為そうと。銭子ちゃんを客室に連れ込んで犯そうとした最中であるのだ」

　ハッキリ言っておこう。

　何度も何度も、そこのきょとんとした顔で突っ立っている桐原と、俺は性的な関係にないと説明したはずである。

　だから、いい加減に理解してほしいのだ。

　父は、そのような歪ゆがんだ性的欲望を息子が抱いていないと理解すべきだし。

「こんな子に育てたはずじゃなかったのに！　ちゃんと、ちゃんと一生懸命に育てたのに！　他人様の娘さんを深夜二時に呼びつけて、三大本能の食欲と性欲を満たした後、これでぐっすり眠れると睡眠欲も果たす怪物ではなかったはずなのに!!」

　母も、ちゃんと育てたと認識しているのであれば、そのようなセックスモンスターに育てたのではないと理解すべきなのだ。

「……」

　きょとんとした顔で、この親子の騒動に交じろうとせずに首を傾かしげる桐原。

　桐原は別に状況を理解していないのではなく、これに乗じて噓うそ八はっ百ぴゃくを呟つぶやこうとしたのでもない。

　自分にとって都合の良いように状況が動いているならば、もう何も呟かぬ。

　そのような、或ある意味普通の下衆げすよりも酷い行動をとるのだ。

　それが桐原銭子という賢い人物であった。

「別に、私は藤堂君なら性的に無茶苦茶にされてしまっても構わないのですが」

　そして、余計なことを呟くのも彼女なのだ。

　桐原は完全に素面しらふであり、本気でそう思っているのは間違いないのだが。

　いや、マジでいらんこというなよ、お前。

「そこまでの覚悟で!?」

「私たちが余計なお世話だったの!?」

　余計なお世話ではないが、まあ出てこなくても良かった。

「……そこまでの覚悟があるならば、もはや何も言うまい」

「ええ、まあ息子に責任を取る気があるならば、何かを言える筋合いではない」

　同時に、変に両親に納得されるのも辛つらいものがあった。

　高校二年生の無軌道なカップルの動向はきっちり親として止めた方が良いと思う。

　無論、俺たちはカップルでも何でもないのだが。

「寝室に戻ろう。若い二人の邪魔をするのは良くないよ」

「ええ、貴方あなた。もう何も言うことはないわ」

　俺には言うことがあった。

　両親の心中で、俺はとんでもないセックスモンスターに捏ねつ造ぞうされたままである。

　深夜二時に彼女を呼びつけて料理を作らせた挙げ句に、性的な暴行を加えようとした息子のままである。

　二人、仲良く連れ添って寝室に戻る両親に言葉を投げかけようとするが、まあ諦めているのだ。

　ちゃんと膝を詰めて会話をしたところで、どう考えても桐原の味方をするのはわかっている。

　俺の両親は身長１８５㎝以上の体格に筋肉質な息子よりも、身長１４０㎝の体たい軀くにして陶器のような外見を持つ桐原を信頼していた。

　ルッキズムは世間を支配しているのだ。

　一刻も早く、この世界に存在する悪や悲惨や不幸や差別や貧困といったものが消えてなくなることを祈りながら。

　俺は桐原を睨にらみながら、お前何か言えよと呟いた。

　返答はこうだった。

「じゃあエッチしますか」

「するわけないだろう、カス」

　俺、藤堂破蜂と。

　彼女、桐原銭子は。

　恋愛関係にはなく、性的関係でもなく、ただのクラスメイトという関係であった。











第二話　鳩はとと桐原









　神こう戸べ元町のアーケード街に、小さな人工滝が設けられた公園がある。

　俺はその公園で静かに本を読むことを儀礼としており、文庫本の一冊などを鞄かばんに放り込んでは足を延ばす習慣がある。

　自宅である兵庫駅付近からは少し遠出となるが、休日の散歩ついでと考えれば悪い話でもなかった。

「なんでこんなうらぶれた一般ピープルどもがうろついている公園で本を読むんです。金持ちの藤堂君らしくありませんよ」

　桐原がベンチの横に座っていなければだが。

　休日にも拘かかわらず小豆色の制服ブレザー、赤のネクタイにチェックスカート姿。

　なんでお前休日にも拘らず制服なんか着てるの？　と以前に聞いたのだが、これ以外に可か愛わいい服を持ってねえんだよう、と真顔で言われた。

　どれだけお前の家には金がないんだよ。

「なんでお前がここにいるんだ？」

「家に行ったのに藤とう堂どう君はおらず、お義母かあ様さまが多分ここだろうと」

「いつからウチの母をお義母様なんて呼ぶようになった」

　ウチの母が、お前の義母となる可能性などは欠片かけらもないのであるが。

　両親などは明らかに桐原を彼女だと公認しており、どうにも陶器のような美少女然とした彼女の容姿にすっかり騙だまされてしまっているのだ。

　いや、その容姿以上であるくらいに。

　桐原の知能が本当に優れているために、父などはすっかり惚ほれ込んでしまった節がある。

「話を戻しますが、なんで公園なんかで本を読むんですか。なんで？」

「袖を引っ張るな。子供かお前は」

　桐原は小さな手の指でくいくいと、俺の袖を引っ張ってくる。

　文庫本を閉じて、仕方なく相手をする。

　それほど疑問を浮かべる話でもないと思うのだが。

「俺が公園で本を読んでちゃいかんのか？」

「家で読めばいいでしょうに」

「自室で読むと、集中力が切れるんだよ。教科書で勉強をする分には家が良いんだが」

　どうにも本を読むにあたって儀式というか、ルーティンが必要であった。

　自分は今から本を読むのだと、怠惰に本を読むだけではないのだと。

　何か感想を述べられるレベルで本を読み解くのだと、集中力を高めるためにあたっては散歩をして、それから公園のベンチで文庫本の最初のページを開く。

　そして、最後のページまでは動かない義務を自分に課す。

　そうすることで、自分のような堪こらえ性しょうのない人間はようやくにして本を読めるのだ。

「あの沈じん丁ちょう花げと金きん木もく犀せいによるルームフレグランスが溶け込んだ部屋のどこが気に食わんのです？　私を隅っこのスペースに住ませてくださいよ。あれだけ大きいベッドなら一緒に寝ればよいでしょうに」

「人の話を聞いてる？」

　別に自分の部屋が気に食わないとかそういう話ではなく、ルーティン（儀式）をこなさねば本を読めないだけなのだ。

　ベッドがでかいのは、単純に俺の体がデカいだけである。

　身長１４０ ㎝にも満たぬ発育不良で貧乳の桐きり原はらとて、入る隙間はない。

「というか、何故なぜベッドのサイズを知っている」

「先ほど部屋に入って、特に意味もなくベッドでゴロゴロ寝転がってきました。五体をスリスリと押し付けてきました。藤堂君が家で寝る際には、ほのかな少女臭がするはずです。嗅ぐとよいです」

　部屋に入れるなよ、母さん。

　掌てのひらを額に当てる。

　どんどん桐原が個人的なスペースに入り込んでいるのだ。

「ともあれ、俺は本を読む。桐原の相手をする気などない」

「何の本を読んでるんです」

　表紙を見せる。

　オスカー・ワイルドの『ドリアン・グレイの肖像』であった。

　特別に好きな作家というわけでもない。

　単に読んだことがないことに対して無教養であると、父に厳しく咎とがめられた結果である。

「童話の『幸福な王子』の作者でしたっけ」

「そうだよ」

　再び文庫本を開く。

　今日中に読んで、自分の価値観を立脚点とした読書感想を父に話さねばならぬ。

　感想自体は否定であってもよいし、肯定であってもよい。

　何らかの具体的な意見を述べなければ、父は酷ひどい出来損ないを作った陶芸家のような目で、俺を見るのだ。

　それだけは耐えられない。

　俺の尊厳を傷つけるのだ。

　だから、俺は本を読むにあたってはルーティン（儀式）を必要とした。

　俺にとっての読書とは、何らかの覚悟が必要な行為であるのだ。

「今日はお前の相手をしてやれん。本を読んだ後に話してくれ」

「大丈夫ですよ。私も隣で本を読みますから」

　そう呟いて、桐原は赤い本を取り出した。

　別に思想的に赤いというか、まあアカいのではあるが。

　それよりも純粋に表紙が赤いのだ。

　古本屋で買ったらしく、酷くボロボロであり50円のシールが乱雑に貼られていた。

　１００円ですらないのかそれ。

「小こ林ばやし多た喜き二じの『蟹かに工こう船せん』か」

　プロレタリア（無産階級）文学の名著である。

　読んだことはあるが、父に述べた読書感想の部類では楽だった方である。

　正直言えば俺は好きな作品だった。

　だが、そのようなことを述べると多分桐原は可愛らしい小さな歯を剝むき出しにして激怒する可能性があるので口にはせぬ。

　金持ちに何がわかるとでも言いたげな顔をしかねないのだ。

「おい地獄さ行えぐんだで！」

　極めてインパクトが強い最初の一文目を、桐原が口にした。

　摑つかみは非常に良いい。

　とにかく作品の最初の一文というものは大事である。

　日本で一番有名なのは川かわ端ばた康やす成なり『雪国』の「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった」であるが、『蟹工船』の「おい地獄さ行えぐんだで！」はそれに勝るとも劣らないものであると思う。

　これから主人公たち名もなき貧困層のクズどもが、まあ別に死んでもクズだからいいやぐらいの過酷な環境に追い込まれていくのだ。

「とりあえず、私のような貧乏人はそこらへんの古本屋で買った『蟹工船』を読みますので。藤堂君は金持ちらしく、オスカー・ワイルドをお楽しみください」

「俺は娯楽で本を読んでいるわけではないのだが」

　父に対して、自分の価値観を立脚点とした読書感想を強いられているのだ。

　ベッドで寝転がり、娯楽として漫画を読むことなどは少ない。

　俺にとって読書とは一種の苦痛ですらあったのだ。

　まあいい、桐原が大人しくしてくれるというのであれば、何の不満もない。

　俺は読みかけの文庫本を再び開いた。

　しばし、沈黙がよぎる。

　俺は少しだけ、どうしても気になって桐原の横顔を見つめた。

　桐原は感情が豊かである。

　ギリシア神話のピグマリオンに出てくるガラテアのような容姿に逆らうようにして、表情は容易たやすく可変し、けたけたと楽しそうに顔を綻ばせるのだ。

　それ自体は可愛いと思う。

　問題は読んでいる本が『蟹工船』であり、女子高生がニコニコしながら読むものではないことだ。

「藤堂君、ソフトクリームを買ってください」

「自分で買え」

「50円の古本買ってる女の子が、ソフトクリーム代３００円を出せると思いますか？」

　財布すら３３０円で買ったものですよと桐原は呟つぶやいた。

　……財布とは３３０円で売っているものだったろうか？

　仕方なく、携行用の小さな財布から野の口ぐち英ひで世よさんを一枚出す。

「１０００円上げるから、好きなソフトクリームを買ってこい。俺のコーヒーも」

「何飲みます？」

「キャラメルマキアート」

　御お釣つりはお前にやる。

　そう言い捨てて文庫本に視線を戻すと、桐原は「わあい」と子供のように叫んで売店に走っていった。

　なんだかお腹なかが空すいてきたので、俺の分もソフトクリームを頼めばよかったか？

　まあいい、頭の糖分はコーヒーで補充しよう。

　一度文庫本を閉じて、眼精疲労に効く目頭と鼻の間のくぼみのツボを押さえる。

「ヒャア、どきなさい鳩ども」

　桐原は売店の近くにいる鳩どもを威嚇して羽ばたかせた。

　本当に子供だなアイツ。

　無事に自分のソフトクリームを受け取り、紙カップ自販機から俺のコーヒーも拾ってこちらに歩いてくる。

　美少女だ。

　こうしてみると、本当に美少女ではあるのだ。

　容姿だけだが。

「鳩はとがいますね」

　ここは公園なのだから、別に鳩ぐらいいるだろ。

　桐原は定位置だとばかりに俺の隣に座って、ソフトクリームを舐なめながら鳩を眺める。

　どうということもない普通の土鳩（ドバト）である。

「なんか二匹ほどさっき濃厚なキスをしてたので、思わず邪魔してやったのですが」

　なんでお前はそういうことをするんだよ。

　むしろ邪魔をしないように避けて通るというのが、人間として正しい行いではなかろうか。

　こいつには愛がない。

「鳩ってキスしましたっけ？」

「求愛給きゅう餌じだな」

　雄が雌に餌を与えるのだ。

　つがいを維持するためであり、栄養補給であり、優れた狩りの能力を誇示するためでもある。

　生物学的な評価ではそうだが、単純な愛と呼んでも別に問題はなかった。

　なにせ、雄がいくらプレゼントとして餌を持ってきても、雌側が拒否するケースも珍しくない。

　その場合、雄はそのプレゼントをずっと口にくわえたまま何時間も放置プレイされるのだ。

　悲しい姿である。

「なるほど、あの鳩はつがいですか」

「そうだろうな」

　それにしても情熱的なキスである。

　お互いのクチバシを摑んで離さないようにしている。

　糞ふん害がいなどの被害問題はあるが、まあ俺などには無関係なので単純に微ほほ笑えましかった。

　二人して、まあ簡易的なバードウォッチングなどを楽しむ。

　息抜きにはちょうど良かった。

「藤とう堂どう君、鳩が雌の背中に伸のし掛かったんですが」

「……」

　そりゃ求愛行動をして、雌がそれを受け入れた後なのだ。

　交尾ぐらいするだろうに。

　そう言えば終わりだが、それを陶器のような美少女である桐きり原はらの前では口にしがたいのだ。

　他の女どもには平然と言えても、それを言わせない不思議な美しさが彼女にはあるのだ。

「鳩も交尾するのに、私と藤堂君は交尾してないんですよね。不思議です」

　俺の懊おう悩のうは全て余計なお世話であったが。

　何わけのわからんことをほざいてんだコイツ。

「『蟹工船』で無骨な漁民が14歳の雑夫（少年）に夜よ這ばいをして、バット（煙草たばこ）と交換で手に入れたキャラメルをくれてやる代わりに自分のバット（棒）で強ごう姦かんする。弱者が更なる弱者を搾さく取しゅするという悲惨なシーンがあるんですが──」

　そんなんあったな。

　俺は手元のキャラメルマキアートを眺めた。

　ひょっとしてだが桐原はその少年への強姦を揶や揄ゆする文章を読んで、先程はけたけたと嘲笑していたのだろうか。

　本当にクズだなコイツ。

「私にくれません、そのキャラメルマキアート」

「やらねえよ」

　どういう意味で、俺のキャラメルを寄よ越こせと言っているんだ。

　俺は仕方なく、安物のコーヒーを一気に飲み干した。

　本を読みながら、ちびちびと飲む予定であったのに。

　いや、それどころか、このままでは読書の継続すらも怪しい。

　確かにそれを予感している。

「藤堂くーん、藤堂くーん」

　つんつんと、人差し指で俺の脇腹を刺す。

　こういう時は、無視の一手である。

「まあ私にキャラメルをプレゼントとして寄越して、交尾しようぜなんてまではいいませんよ。私も節度ある女の子でありますし」

　つつ、と指を伸ばして、俺の大胸筋をなぞる桐原。

　俺は無視して文庫本を開き、動揺などせず『ドリアン・グレイの肖像』を読むこととした。

　とにかく、もうこの邪よこしまな──目をとろんとさせて、指で俺の肌をなぞろうとする状況に入った桐原をマトモに相手はできないのだ。

　ハートマークが浮かんでいそうな蠱こ惑わく的な瞳、小さな犬歯に挟まれて見える小さな舌が蛇のように、ちろと見えた。

　首は触れてしまえば折れてしまいそうなほどに細い。

　髪などは乱雑に扱っているようであるが、蕩とろけるような香りまで漂っている。

　俺の部屋に焚たき染しめている沈じん丁ちょう花げと金きん木もく犀せいを若干感じさせるが、それ以上に乳白色の少女の香りが勝っていた。

「キスしましょうか。藤堂君。もちろん、鳩のように情熱的なキスですよ」

　俺は桐原の申し出を無視した。

　それしかできないからだ。

　彼女からのキスの申し出を受ける権利は、俺に無いからだ。

「ヘイヘイヘイ！」

　ぱんぱんと、桐原が俺の腕を叩たたく。

　時々無駄にテンションがハイになって止まらなくなるのが、桐原の悪いところである。

　だがその悪徳も、残念ながら桐原においては一つの魅力であることを認めざるを得ない。

　俺は彼女が無意味にテンションを上げること自体には、それほどの嫌けん悪おはなかった。

　ため息をつきながら、静かに文庫本を閉じる。

「無視しないでくださいよ。高等遊民（ブルジョワジー）は文学に夢中で、無産階級（プロレタリア）である美少女からのアプローチには応えられんというのですか」

　桐原は寂しがり屋なところがあり、無視されるのが嫌であるのだ。

　仕方なく相手をしてやる。

「桐原、俺はお前と付き合うつもりはない」

「ええ、前に振られましたからね」

　そうである。

　俺は以前に桐原から交際を前提とした愛の告白を受けているが、それを拒否していた。

　その理由については今更であり、この場で語るべきではない。

　今大事なことは、ちゃんと桐原が交際を断られたことを認識していることだ。

「なぜお前は恋愛関係に無い男にキスをせがむ？」

「鳩がキスしていたからです。あの畜生めどもに人として、愛の素晴らしさを見せつけてやらねばなりません」

　びしっ！　と鳩のつがいを指さした。

　二匹の鳩はこちらを見ていて、クルッポーと鳴いた。

「ええ……」

　俺と桐原は交際していない男女であり、ただのクラスメイトである。

　それはそれとして鳩が私たちに見せつけるようにキスをしていたから、私たちもキスをすべきだと。

　鳩如ごときに馬鹿にされるわけにはいかねえ！　人間の素晴らしさを見せてやるぜ！

　そのようなことを平然と呟く。

　桐原は頭がおかしいのだろうか。

　いや、もう明確におかしいのはよくよく理解しているのだが。

「お前は誰とでもそんなことをするのか？」

「いえ、運よく藤堂君が横にいたからであり、他のこの世の全ての男などは貧弱なるゴボウに見えます。藤堂君でっかくてよいですね」

　ぱんぱんと、俺の体を叩く。

　褒めてくれるのはよいのだが、世間の流行はめっきり中性的な容姿を持つ線の細い男性である。

　俺は自分の容姿があまり好きではなかった。

　自分の体で秀ひいでたところなど、クルミを二本の指だけで挟んで潰せるぐらいである。

　ちなみにこれをやると、誰もがドン引きする。

　まあどうでもいい話だが。

「それに金持ってますし！　男は経済力ですよ！　金持ってない奴やつは人間扱いされないんですよ!!」

「俺が稼いだ金じゃないんだがな」

　確かに家は超富裕層であるが、それは先祖が大成功を収めただけである。

　親のおかげで恵まれた環境にいることは十二分に理解しているが──その、なんだ。

　自分で稼いだわけではないそれが、俺の自尊心を肯定してくれるわけではないのだ。

「金さえあれば飛ぶ鳥も落ちるんですよ。ばーん！　ばーん！」

　これで色々と悩みは尽きないのだが。

　まあ、鳩のつがいを指さしては「死ね！　死ね！」と連呼している明らかに人としては駄目な桐原を見ていると、何が言いたかったのか忘れてきた。

「クッソ、あの鳩ポッポども死にやがらねえ。私は貧乏人なので鳩を殺せませんでした。金持ちの藤堂君がやってください」

「いや、俺がやっても死なないと思うが」

『金さえあれば飛ぶ鳥も落ちる』という言葉は確かにあるが。

　それは諺ことわざであり、本当に殺せるわけではない。

　そんなことは桐原もわかっているはずなのだが。

「いいから、やってください！　ばーん!!」

「お前、あの鳩はとさんに何の恨みがあるんだよ……」

　鳩のつがいは仲良くクルッポーと鳴いている。

　心なしか、桐原を酷ひどく哀れんだ瞳をしているように感じた。

「もう後には引けないんです。藤堂君とキスをするか、あの鳩が死ぬか。運命の選択ができてしまいました。そうすることでしか、私はあの鳩に対して人間の尊厳を保てないんです。わかってください愛いとしい人」

　いつの間に桐原はそこまで追い込まれてしまったのだろう。

　俺は悲しくなった。

　桐原が売店にソフトクリームとキャラメルマキアートを買いに行っただけで、このような悲しいドラマが生まれてしまったというのか。

　俺の財布から一枚消えた野の口ぐち英ひで世よさんに罪があるというのか。

　もちろん一切そんなわけはなく、桐原がちょっと頭おかしいだけである。

　これで桐原が学年一位の成績を誇る特待生という事実に関しては、本気で信じがたいものがある。

　我らの学年全ての知能は、桐原に劣ることが証明されていた。

　なにもかもが本当に悲しかった。

「ともあれ」

　いいかげん、ふざけているわけにもいくまい。

　今日中に本を読むノルマをこなさねばならぬが、桐原の望みを叶かなえてやらねば騒がしさはやまぬ。

　満足のいく選択肢を選び、結末を与えてやらねばならない。

　キスをするか。

　鳩を殺すか。

『三千世界の鴉からすを殺し　主と朝寝がしてみたい』という都ど都ど逸いつはあるが、俺は桐原と寝る気など無い。

　ならば答えは簡単である。

　指でピストル、口で発射音を。

「ばーん！」

　俺は鳩を撃つそぶりをした。

　鳩のつがいはどうということもなく、クルッポーと鳴いている。

『金さえあれば飛ぶ鳥も落ちる』という諺は、単純に現実には適用されないこと。

　それが眼前にて証明されたのだ。

　満足か、桐きり原はら。

　少女の横顔を眺めようと、顔を向ける。

　桐原は、うーん、と可か愛わいらしく首を傾かしげた後に。

「死にませんでしたね」

　死ぬわけないだろ。

　当たり前のことである。

　なれど、桐原はどこか満足したようだ。

「まあ、よしとしましょうか。藤とう堂どう君のお茶目なところも見れました。藤堂君も私のお茶目なところを目撃して頰が綻んだことでありましょう」

「お茶目といえるのか？」

　桐原などは可愛らしい歯を剝むき出しにしながら、本気で鳩に対し殺意を剝き出しにしているように見えたのだが。

　というか、瞳などは明らかに本気であった。

　鳩に自分の尊厳を奪われまいと抵抗していた、京言葉でいえば「ほんまもん」のヤバイ奴である。

「藤堂君、手を貸してください」

「……構わんが」

　俺は黙って従う。

　指でピストルを作った、右手を差し出す。

「まあ、今回はこれで許してあげます」

　桐原は、俺の右手に小さなキスをした。

　その唇の柔らかさと弾力は、マシュマロの感触に似ている。

　俺は何も言い返すこともなく黙って右手を取り返して、読書を再開した。





※






　桐原と別れて数時間後の自宅。

　オスカー・ワイルド作『ドリアン・グレイの肖像』に対する読書感想スピーチをひたすらに続けている。

　これは儀式であった。

　俺から父に捧ささげる、一方的スピーチに近い供く物もつである。

　父が俺に課した教育の一つである。

「……以上です。父さん」

　スピーチを終える。

　もっと、何か、父とは何か問題について論ずるとか、勝ち負けを抜きにしても、一方的ではなく相互のやりとりがしたいとずっと思っている。

　……教育ディベートなどはどうだろうか。

　そういえば教育ディベートなるものは、古くは古代ギリシアから、日本において本格的なものは福澤諭吉がもたらしたものであったはずだ。

　俺の家系でも高等遊民であり学問を嗜たしなんでいた御先祖様が、大正の頃には子供の教育へと一部取り入れたと聞いているが──何故なぜか現在の我が家では行われていない。

　それでも『天は人の上に人を造らず、人の下に人を造らず』と書かれた書がリビングには飾られており、父が福澤諭吉の信奉者であることなどは一目でわかる。

　書にありがちな短文の、序文の全てを含まぬものではない。

　壁一面を覆いつくすほどの長さである。
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　頭がおかしいのだ、俺の父は。

　少なくともタワーマンション最上階の壁紙レイアウトに採用すべきものではない。

「……嫌気がさす」

　ボソリと呟つぶやいた。

　俺はこういう読書感想というか、論点を纏まとめてのスピーチ自体は嫌いではない。

　なれど、父への読書感想を行った後に行われる、父からの一方的な言動が大嫌いであった。

　目を下の方にやれば、『人は生まれながらにして貴き賤せん・貧富の別なし。ただ学問を勤めて物事をよく知る者は貴人となり富人となり、無学なる者は貧人となり下人となるなり』の文に至るまでの、福澤諭吉「学問のすすめ」における序文が目に入る。

　父は、自分と相対する人間の出身が貧困であれど蔑視などしなかった。

　金銭を新たに獲得するか、或あるいは富裕を維持するかの能力を左右する『学』のみで評価した。

　ただひたすらに、機会あるにも拘かかわらずに無学である者を蔑み、憎んだ。

　世間で流行はやる『親ガチャ』なる言い訳など、明らかに見下していた。

　いつぞやか、このように下世話な口ぶりを耳にしたことがある。

「一生そういうクズそのものの言い訳をして、社会の地べたで這はいずり回れ。手を伸ばさない限りはありもしない機会を祈ってスタンバってろ」

　なんぼなんでも、もっと言い方あるだろうに。

　教育機会の不均衡は、勉学を若いころに積むことが如何いかに大事かを理解するための知識は、恵まれた現代社会でさえ明確に存在するのだから。

　父とて、本当に親に恵まれぬ場合はどうしようもないことを理解しているだろう。

　いや、だからこそ、それゆえにであろうが。

　父は、俺が通う進学校において学年一位の成績であり、学費免除の特待生である地位を摑つかんだ桐原のことを好んでいた。

　母子家庭にて貧困層の出身でありながら、自らに学を積んだ桐原を幾度も手放しで称賛していた。

「……まあまあだな」

　桐原に対しては、俺に対してはあまり与えてくれない手放しである称賛を与えているのに。

　今回の俺によるスピーチは、眉を揺らさずに「まあまあ」との感想であった。

　心が軋きしむことはない。

　慣れたことではあるのだ。

　父は採点が明確に辛からく、甘い方ではない。

　ゆえに、何度も満点をとれる桐原が異様であり、それと比較されるゆえに俺などは無様を演じているのだ。

　俺は子として父を知っているから、父を憎むことはしなかった。

「うん、いや、言い直そう。まあまあではないな。悪い方ではなかったな。お前が十年以上やってきたスピーチの中では、むしろ上等な方だった。破やぶ蜂はち」

　父が、どういう根拠でつけたのかサッパリわからぬ俺の名を呼んだ。

　ロックグラスに琥こ珀はく色の液体を注ぎながら、父が不思議そうに採点の間違いを認めている。

　そうだろう、どう考えても俺の人生の中では良かった方のスピーチだぞ。

　父の判定が狂ってきているのだ。

「……うん」

　何か言おうとして、父がやめる。

　言いたいことなど判わかっているのだ。

　ああ、子だからこそに、父が言いたいことなど理解しているのだ。

　桐原と比べると、俺のスピーチが劣ると言いたいのだ。

　言わずもがな、知れていることである。

「桐原ちゃんと一緒に読書を楽しんだと、妻から聞いたのだが」

　舌打ちをしそうになる。

　だが、下品であるので、やめた。

　俺は父のように学こそあれど、下品な俗物にはなりたくないのだ。

「さて、桐原ちゃんが読んでいた本は何だったかね？」

　返事をせずとも、まあ父が桐原に尋ねれば答えは返ってくる。

　仕方なく、本の題名を呟いた。

「『蟹かに工こう船せん』です」

「良いい本だ」

　父は超富裕層でありながら無産階級（プロレタリア）文学を決して否定せず、良書であることを明確に肯定した。

　文学を父は好んだ。

　貧困の出でありながらに『蟹工船』を生んだ小こ林ばやし多た喜き二じの経歴さえも、全て愛しているだろう。

　小作農の次男坊でありながら、北海道拓殖銀行に勤めた銀行員である経歴をだろうが。

「さて、破蜂。『ドリアン・グレイの肖像』はとても芸術的な作品だが、私はあまり好きではない。お前もあまり好きではないだろう。それは親子としてわかる」

　何がわかるだ。

　いや、愚痴を漏らしそうになったが、父が俺のことを理解しているのは認めている。

　確かに、俺はあのオスカー・ワイルドの著作が好きではなかった。

『ドリアン・グレイの肖像』については多くを語る必要もない。

　快楽主義を実践することで堕落と悪行の末に破滅する美青年が、自分の醜さを表現する肖像にナイフを突き刺す作品、そう世間では語られている。

　俺のスピーチもそうであり、ドリアンは自分が最後に抱いた良心と高潔さを保つために、自分の醜さである肖像画を刺したものであると表現した。

「だがなあ、まあ私の意見は違うよ。お前のスピーチ、結末だけは良くなかったよ」

　父は、何故意見が違うのかと不思議そうに吐き捨てた後に、私はあの作品で気に入っている文章があると。

　一つだけだと。

　そう語って、口にした。

『現実世界では悪人は罰せられず、善人は報われない。強者に成功が与えられ、弱者に失敗が押しつけられる。それがすべてだ』

　主人公ドリアン・グレイが見つけた一つの真実だ。

　それだけを言い捨てて、父は語った。

「正直言えば、その真実を除けば虚飾的過ぎて、数ある素敵な修飾語を除けばオスカー・ワイルドの小説には価値がないようにさえ思える。あれは耽たん美び的な言葉に溢あふれた作品の中から、読者各自にとって必要な真実を見み出いだすためだけの作品だよ。ドリアンは最後、ナイフで肖像を刺すべきではなかった。あるいは最初から快楽主義者として目覚めるべきではなかった。彼は高潔や良心を取り戻したのではなく、単に自分の悪に耐え切れなかった敗北者というのが私の感想だ」

　父は、完全に俗物そのものの発言をした。

　アイルランドを代表する作家に対して、あんまりではなかろうか。

　あれだ、確かに晩年は幸せではなかったが。

　オスカー・ワイルドは同性愛者（ホモセクシャル）だったから、当時は迫害されただけである。

　令和なら許されたのにな。

「破蜂。何度も言ってきたが、最初から悪を注意深く拒むように生きなさい。どうしても悪をやるならば、それこそ徹底してやるようにしなさい。そうしなければ破滅は目に見えている。さて、まあ、ともあれ。スピーチは終わった。戻って寝ると良い。お前も酒を飲むか？」

「未成年に平然と酒を勧めてるんじゃねえよ。お前の脳みそはどうなってるんだ」

　父が勧める、ロックグラスに満たされた琥珀色の液体。

　俺はそれを固辞して、自室へと戻る。

　自室のルームフレグランスは、沈じん丁ちょう花げと金きん木もく犀せいにより満たされていた。

「……」

　言葉を吐かずに、沈黙する。

　着信をチェックすれば、父が桐きり原はらにプレゼントしたスマートフォンからの着信で満たされている。

　俺はそれを無視した。

　寝るまでは、まだ時間がある。

　なれど、酷ひどく疲れた。

　この身長１８５㎝のずしんとした体たい軀くをベッドに横たえる。

　ベッドからは乳白色の少女の香りが、俺が一方的にライバル視している桐原の香りが漂っていた。

　昼間にキスをされた右手の甲を撫なぜる。

　桐原の香りに包まれながら、俺は軽く瞳を閉じた。

　俺が彼女に抱く感情には、どうしようもなく複雑なものがあるのだ。

　それを桐原はまだ知らない。











第三話　猫と桐原









「猫さんと決闘するので、スマホを預かっといてください。今日は一緒に帰りません」




　いつもの放課後の帰り道であった。

　俺と桐原は部活動などには所属しておらず、いわゆる帰宅部である。

　恋人同士になることを明確に拒否している以上、俺と彼女はあくまでクラスメイトの関係にすぎないが、行動自体は共にすることが多い。

　というか、桐原が勝手についてくるのだが、まあ、ともあれだ。

　いつものように、桐原は狂ったことをほざいた。

　繰り返すが、彼女は『猫と決闘する』と確かに口にしたぞ。

「ああ」

　戸惑いながらも、冷静を装よそおって頷うなずく。

　桐原が差し出したのはスマートフォンであり、彼女が所有する物の中では唯一といってよいレベルの高級品である。

　父がプレゼントした品であり、毎月の回線代金なども支払われていた。

　それだけではなく、桐原の家庭にも多少の援助が行われているのだが──父に愛されていない息子である俺がそれについて、口出しすべき立場ではない。

　問題は一つだけだ。

「猫さんと決闘とは何ぞや？」

　仕方なく、疑問を口にした。

　意味不明な言葉の羅列である。

　思い起こせば、猫とはにゃあにゃあと鳴く畜生であり、自由奔放なる生き物である。

　古くはネズミを狩る益獣であり、樽たるの上で寝転んでワインや穀物などを守っていた歴史もあるが。

　令和の現代社会においては、愛玩動物としての価値以外はほぼ無い。

　それと桐原は決闘するというのだ。

「決闘は決闘です。決闘とは、ルールに基づいた闘争を意味します。互いの名誉を懸けた、或あるいは紛争の解決を目的とする行為なんです」

　桐原は、俺が問いたいことの多くをウィキペディアのように答えた。

　意思疎通は為なされており、桐原は当意の妙を得た回答を行った。

　これは一方的な暴力ではないと言いたいのだ。

　むしろ、正式な場における、正々堂々の勝負であると宣言したのだ。

「藤とう堂どう君、私は猫さんと決闘しようと思うのです」

　人形のような容姿の桐原が、形の良い唇で静かに決意を告げた。

　桐原の頭がおかしいことについては、殊更に言い募る必要はない。

　だが、動物虐待とあれば俺は止めざるを得ないのだ。

「猫を虐いじめるのはいかんぞ」

　動物愛護法案は年々改正されており、令和の世ではマイクロチップの装着さえ義務化されている。

　悪魔に人品を売り渡した悪質なブリーダーを排除するために、繁殖回数すらも制限されているのだ。

　虐待に至っては懲役刑も有り得た。

　いや、そもそも法以前に人として駄目である。

「藤堂君。私は決闘といいましたよ。決して一方的な虐待や、暴行を意味する言葉ではありません」

　桐原が微ほほ笑えんだ。

　男なれば、誰もが時々ハッとして桐原を見ることがある。

　異常なまでの美少女であるのだ。

　身長１４０㎝の短たん軀くに見合うサイズの、小さな顔をしていて。

　小さな手に、小さな唇、鼻などはちょっと高めな癖に、日本人の域を維持していた。

　小豆色の制服ブレザー、赤のネクタイにチェックスカート姿が良く似合っている。

　どんな美少女コンテストに出ても、容易に圧勝してしまうだろう。

「私の決意は揺るぎません。今日は猫さんと決闘する好日なんです……」

　だが桐原は頭がおかしかった。

　凄すごく頭がおかしいことを呟つぶやいた。

　俺としては、うん、まあ、虐待じゃないならいいや。

　どうでもいいや、と。

　そのような結論に至らざるを得ないのだ。

　何せ、桐原は俺の彼女でもなんでもないのだ。

「うん、まあ虐待でないと言い張るのならば、好きにすればよいが。スマートフォンは持っていろ。壊れたら買い直してくれるだろうから、気にするな」

「あのねえ、藤堂君。そう簡単に言いますが、これ幾らすると思ってるんです。林りん檎ご製の最新型ですよ」

　どうせ20万もしないだろうが。

　そんなはした金を気にしてどうするんだ。

　そう吐き捨てようとしたが、桐原がグルグル目で「ウォォォォ！　死ね！　死ね！」と言いながら殴りかかってきそうなのでやめる。

　以前などは「なんで藤堂君は生意気にも税を払わずに息をしているんですか？　金持ちは呼吸するたびに税金を払わないといけないと決まってるんですよ？」と言われたことがある。

　空気税など、ルイ15世時代のフランスか宇宙世紀でしか考えつかぬ税金であろうに。

　仕方ないので、適当な言い訳を試みる。

「壊れても保険が効くだろう。損害何ぞ保険会社に押し付けろ」

「猫と決闘して壊れても、効く保険が日本にあるんですか？」

　猫と決闘した結果壊れても、保険会社は保証しませんなんて説明書に書かれていないからいけるはずだ。

　そのようなアメリカナイズな考え方で何一つ問題ないと、押し切る。

「故意の故障には当たらないんですね？　本当ですね？」

　最後まで契約内容について気にしている桐原に、そもそも故障した原因について保険会社は別に気にしていないんだよ。

　此この世よは邪悪に満ちていて、自分の損益でなければ人はどこまでも寛容になれるに違いないんだと、実に桐原好みの真実を呟いて。

　俺はスマホを彼女に返却する。

　そうして、猫さんとの決闘に向かわせてあげた。

「ヒャア！　今日こそはあの猫に報復してやるぜー！」

　ぶんぶんと右手を大きく振り回して、意気揚々と去っていく。

　いつからあのヒャア！　なる口癖を、彼女は口にするようになったのだろう。

　それを訝いぶかしみながら、俺は自分のスマホを取り出した。

　桐原と同じ林檎製である。

「……さて、追いかけるか」

　スマートフォンを桐原が保持している限り、何とでもなった。

　位置情報はＧＰＳが教えてくれるのだ。

　俺と桐原は、相互に位置情報を管理している仲であるのだ。

　別に桐きり原はらのことなんぞ知りたくもないので、使うのは初めてであるのだが。

「これは正義のためだ」

　先日の公園のように、鳩はとならばまだ許されるだろうが。

　猫を虐待しているならば、さすがに人として止めに入らねばならない。

　人間同士の決闘裁判とて、脆ぜい弱じゃくなる夫人が殺された夫の復ふく讐しゅうのために立ち向かうというなれば、裁判官が夫人にこっそりデリンジャー（隠し拳銃）ぐらいは持たせてくれようというものだ。

　神は正義を見ておられるのだ。

　桐原が何か妙なことをしていれば、止めるのは俺しかいなかった。

　自分の中に存在する、クラスメイトを尾行しているという罪悪感を押しつぶしながら、俺は正義で心を埋め尽くした。





※






　神こう戸べには元町高架下、略して「モトコー」と呼ばれる場所がある。

　歴史をたどれば第二次世界大戦後、神戸大空襲により焼け出された人々が集まって築いた闇市をルーツとしているため、どうにも胡う散さん臭くさい商店から普通の飲食店までが並んでいた。

　我が父などの世代に言わせれば「泥棒市場」であった。

　もっとも俺の子供の頃の話であり、今はもう商店などない。

　老朽化による耐震改修工事計画が実行されることにより、テナントの全てが退去してしまったのだ。

　今は人すらろくに通らず、ただ寂れた田舎のシャッター通りのような有あり様さまとなっている。

「……うん」

　問題は、このような寂れたところに桐原がいる理由である。

　桐原のＧＰＳ位置は確かにモトコーであり、閉まったテナントだけが並んだ場所を指している。

　歩きスマホはせずに時折安全な場所で立ち止まりながら、画面を確認する。

「猫カフェにでも行って、猫を脅かさない程度の小声でヒャアヒャア言うことを決闘と呼んでいる可能性もあったが」

　そういう可か愛わいい話は桐原に似合わない。

　よく考えるまでもなく、彼女は猫カフェに行く金など持っていないのだ。

　猫を食わせる金があるならば、自分で焼き肉を食べると彼女ならば言うだろう。

　桐原は焼き肉が好きだった。

　焼き肉チェーン店に連れて行った時などは「それで、誰を殺してくればいいんですか」と言っていた。

　焼き肉を奢おごってやった俺のことを、誰かの始末を依頼するヤクザのように認識していたのだ。

　桐原にとっては、他人の命など和牛カルビ一皿４８０円より安いのだろうか？

　さすがに冗談だと思いたいが、少し本気の目をしていた。

　まあ、ともあれだ。

　桐原は此処ここにいた。

　何らかの目的を果たすためにやってきたのだろう。

「……なんぼなんでも、噓うそだろうなあ」

　ぼそりと呟く。

　人間が猫と決闘などするわけがないのだ。

　最初スマートフォンを俺に渡そうとしたのも、追跡などされたくないためであろう。

　正直、色々と不安になる時があるのだ。

　桐原は奇行こそ目立つが、紛れもなく美少女である。

　酷ひどく下世話な話、女性の若い美貌は金になるのだ。

　生きていれば何らかのトラブルに遭遇しやすい立場である。

　治安の悪い貧乏市営団地に住んでいるとなれば、桐原の容姿は目を引くだろう。

　貧困層の少年やワーキングプアを下したっ端ぱの構成員とした、小汚い半グレなどに狙われることもあるのではないか。

　桐原がいくら俺より賢いとあれど、緊急事態に陥れば人は判断能力が低下する。

　令和の世となり犯罪は減少すれど、邪悪はただ身を潜めて悪事を働くようになっただけ。

　俺に言えない状況で、彼女は深刻な事態に陥っているのではないか。

　まあ、なんだ。

「なんとでもなるさ」

　危機管理と暴力には自信があった。

　スマートフォンには１１０番アプリが入っており、電話などに時間を割けぬ緊急時でも通報は容易である。

　緊急時用に、常に鞄かばんには特殊警棒を忍ばせてある。

　そもそも、この身長１８５㎝に筋力トレーニングを怠らぬ優れた体たい軀くである。

　最低でも桐原一人ぐらい逃がす程度ならなんとかなるだろう。

　覚悟を決めながらＧＰＳをそっと確認すれば、もう桐原の近くまで迫っている。

　特殊警棒を伸ばし、身をできる限り縮めるように潜める。

　俺は高架下の出入り口から、シャッター通りの中を窺うかがった。

　日は暮れつつあり、暗くて中はよく見えないが。

「ヒャア！　くたばりやがれ!!」

「ニャアア！　ンナーオ!!」

　声が聞こえた。

　女の子の声であり、間違いなく桐原の声であった。

　そして、相対するように猫の鳴き声も聞こえている。

　ばん、と閉じたシャッターを蹴る音が聞こえた。

「畜生、避よけやがった猫！　猫ちゃん!!」

「カカカッ、ギャッギャ！　ンニャーオ!!」

　桐原は蹴りに失敗したようで、罵りの声を上げている。

　猫は狩猟の際に興奮状態で発する『クラッキング』と呼ばれる鳴き声を上げた後に、警戒音を発している。

「猫ちゃん！　猫ちゃん!!」

「ンワーオ！　ンワーオ!!」

　ばん、と両手でシャッターを叩たたいたような音が聞こえた。

　また空振りのようである。

　最大音量の警戒音を発しながら、猫は叫んでいた。

　鳴き声は段々と大きくなっており、いよいよ猫も戦闘モードに突入する予感がした。

「……うん」

　沈黙する。

　確かに桐原は猫と戦っていた。

　俺は、付近を見た。

　別にモトコーはスラム街の外れというわけでもなんでもない一等地であり、少し道を歩けば元町商店街がある。

　そこでは沢山の買い物客が歩いており、その喧けん噪そうなどが聞こえた。

　ここだけだ。

　ここだけが完全な異界と化しており、桐原銭ぜに子こという名の美少女と。

　名も知らぬ、なんかようわからんが桐原と戦っている猫と。

　左手に緊急通報用のスマホを、右手に特殊警棒を力いっぱい握りしめているアホ以外の何物でもない俺がいた。

　その二人と一匹だけが、異常な空間にいるのだ。

　何処どこからか、ハシブトガラスの鳴き声が聞こえる。

　あの鴉からすの種類は卵を育てている雌に対して、餌を取ってきたよという連絡で「アホー」と雄が鳴くのだ。

「……」

　口をへの字に曲げる。

　いき込んでいた俺は何もかもが恥ずかしくなり、特殊警棒を畳んで鞄に放り込む。

　ポケットにスマホを入れて、ため息を吐ついた。

　俺はアホだった。

　何もかもわかっちゃいなかったんだ。

　桐原は何もかもを正直に言っただけ。

「なんで猫と決闘してんだアイツ。人生どうすれば、そんなイベントが発生するんだよ」

　俺は頭を抱えて、強く呻うめいた。

　桐原は、頭がおかしい美少女だった。

　それだけは間違いなかった。
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　高架下にゆっくりと足を踏み入れる。

　若干薄暗くはあるが、暗闇というほどでもない。

　猫の鳴き声と、少女の雄お叫たけびの発生源へと近づいていく。

　足音を、かつかつと立てた。

「藤とう堂どう君！　やはり助けに来てくれたんですか!?」

　頰に軽い引ひっ搔かき傷のある桐原が俺に振り返り、明るい声で叫んだ。

　この時を待っていたのだと言いたげな声である。

「ええ……」

　お前、俺が来ることわかっていたのかよ。

　桐原の知能であれば、まあ俺がわざわざスマホを持たせた理由も理解したであろうな。

　こっそり尾行していることも予想したであろう。

　そこまではわかる。

　なるほど、俺は桐原が何かトラブルに巻き込まれているものであると考えていたし。

　場合によっては社会の闇と戦うつもりではあった。

　ただし。

「いやだよ、お前なんか猫さんに嚙かまれて痛い目にあってしまえ。元々おかしいんだから、逆にまともになるかもしれん」

　猫さんとの決闘などに助勢する気など無い。

　桐きり原はらなど畜生に食われて死んでしまえばよかったのだ。

「なんですか、その言い方は!?」

「俺の真摯な気持ちだ。受け取ってくれ」

　はあ、とため息を吐きながら猫を見る。

　桐原の眼前には警戒音を発しながら、のしりのしりと近づいてくる猫さんがいた。

　でけえな、おい。

　体長は１５０㎝に近く、通常のキャットショーでは見ないような巨大な猫である。

　猫種は詳しくないが、あの大きさで長毛種となるとメインクーンかノルウェージャンフォレストキャットのどちらかの混血だろうと思うが、それにしてもデカい。

　体格に似合った長い尻尾はかぎしっぽであり、途中で折れ曲がっていた。

　あまり気品漂うといった感じではなく、目つきなどは鋭くてやさぐれている。

　俺の姿が視界に入ったようで、みゃあと一鳴きした。

「あの生意気な野の良ら猫ねこをとっちめてやってください」

「いや、いないだろ、こんな野良猫。ギネス世界記録の猫よりデカいぞ」

　こんな糞くそでかくて立派な長毛種の野良猫いねえよ。

　どこかから逃げ出してきたんじゃないのか。

　俺は桐原を訝いぶかしげに見るが、飼い猫を虐いじめるなんてリスクを桐原が負う可能性はゼロに近い。

　なんらかの事情があると思えた。

「めちゃくちゃ野良ですよ、この子。近くの猫愛好家が先日懸賞チラシを配り始めまして、捕まえて持っていったら50万もらえます」

「うん、お前らしい理由だ。そうでもなきゃ猫なんぞ追っかけんわな」

　事情は把握した。

　要するに、猫と決闘するというのは彼女が生来なんらかの因縁があるとかではなく、ただの金を目当てにした野良猫捕獲作戦なのだ。

　この猫さんとは顔見知りかもしれないが、まあ憎しみあう理由はないだろう。

「思えば、この子──ゲッツ・フォン・ベルリヒンゲン卿きょうとの出会いは中学二年生のことでした」

「なんで神聖ローマ帝国で最も有名な強盗騎士の名前なんかつけてるの？　しかもフルネームで」

　猫につける名前じゃねえよ。

　教会に火薬を放り込んで爆破したり、司教領を襲ったりしたり、最終的には神聖ローマ帝国皇帝にまで出張らせて仲裁させた人の名前だよねそれ。

　思わず変な名前をつけるなよと口走るが、児童文学「ルドルフとイッパイアッテナ」のルドルフだって名前の由来はハプスブルク家のルドルフでしょうに、めっちゃ神聖ローマ帝国ですよと冷静に返される。

「あの神聖でもローマでも帝国でもなんでもない神聖ローマ帝国由来の何が悪いんです！　何か文句でもあるんですか!!」

　桐原は強く言い放った。

　別に神聖でもローマでも帝国でもなんでもない神聖ローマ帝国に不満はないが。

　というか、それは有名な哲学者が言っただけで、名前なりの由来は神聖ローマ帝国にはちゃんとあるからな。

　それにしても、日本人は何故なぜ特に思い入れなどない神聖ローマ帝国由来の名前を、猫さんにつける変人がいるのだろうか。

　モモちゃんとかタマちゃんとかでいいじゃん。

　変人である桐原を眺めて、少しだけ落ち着くのを待つ。

　桐原は怒鳴り散らすのをやめて、急に説明口調で呟つぶやいた。

「中学生の頃、私は鳩はとが食べたかったんです」

　話に脈絡のないセリフ。

　この猫と何の関係があるのか。

「私、この小さな体で結構ご飯は食べるもので、時々はくうくうとお腹なかを空すかせていることがありました。駅前で土ど鳩ばとがポッポーと鳴いているのを見て、多分あいつらは私よりマトモな飯を食ってると思ったもんです。人としての尊厳に対する汚辱を受けて、私は酷ひどく腹を立てました」

　鳩の食事に嫉妬する女子中学生なんぞ、桐原ぐらいであろうと考える。

　お前はどこまで貧乏なんだよ。

　気にはなるが、話の本題ではないので続きを促す。

「それで？」

「ある日、ついに図書館で鳩の搔かっ捌さばき方を調べたうえで、駅前の鳩を何匹かとっ捕まえて食おうと思いました」

　なんぼなんでも冗談だろうと思うが、そういった雰囲気でもない。

　桐原のことだから本気だったんだろうなあ。

　彼女は眉間に皺しわを寄せながら、それでも美少女然とした容姿を崩さずに叫んだ。

「でも、鳥獣保護法が私の前に立ち塞がったんです。あの憎き鳩どもは、日本の法律で保護されていたんですよ！　どうして!?　あの腐るほどいる土鳩を駆除するのに、何故お国の許可が必要なんですか!!」

　どうしても何も、何らかの根拠があって偉い人たちが保護対象としているか。

　それともお役所仕事で昔の慣例がまかり通って、そのまんまなのか。

　害獣駆除の会社に天下りポストがあるのか。

　お上がやることなど、そのどれかである。

「仕方なく私は諦めました。悔し涙を流しながら、くうくうとお腹を空かせて駅前の鳩を睨にらむだけの日々でありました」

　桐原は、もっと人生に有意義なことに時間を割いた方がいいと思うんだ。

　駅前の鳩を捕まえて食う計画考えている暇があったら、もっと何かやることあんだろ。

　世間を憂う無職のオッサンだって、もっとマシなことしてるわ。

　そう忠告したくて仕方ないが、話の腰が折れてしまうので口を閉じる。

「そんな時ですよ、この猫さんが現れたんです！」

「うなんな」

　返事するようにして、ゲッツ卿が奇妙な声で鳴いた。

　本当に変な鳴き声だった。

「この猫さんが、平和ボケした駅前の鳩の集団にダッシュで走り込んで、一匹の鳩を攫さらいました。そうして木陰に引きずり込んで、その爪と牙でバラバラにして食べたんですよ」

「グロイな」

　まあ、そのゲッツ卿の体格だと、鳩ぐらい襲わんと生きていけんだろう。

　もう豹ひょうとかチーターとかのネコ科の生物というだけで、イエネコでもなんでもない気がしてきたが。

「その時、私は自分の獲物を横合いから搔っ攫われた経緯から、この猫さんのことをゲッツ・フォン・ベルリヒンゲン卿と呼ぶことにしました。強盗騎士の名に恥じぬ存在であります。通学路にて時々出会う時などには会え釈しゃくだってする三年間でありました」

「うん、まあわかった」

　わかったこと。

　桐原はこの猫さんと会釈などする顔見知りであり、ゲッツ卿と名付けていること。

　このギネス級に立派な体格のゲッツ卿という猫さんは、懸賞金がかかったばかりのお尋ね者であること。

　桐原は金が欲しいこと。

　その三点が理解できた。

「要するに、お前は金のために三年間も挨拶などをしてきた顔見知りであるゲッツ卿を捕獲しに来たと」

「はい、金のために顔見知りのゲッツ卿を叩たたき売ります！　このモトコーが彼の縄張りだと知っていたからな、ヒャア!!」

　桐原は力強く叫んだ。

　知っていたけど、本当に桐原はひどい奴やつだった。

　今回の件に何一つ協力する気が無いことを、俺は固く誓いながら。

　ゲッツ卿が背後から桐原に襲い掛かろうとしていることに対し、心でそっとエールを送った。

　ばっ、とゲッツ卿が跳躍した。

　どすん、という重たい音とともに、桐原が汚い地面に叩きつけられる。

「なんと！　ウォオオオオオオ!!」

　桐原が全く女の子らしくない、汚いダミ声で叫んでいる。

　ゲッツ卿に背後から押し倒され、背中を押さえつけられているのだ。

　これはもう駄目である。

　駄目な感じである。

　何が駄目かを具体的に言うと、桐原の方がこのゲッツ卿より体が小さいのだ。

　彼女は背も胸も貧弱な美少女である。

　成人男性ならばともかく、女の子がマウントポジションを奪われては──もはや勝ち目もあるまい。

「イエネコ如ごときが、人間様に勝とうと思うてか!!」

　押しつぶされながらも、桐原が強気で叫ぶが。

　桐原おめえ、多分これイエネコじゃねえよ。

　よく考えたら体長１５０㎝超えのイエネコなんかいねえよ。

　足なんかサファリパークのチーターなんかよりもぶっといし、もうピューマか何かにしか見えなくなってきているのだ。

　高校二年生にしてはかなり体がデカい俺でさえも、勝てない気がしている。

「アララララーイ！」

　桐原は叫び始めた。

　もちろん汚いダミ声である。

「アララララーイ！」

　アラララライという叫びは、古代ギリシャ・ローマで「軍神アレスのご加護あらんことを」という意味である。

　全くそうは見えないが、知能指数の高い桐きり原はらはもちろん意味を理解して叫んでいる。

　軍神アレスからの加護を身に纏まといて、ゲッツ卿に反撃しようというのだ。

　ぐっ、と一瞬の溜ためが発生したかのようにして、桐原が飛び起きようとするが。

「藤とう堂どう君、駄目っぽいです！」

　駄目だった。

　桐原が薄汚く地面をじたばたするだけで、背中のゲッツ卿はびくともしなかった。

　あれ、ひょっとしていけるのかなと期待した俺の思いを返してほしい。

　薄汚い行為に加護をせがまれた軍神アレスにも謝罪してほしいのだ。

　さて。

「うん……」

　俺は少しだけ躊躇ためらい、頷うなずいて。

　何かしようとして、やめた。

　どうせえというのだ。

「いや、桐原。俺にどうしてほしいんだよ」

「見ればわかるでしょう？　助けてくださいよ!?」

　そんなこと言われても、その、なんだ。

　俺はそれほど有能ではないが、愚かではないから判わかっている事実がある。

「悪いのはお前じゃないか」

　金の為ために顔見知りのゲッツ卿きょうを売り飛ばそうとしたのはお前であるのだし。

　まあ殺されても仕方ないとまでは言わんが、ちょっと怪け我がするくらいは自じ業ごう自じ得とくではないか。

　口にはせずとも、わかるだろうにという視線をやる。

「誰にも飼われていない野の良ら猫ねこを、可か愛わいがってくれるペット愛好家に譲り渡すことの何処どこが悪いんですか？　謝礼金ぐらいもらってもいいでしょうに」

　桐原は頭が回るので、容易たやすく方便を使うことができた。

　最初からそのように取り繕えば良いものを。

　桐原には何故か変な偽悪的に振る舞う嗜し好こうがあった。

　さて、とはいえ、ペット愛好家が可愛がってくれるなどと保証してくれたものかね。

「うなおーん」

　ゲッツ卿が鳴いておる。

　俺は大型肉食獣の外見をしたゲッツ卿を警戒しながら、仕方なく傍そばのシャッターに放置されている桐原の学生鞄かばんを開く。

　中にはゲッツ卿の体格、風貌などの情報と、その写真が貼られたチラシが入っている。

「藤堂君、私のスカートの中身は覗のぞかないくせに、私の鞄の中身は気になるんですか？　この特殊変態め！　私と付き合ってくれるなら、覗いても許してあげるんですよ？」

　桐原の鬱陶しい戯言たわごとを無視しながら。

　俺はポケットからスマホを取り出し、電話をかける。

　通話先はチラシの電話番号である。

「はい、はい。チラシを見て電話をかけたんですが、はい、その。もしこの猫さんを捕獲した場合、どうされるかお聞きしたく……はい、はい」

　通話を始めて、桐原にも聞こえるように通話をスピーカーにする。

　まあ、なんだ。

　確かに桐原の言う通り、大切に飼うだのなんだのと表向きには発言しているのだが。

　どうにも胡う散さん臭くさい人物というのがわかるのだ。

　これだけの立派な猫を飼うとなれば、色々な懸け念ねんがある。

「なんですか、藤堂君。渋い顔しちゃって」

「桐原、おそらくゲッツ卿にとって話はええ方向に動かんと思うぞ」

「はて？」

　飼育環境は？

　サーバルキャット以上の大きさと身体能力があると思われるネコ科の生物を飼うことになるんです。

　それ相応の環境は用意されてるんでしょうね。

　ちなみに、サーバルキャットを愛玩目的でペットにすることは日本で現在禁止されていますよ。

　人に危害を加える可能性が高いという理由で。

　ああ、歯を全部抜くから大丈夫だろうと。

　はあ、そうですか。

　ちゃんと管理小屋に閉じ込めておくから、大丈夫だと。

　はあ、そうなんですね。

　それが貴方あなたの動物の飼い方でありますか。

　いやあ、この学生の身分では非常にためになりますと。

　猫は飼いたいが、その責任などは取りたくないと。

　俺はだんだん刺とげ々とげしくなる自分の口調を意識しながら、眉を顰ひそめた。

　会話を続けるにあたって、だんだんと桐原の顔が物もの凄すごい渋いことになっている。

　桐原は苦渋を味わった顔をしても美少女だった。

　どうしても人の目を離さぬ艶つやめいた瞳と、唇をしているのだ。

　だが、それすらも一挙に取り払われた。

「通話を消せ！　非常に不愉快だ!!」

　桐原は激怒した。

　誰が見ても可愛らしい顔つきに、本気の怒りを見せている。

　ゲッツ卿を売り飛ばそうとした桐原が、そんな物凄い嫌けん悪おを示す権利はないと思うのだが。

「……金持ちって、もっと藤堂君やそのパパンみたいに鷹おう揚ようなものだと思っていたのに。ペットにとって満足のいく飼育環境も整えられないんですか。私のように貧乏人はペットを飼っちゃいけない時代なんですよ。品性が貧乏な人間は財布に金がないのと何一つ変わりません」

　確かに、世間では飼育環境も整えられないならペットを飼うべきではないというのが主流であるが。

　それはそれとして、俺の父親はハッキリ言って下品だぞ。

　俗物以外の何物でもない。

　今通話を切った、飼育することになるペットの歯を抜くだの小屋に閉じ込めるだのほざく、電話先のオッサンより遥はるかにマシな人物だろうが。

　それだけは父を心置きなく弁護してやれた。

「うなおん」

　ゲッツ卿が、また鳴いた。

　桐原を暴力で押し潰している。

　なんだか彼女なりの罪悪感を抱いているようで、桐原はあまり抵抗しなかった。

「ゲッツ卿、ギブです。どいてください。私はもう貴方を捕まえようとしませんし、私を押し倒して無茶苦茶にする権利は世界で藤堂君だけにあります」

　その権利を受け取った覚えはないし、行使されることも一生ないだろうが。

　ともかくも、ゲッツ卿の捕獲は諦めたようである。

　桐原は金のためならなんでもする貧乏人であるなどと自分を看み做なしているが、まあ法令上で禁止されている内容において動物に迫害しない程度の品性は持ち合わせている。

　ゲッツ卿に、『蟹かに工こう船せん』がごとき塗炭の苦しみを味わわせたいとは思っていないのだ。

「うなおん」

　ゲッツ卿がまた鳴いて、まあ桐原の言葉が通じたのかどうかはわからぬが。

　もはや敵意はないと汲くんでくれたようである。

　背中から飛び降りて、背を向けて尻をこちらに向けた。

　ぶおんぶおんと尻尾の音が鳴っている。

　そうして、ゆっくりと去っていった。

「この痛みは、自分の軽率な行為に与えられた罰と思うことにしましょう」

　桐原はぽんぽんとスカートをはたいた。

　膝小僧を完全に隠しきるロングスカートであった。

　神こう戸べの女子高生が穿はいているスカート丈は日本で一番長いのだ。

　父に連れられて東京に行った際には、スカート丈が膝より短いことに驚きょう愕がくして「東京の女子高生は淫売なのですか？」と幼いころに父に聞いたことがあるが。

「社会人になる前に、そんなに心赴くままに自由な発言をしないようにしなさい。どうしてお前は何度言い聞かせても理解しないんだ」と父に肩を強く握りしめられながら、真剣に言い聞かせられたことがある。

　あれだけは父が正しかった。

　だが、俺は本当に正直な気持ちで、東京の女子高生は淫売が多いのだろうななどと──間違っているのは知っているが、その時だけは真剣に思ったのだ。

　そんな回想をしてしまう。

「藤とう堂どう君、私のスカートとソックスの間の露出した部分、いわゆる絶対領域をじっと眺めるのはやめてください。スカートの中なら見せてあげますけど。責任はとってください」

「してねえよ」

　俺はなんであんなにも、神戸の女子高生はロングスカート派なのだろうなと思っただけである。

　ウチの進学校は校則がほぼ自由なので、確かにミニスカートのビッチもクラスメイトにいるが。

　彼女は間違いなく淫売であると俺は見込んでいる。

「藤堂君、帰りますよ。ソフトクリームを奢おごってください。コーヒーも奢ってください。晩飯に焼き肉も奢ってください。ああ、今の奴やつの食べる順序は全部逆がいいです」

「要求が多いな」

「腹立たしいのでやけ食いですよ。藤堂君の金で」

　……わかったこと。

　桐きり原はらは金が欲しいこと。

　今回に限っては金など二の次で、割と善意にてゲッツ卿を動物愛好家だろうと勘違いした人物に譲り渡そうとしたこと。

　俺の金をたかっても、罪だとは欠片かけらも思ってはいないこと。

　その三点が理解できた。

「焼き肉は、食べ放題でいいですよ。ヒャア!!」

　桐原は力強く叫んだ。

　俺の金で飯を食うのに、本当に恩着せがましく叫んだ。

　それも別に俺の財布の中身を気にしているのではなく、ただ単に桐原は食べ放題が好きなだけなのだ。

　俺が全額払うことになってはいるが、どうにもならぬ貧乏性で追加注文を躊躇ためらってしまうことがある。

　そのような懸念をせずに、ただひたすらに腹いっぱいに食べたいだけなのだ。

　まあ、いいか。

　別に二人で１万もかからない、はした金だろうし。

　桐原に聞かれたならば、グルグル目で「ウォォォォ！　死ね！　死ね！」と言いながら殴りかかってきそうなことを口にはせずに。

　俺はため息を吐ついて、近くの焼き肉チェーン店をスマホで検索した。











第四話　映画と桐原









「藤堂君、運命の選択です。私と甘あま酸ずっぱくエッチなことをするか、一緒にド素人しろうとの自主製作映画を観みるか。どちらかを選んでください」

「その二択は選ばなきゃならんのか？」

　放課後の帰り、桐原から選択肢を突き付けられる。

　どちらも嫌であった。

　明確に嫌であることを告げて、どちらも選ばぬ選択肢をとりたい。

　前者は、まあ桐原などは背も小さければ乳も貧しいとはいえ。

　痘痕あばたどころか毛穴一つすら見えぬような陶器じみた肌と、蠱こ惑わく的な瞳と唇をした美少女である桐原とエッチなことをするのが嫌とは言わぬ。

　東洋人の究極として、完成された美しい──まだ高校生という複雑かぎりなき未成の魅惑に溢あふれている桐原に心惹ひかれるものが無いと言えば噓うそである。

　俺は桐原の容姿について、何一つ嫌いでなかった。

　なれど、その果実を一つ齧かじれば、代価として桐原と俺が恋人同士であるという強烈な罰が与えられることになる。

　それだけは心底嫌であった。

　色々理由はあるが、彼女からの告白とて以前に断っている。

　さりとて、後者である自主製作映画というものは何というか、死ぬほど辛つらいものというか拷問以外の何物でもない。

　自主製作映画を観たことが無い人にはわからぬかもしれないが、ハッキリ言えば苦痛であるのだ。

　何が言いたいのかサッパリわからない作品とかが普通にあるのだ。

　ウェブ小説などを知る者なれば、それに例えると、まあ中学生が生まれて初めて書いたチート物主人公が活躍するだけの初うい々ういしい素人作品よりも。

　それにも劣る低質であることが珍しくないのだ。

　中学生が書いた文章には作中に設定矛盾が幾つ生じようとも、作者がやりたかった趣旨さえなんとか理解できれば見なかったことにして読めこそするが、自主製作映画にはスタッフが何をやりたかったのかさっぱりわからぬときがある。

　俳優も監督も脚本も小道具も予算も何もかも足らぬばかりの虚むなしい連中が寄り集まって何かを作ると、作っている方さえ何がしたかったのかよくわからぬものができるのだ。

　小説や演劇と違い、視聴者側が作品の欠けん缺けつを脳内補塡することさえ許されぬ、自主製作映画の視聴が拷問でなくてなんであろうか。

　結論から言おう。

「どちらも嫌だ。選択肢を選ばねばならぬ理由が俺に存在しない」

「受け流すわけにはいきません。親友たる『べーちゃん』の頼みでもあります」

「べーちゃん？」

　俺の頭の中に、『べーちゃん』の姿が思い浮かぶ。

　何か特別な固有名詞というわけではなく、桐原の友人である阿あ部べさんのことである。

　阿部という苗みょう字じの後ろである「ベ」を伸ばすことを由来として、彼女はべーちゃんと呼ばれていた。

　桐原とは対照的な存在である。

　背は高く、俺より少し低い身長１８０ ㎝ほどであり女子バレーボール選手並みの立派な体格をしており、それに比類した乳の立派な大きさを保持している。

　体の大きさとは逆に性格は温厚で、少し暗そうに見えるが魅力的な美人さんだった。

　俺と桐原のクラスメイトでもあり、彼女は風紀委員を務めている。

　彼女が風紀委員に立候補したときなどは、誰もが薄々思っていたのだが「ウッソでしょ、べーちゃん！　そのオッパイの大きさで風紀委員なんか無理だよ！　べーちゃんが一番風紀を乱してるよ!!」と桐原が大声で思いきり侮辱していた。

　彼女の大きな掌てのひらで、桐原は背中を思いきりぶん殴られていた。

　まあ、べーちゃんのことは置いておいてだ。

「べーちゃんが私に対して、藤堂君とエッチなことをするか、自主製作映画を観ろとほざきよります」

「なんでべーちゃんが桐原にそのような頼みをせねばならぬ」

　俺とべーちゃんとの間に特に関わりはない。

　桐原が彼女と親友であり、昼休みなどには特に意味もなく桐原がべーちゃんの乳を揉もんでいるのが視界に入る時もあるが、まあ何ができるわけもなかった。

　桐原に「お前、べーちゃんの乳を揉むなよ」と言うわけにもいかぬ。

　単なる女の子のスキンシップと言われてしまえば、むしろこちらが気まずくて顔を赤らめてしまいそうである。

「まず、前者については藤堂君が視し姦かんしてくるという、べーちゃんからの悲痛な訴えが本日あったからです」

「怒っていいか？」

　そのような覚えはない。

　いや、確かにべーちゃんの姿は風紀違反だと思っているが、別に情欲を抱いたことはないのだ。

「何故なぜそのような誤解が？」

「私がべーちゃんの乳を特に意味もなく揉んでいるときに、眉を顰ひそめて私たちを睨にらんでいるのが原因では？」

　なるほど、そのような誤解を招く種は存在した。

　目つきが悪い身長１８５㎝の大男に睨まれては、べーちゃんとて萎縮して恐怖するのも無理はないだろう。

　原因としては何一つ俺は悪くなく、主に桐原の振る舞いに問題がある。

　なんで特に意味もなくべーちゃんの乳を揉むんだよ、お前。

　べーちゃんも抵抗しろよ。

「男性が私の体に情欲を抱くのは仕方ないとして、まあ桐原がちゃんと彼の欲望を受けていないのにも原因があるのではないかと。ちゃんと彼女として処理をしてあげたほうがと。何か甘酸っぱいエッチなことでもと、べーちゃんに強く勧められました」

「男性の欲望に理解があるのかないのかわからんな、べーちゃん」

　とりあえず、桐原が俺と恋人関係にあるなどと噓うそ八はっ百ぴゃくを吹ふい聴ちょうしていることだけは理解した。

　俺は桐原と甘酸っぱいエッチなことなどする気は欠片もない。

　何か彼女の誤解を解く手段を、後日見つけるとしよう。

　それはそれとして。

「……うん。まあ、前者の選択肢が生まれた理由はわかった。死んでも選択しないが。で、何でド素人の自主製作映画を観るなんて、わけもわからん後者の選択肢が生まれたんだ」

「藤堂君が照れ屋さんで、そんなムードのある雰囲気にもなれないっていうなら映画だと。これを勧められました」

　桐原が学生鞄かばんから、外付けＳＳＤケースを取り出した。

　もちろん、貧困たる桐原はそんなもんは持っていないから私物でないことは理解している。

　何がそこに入っているかも想像がつく。

「べーちゃんが勧めてくれた自主製作映画が、このデータに入っております。これで雰囲気を盛り上げれば、二人とも自然とエッチな雰囲気になるだろうと」

「……ならないだろう」

　俺は自主製作映画なんぞに何一つ期待していなかった。

　映画スタッフへの怒り憎しみ以外を視聴者に喚起させられるものだと認知していないのだ。

　自主製作映画は99％がくだらぬゴミである。

「まして桐きり原はらとエッチな雰囲気になんぞなるわけないだろう」

「おお、言いましたね」

　にやり、と桐原が笑った。

　別に言げん質ちを取られたというわけではないし、最初に拒否したとおり選択肢を選ぶ必要もない。

　べーちゃんの誤解を解くために、明日直接会って弁明すればよいだけであるが。

　うん、と少し頷うなずいてやる。

「いいだろう。べーちゃんが勧めてくれた自主製作映画とやらを家で観ようじゃないか」

　俺の言葉に、ヒャア、と桐原が小さく鳴いた。

　桐原と出会ってからかなり経たつが、この鳴き声の意味はいまだに分からなかった。





※






　タワーマンション最上階の自宅へと帰りついた。

　ヒャアヒャアと謎の鳴き声を上げながら、俺の袖を摑つかんでトコトコと歩く桐原を振り返る。

　何故か周囲を見回しているようだが。

「本日はお義父とう様さまとお義母かあ様さまがおられないようですが？」

「どこかに遊びにでも行ってるんだろう。あの二人は暇人だし」

　別に桐原の義父でも義母でもないし、そうなる予定もないのだが。

　それはそれとして、父はいわゆる企業に勤めている会社員でもなければ何か企業を経営しているわけでもない。

　父が金を稼ぐ方法は多岐にわたるが、簡単に言ってしまえば祖先の土地財産を運用資金とした投資家である。

「今月はまだ援助の御お礼れいを申し上げていないのですが」

　なんなら桐原さえも父から見れば投資対象であった。

　父は桐原の家庭に対して、返済不要の資金援助をしているのだ。

　これには複雑な事情が絡からんでおり、俺が桐原の告白を拒んだ理由の一つでもあるが。

　ともあれだ。

「はした金をもらったところで感謝する必要などない」

　俺は優し気に呟つぶやいた。

　そんなもん気にしなくてよいのだ。

「畜生、藤とう堂どう君を殺してやりたいという気分が私の感情を満たしています。藤堂君にとってはした金でも、私にとっては違います」

　桐原は何故か怒った。

　なんでお前が怒るんだよ。

「私は貧困の出自でありますが、忘恩の輩やからではないのです。投資を受けた以上は必ずや成果を上げるつもりなのです。侮あなどらないでください」

　その決意は俺にとって酷ひどく迷惑だった。

　……この件くだんの話はやめよう。

　もう、俺がなんか惨みじめになる。

　この問題の致命的に悲惨なところは、俺が桐原のことを特段嫌けん悪おしていないことにあるのだ。

　話を元に戻そう。

「ほら、桐原。ＳＳＤを貸せ」

　俺は自室にあるパソコンを立ち上げて、受け取ったＳＳＤを接続する。

　入っていた動画ファイルをクリックして、椅子を桐原に譲ってやる。

　体のデカい俺は、背後に真っすぐ立つこととしよう。

「別に藤堂君が椅子に座って、私が膝に乗るという姿勢でも構わないんですよ。そうすると私のお尻の感触が明確に藤堂君の股間を刺激してですね。もうとんでもなく凄すごいことに」

「黙ってモニタを観みろ」

　俺は桐原の提案を無視する。

　出来る限り変な雰囲気になるのは避けたいのだ。

「さっさと始まるぞ。ド素人しろうとの自主製作映画が。誰が作ったのかもわからんゴミみたいな映画が」

　なんでそんなもん観なきゃならんのだろうか。

　そんなことを呟きながらも、動画の再生が始まる。

　聞こえる音は風切り音で。

　流れる風景は荒野であった。

　どこからか尺八の音なども聞こえている。

　桐原が訝いぶかしげに呟いた。

「……神こう戸べにこんなとこありましたっけ？」

「ちょっと外れれば山だからな。それにしても期待できそうにない」

　つまらなそうな導入にケチをつける。

　作品というものは、何はともあれ導入が大事なのだ。

　そもそもが自主製作映画なんかが楽しめるのは身内だけで。

　小中学生の拙い観劇を微ほほ笑えんで見られるのは、それが自分の子供が作ったものを見る親御さんの心境だから──そう罵ろうとして。

「べーちゃんが出てきました」

　思いっきり身内のべーちゃんが出てきた。

　身長１８０㎝を超える長身、たぬきのような垂れ目、乳の大きさは風紀違反であり、長い黒髪は片目を覆いそうである。

　桐原が今着ているのと同じ小豆色の制服ブレザー、赤のネクタイにチェックスカート姿である。

　唯一の違いとしては、ネクタイがおっぱいに挟まれて埋もれていた。

　確かに誰がどう見てもべーちゃんであった。

　その彼女が荒野を一人歩いている。

「え、べーちゃん脱ぐの？　荒野で露出プレイなの？」

　そんなわけあるか。

　桐原が自分のエッチな画像をスマホで俺に送り付けてきても、特に驚くところはないが。

　べーちゃんは温厚かつ、かなり真面目な女性である。

　学校の風紀の乱れが気に食わないと、風紀委員すら志願するほどの女性である。

　なお学校で一番風紀を乱しているのはべーちゃんである。

　本人は糞くそ真面目なのに、それに反するように全く無意味に魅力的なセックスシンボルなのだ。

「タイトルコールです」

　桐原が呟いた。

　多分「完全顔出し！　有名進学校素人女子Ｋ生べーちゃん。下校途中にドスケベ個人撮影!!」とかですよ、などと呟いている。

　俺は身内がそんなインディーズ同人に出ているなんて嫌だよ。

　そんなことを思いつつ、タイトルコールを目にした。

『デッドマン』

　デッドマンとは何ぞや。

　はてなマークを頭に思い浮かべる。

　俺は首を傾かしげ、べーちゃんの親友たる桐原を上から覗のぞき見た。

　同じように首を傾げ、どうも信じられない顔で動画を見ている。

「ヒャア!!」

　ヒャア、と叫んだのは桐原ではない。

　動画に出ているべーちゃんだった。

　まるで桐原の真ま似ねをしたようであった。

　俺はもう一度画面を見る。

　残念ながら、そこには確かに『空想特撮映画　デッドマン』と血文字で書かれたタイトルコールがぶつけられていた。

　お前、これ特撮なのかよ。

「えー、べーちゃん。これエッチな雰囲気を盛り上げる動画だって言ってたじゃん」

　桐原がぶー垂れておる。

　いや、ある意味でエッチな映画だとは思うが。

　何せ、べーちゃんが出ておる。

　確か一年生の時の自己紹介で、べーちゃんは兵庫県沼ぬ島しまの出身であると聞いたことがあるが。

　桐原は耳を疑って、エロ漫画同人島の出身ですか、と聞き返していた。

　大変失礼ではあるが、俺を含めた男子全てもそうに違いないと考えていた。

　仮に違いがあるとすれば、べーちゃんがエロ漫画同人の出身なのは間違いないが、サークル規模としては『島』ではなく『壁』になるだろうなということである。

　もちろんべーちゃんは後で桐原を殴っていた。

　いや。

　そんなことはどうでもいい。

「なんで、べーちゃんが自主製作映画に出ている。しかも多分主人公だぞ」

「ああ、なんかべーちゃんたまに映画研究部に出向いてましたよ」

　多分、出演を請こわれたんじゃないですかね。

　なんだかんだべーちゃん、たまに色んな部活に助すけっ人ととして出向いてますし。

　そのようなことを桐原が呟く。

「……そうか」

　俺は理解に努めようとして、情報が足りずに諦めた。

　情報をかき集めるには、とりあえず画面を見つめる以外に他はない。

　何せ、この動画の視聴時間は10分もないショートムービーである。

　ならば、まずは観た方が早い。

　ため息を、大きく吐ハくこととした。

　映像は続いているが、べーちゃんの登場シーンが終わって画面は一度切り替わった。

　場所が荒野であることに変わりはないが、ただ一人だけ違う登場人物が登場した。

　全身黒タイツの怪人である。

　目と口以外を隠すフルフェイスマスクを被かぶっているため、中身が何者なのかわからぬ。

　多分、学校の映画研究部の誰かなんだろうが。

「なんかどっかの悪の組織に所属する戦闘員みたいですね」

　桐きり原はらの感想は的を射ている。

　なんとなく「イーッ！」とでも叫びそうであった。

　何故なぜか荒野にてちゃぶ台を置いて、その前に怪人は正座をしていた。

　両手を合わせて、今からご飯を食べるのですと言わんばかりである。

「こいつ何か悪いことしてんですかね？」

　ちゃぶ台の上には茶ちゃ碗わんや皿が載っており、まあ侘わびしい一人だけの食事を済ませようといった感じである。

「いや、まあ如何いかにも悪の戦闘員という姿だが。今のところは」

　飯を食っているだけだしな。

　脚本側の意図を読み取ろうとする。

　まずは彼女が主人公なんですよ、とエッチな塊であるべーちゃんが出てきて。

　如何にも悪の怪人なんですよ、と言いたげに黒タイツが出てきた。

　ショートムービーであるのだから、まあメイン登場人物はこの二人であろう。

「とりあえず食事という如何にも日常的なシーンを入れたことから、この黒タイツは特に悪い奴やつでもないんだろう。悪の組織の戦闘員かもしれないが」

　少なくとも、「いただきます」とでも言いたげに食事に対するマナーを守り、両手を合わせるシーンを入れたからにはその意図があるはずである。

　この時点で視聴者側に好意を抱かせるようには努力している。

　そんなことを口にする。

「……藤堂君、ひょっとしていつもそんなこと考えながら映画を観てるんですか？」

「え、しないのか」

「しませんよ普通。みんな情報なんて目から耳からだだ垂れ流しですよ」

　垂れ流しでさえ残るものがあって、視聴者が感動できるものが名作映画でしょうに。

　そんな気持ち悪い評論家みたいな見方は普通はしねえんですよ。

　この映画はあの映画の影響を受けているねとか言い出した時点で、もう普通の人はうわ、この人凄すごい気持ち悪いとか思うんですよ。

　何をスタッフからのメッセージを読み取ろうとしているのです。

「本当に気持ち悪いですよ」

　桐原が俺を貶けなした。

　ええ、俺そんなに気持ち悪い人種だったの？

　本気で衝撃を受けている。

「大丈夫です。私は藤とう堂どう君がどんな変態的嗜し好こうでも受け入れますので」

　そんな慰めはいらない。

「一日中歩いた後の靴下とか、エッチなことしているときに舐なめさせたりしてあげます。匂いを嗅いでもいいです。口に含むことも許してあげましょう」

　俺はどんな変態だと思われているのだろうか。

　桐原の印象に眉を顰ひそめつつも、画面を見つめる。

　場面は同じだが、ご飯をぱくぱく食べている怪人の後ろから制服姿が映った。

　顔は見切れているが、あのオッパイの大きさはべーちゃんに違いなかった。

『ヒャア！』

　彼女は怪人の後頭部を思いきりヤクザキックで蹴飛ばした。

　怪人はちゃぶ台ごと吹き飛んで、横転している。

　すかさず、身長１８０ ㎝のべーちゃんは駆け込んで腹部に強烈な蹴りをぶち込んでいる。

　あれ効果音で誤魔化すとかじゃなくて、本気で蹴りをいれていないか？

「……なるほど、藤堂君に言わせれば『静から動への暴力的転換』シーンというわけですね」

「俺はそんな気持ち悪い考察の仕方をしていない」

　静から動への暴力的転換も糞も、これ何の罪もない怪人に主人公が暴力を加えただけじゃねえか。

　そして、主人公はどうみても制服姿の女子高生だ。

　なんだ、これ。

「ストンピングしてますね、べーちゃん」

　片足で怪人の腹を押さえ込み、踵かかとをねじってぐりぐりと押し込んでいる。

　えげつないな、べーちゃん。

　何がひどいって、多分効果音を入れるやり方とかを映画研究部の連中がろくに理解していないのか、もう本当に何の効果音もなく、生々しい暴力が続いているだけなのだ。

　これは明らかに本気で殴っているだろ。

　何が撮りたいんだよ、こいつら。

　もう特撮でもなんでもねえよ。

　こいつら特撮の意味をＳＦＸだと理解しておらず、なんかヒーローが怪人を殴っていたら特撮だと思っているんじゃねえだろうな。

　そんなことをブツブツと呟つぶやく。

「気持ち悪いですよ藤堂君。なんかヒーローが怪人を殴っていたら特撮でいいでしょうに」

「俺は気持ち悪くないよ！　そんなの全然特撮じゃねえよ!!」

　日曜日の朝にこんなもんが流れていたら子供はどうなるのか。

　変な性癖を植え付けられるぞ。

　べーちゃんは怪人の頭を摑つかんで引きずり上げて、更に顔面に拳を打ち込んでいる。

「ヒャア！」

　べーちゃんがまた鳴いた。

　明らかに桐原の真似をしているよな、べーちゃん。

　自分の学生鞄かばんを開いて、ごそごそと漁あさっている。

　ここでちょっと可か愛わいらしいたぬき目でニンマリしているのが怖い。

　べーちゃんの大きな胸の前で、その両の手で一本の荒縄がびーんと伸ばされた。

　血文字タイトルが画面にぶつけられ、コールされる。

『デッドロープ』

　技の名前か何かのつもりなのだろうか。

　デッドロープじゃねえよ馬鹿。

　べーちゃんは倒れ伏している怪人の体を起こして、首に荒縄を巻いた。

「これでも喰くらえ！　デッドロープだ!!」

　べーちゃんが叫んだ。

　怪人の首に巻いた荒縄を、そのまま両の手で持ち上げたのだ。

　ただの絞こう首しゅ刑けいである。
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　いや、マジで何をしているんだよ、べーちゃん。

　怪人はなんか本気でジタバタと暴れている。

　まあ、このままだとガチで殺されるしな。

「怪人もなかなか抵抗の仕方が上手うまいですね」

「いや、これ本気で命の危機を感じてるだけじゃねえかなあ……」

　ヒャアヒャア言ってるべーちゃんのたぬき目、ちょっと据わっていて怖いもの。

　べーちゃんの魅惑的な太ふと腿ももに、怪人がパンパンとギブアップの意味を込めてタップしている。

　そもそも──この作品のタイトルは何なのだろう。

『デッドマン』とは何ぞや。

　せめて『デッドウーマン』じゃないのか。

　そんな比較的どうでもよいことを頭に思い浮かべる。

　真剣に考察を始めると、また気持ち悪いとか桐原に言われてしまう。

　俺は首を傾かしげ、椅子に座る桐原を上から覗のぞき見た。

「ヒャア!!」

　ヒャア、と桐原が叫んだ。

　動画に出ているべーちゃんも同じく、「ヒャア！」と叫んだ。

　怪人は首を括くくられて、力尽きて手がだらんと地面に落ち、何の抵抗もしなくなった。

『空想特撮映画　デッドマン』と血文字で書かれたタイトルが、小さく画面の端に浮かんでいる。

　お前、これ特撮でもなんでもねえよ。

　娯楽目的で作られたスナッフフィルム（殺人動画）だよ。

「べーちゃん。これエッチな雰囲気を盛り上げる動画だって言ってたんですけどねえ」

　これで興奮できる人はさすがに気持ち悪いですよねえ。

　桐原がそう呟く。

　いや、マジでべーちゃんはなんでこんなもんを桐原に貸し与えたんだ。

　エッチなムードの盛り上げようなんかねえよ。

「……あれだ、まあ、なんだ」

　俺は桐原にハッキリと気持ち悪いと言われたことを気にしていたし。

　この映画から、何か特別な意味を見み出いだすのも怖かったので。

「明日、べーちゃんから直接話を聞こうか」

　桐原の肩を優しく叩たたき、そう訴える。

　それで真相が明らかになるかはわからないが、とにかく情報が足りない。

「じゃあエッチなことは？」

「それはしない」

　それだけは、ハッキリと桐きり原はらに言ってやった。





※






「ウォオオオオオオ!!」

　桐原が雄お叫たけびを上げながら突撃している。

　いつもの制服姿である桐原による、風紀違反を物ともしない猛烈なダッシュである。

　だが、なにぶん身長１４０ ㎝にも満たぬ桐原の突撃は力弱く、ぼすんと、ちょうど胸に埋もれる形で止まった。

　桐原の親友たる、べーちゃんの胸の中である。

　彼女は桐原を優しく受け止めて、その背中を優しく撫なでた。

「ヒャア！」

「ヒャア」

　桐原が顔を上げて、鳴いた。

　べーちゃんも桐原を見下ろしながら、いつもの温厚なたぬき目で優しく答えた。

　いつも思うが、あの「ヒャア！」という言葉にはどのような感情や意図が含まれているのだろうか。

　疑問である。

　べーちゃんは優しい女性だから、おそらくは特に意味もなく桐原に返答をしてあげているのだろうが。

「ウォオオオオ！　べーちゃん！　べーちゃん!!」

　桐原は、その優しいべーちゃんの乳を猛烈に揉もみしだいている。

　その小さな掌てのひらでは覆い隠せぬほどの巨乳を、全力で揉んでいた。

　明らかにセクハラである。

　あれについては真剣に止やめてほしいのだが。

　じいと、二人を眺めながら考える。

　ふと、べーちゃんがこちらを見て呟いた。

「桐原ちゃん、貴女あなたの彼氏である藤堂君が私を視し姦かんしている。ちゃんと処理してあげなかったの？」

　してねえよ。

　それは誤解なんだよ、べーちゃん。

　そもそも桐原の彼氏であるという誤解はどこから生まれたのか。

「……」

　桐原は黙った。

　桐原は別に噓うそをつこうとする人間ではない。

　基本的には自分や世間に正直であるし、むしろ大義名分のような虚飾など嫌いであった。

　どちらかといえば偽悪的な装よそおいをとる傾向すらある。

　だが、こと俺に関してだけは、自分にとって都合の良いいように状況が動いているならば何も呟かぬ。

　下衆げすな行動さえ平然と取り得た。

　ゆえに、黙る。

　べーちゃんは困ったように首を傾げた後、俺を少し睨にらんだ。

「桐原ちゃん、私にまかせなさい！」

　べーちゃんが桐原の肩を摑んで背後にやり、ずい、と俺の眼前に出た。

　腕組みをして、自分の乳を上に持ち上げている。

　彼女は特に意識していないのだろうが、ますますべーちゃんのネクタイはオッパイに挟まれて埋もれている。

　あれに顔を挟まれたいと思う男性は数多いだろうな。

「何故なぜ、藤とう堂どう君は桐原ちゃんに手を出さないの？　告白されたんでしょう？」

　交際深度に関してだけは、桐原は正確に申告しているらしい。

　確かに俺は桐原に手を出したことはない。

　エッチなことをしたこともなければ、せいぜい手にキスをされたことがあるぐらいである。

　何故手を出さないのか。

　理由は色々あり、その、俺という人間が。

　桐原に手を出さない理由は単純なようでいて、複雑だった。

　俺は確かに桐原の容姿については何一つケチをつけることなど出来なかったし、真面目な話をすれば性格だって別に嫌いでは──女の趣味が悪いと言われそうだが。

　やめよう。

　意味のない考えをしてもしかたないではないか。

　俺はすでに桐原からの告白を拒絶している。

　そのままを言ってしまおう。

「俺は桐原の告白を以前拒絶している。恋愛のまねごとをするつもりはない」

「そんな男がいるわけないでしょうに」

　一言で撥はね除のけられた。

　いるわけないってなんだよ。

「何をわけのわからないことを言っているんですか？　桐原ちゃんの告白を断る男なんて、此この世よにいるわけないでしょう。狂ったんですか？」

　べーちゃんは物もの凄すごく真剣に吐き捨てて、俺の言葉など聞いてもくれないのだ。

　いや、理解はする。

　理解はするのだ。

　桐原の告白を断る男なんて普通いるわけないと。

「もう一度桐原ちゃんをよく見てみなさい」

　意味はないのだが、桐原を見る。

　美少女である。

　発育不良で貧乳ではあるが、まごうことなき美少女であった。

　何かの人形のように陶器じみた肌に毛穴などは見えず、妙に蠱こ惑わく的な色気と美貌を保つ桐原は、複雑かぎりなき未成の魅惑に溢あふれている。

　正直言えば、桐原以上の美少女を俺は人生で見たことが無い。

　映画に出てくる世紀の美少女や、一世を風ふう靡びする女優ですらも桐原に比べれば寸足らずだった。

　これで頭さえおかしくなければ完璧だったろうに。

「なんで断るの？」

「いや、なんでと言われても」

　本当に事情は色々あるのだ。

　それをべーちゃんには口にできなかった。

　これは俺にとって、秘事すべき事項だった。

　桐原にすら口にはしていないのだ。

「……」

　沈黙し、やりすごす。

　ここでべーちゃんに、あのクソ映画に出てくる怪人のように殴られようが、蹴られようが、何かを漏らす気などなかった。

　べーちゃんは俺の真剣な顔に、困ったような顔で首を傾げた。

「うーん」

　亀のように閉じこもれば、温厚なべーちゃんが何かするわけもないと知っている。

　べーちゃんは困り、視線をうろうろと斜め上に動かした後に。

「あの動画を見てもエッチな雰囲気になれなかったと？」

「なるわけないだろ。テメエは正気か」

　それに関してだけは、なるわけないだろアホとハッキリ言えた。

　あのスナッフフィルムでどうエッチな雰囲気になれと？

　少し考えて、当初の目的を思い出す。

「そもそも、何を目的であんな動画を作ったんだよ」

「まず、映画研究部の部長さんから声をかけられたことに始まるんですが」

　私ことべーちゃんを主人公として映画を撮りたいと部長さんに言われて、とりあえず彼を全力でぶん殴ったことから始まります。

　間違いなくアダルトビデオの勧誘だなと勘違いしたのです。

　これは私にとってはよくある話で、警察に電話をしては未成年者略取の疑いで連行してもらうことなどが多々あるのですが。

　まあ今回に関しては全くの勘違いで、映画研究部の部長さんはただド素人しろうとの自主製作映画に出てほしいだけということでありました。

　それはそれで酷ひどい苦痛だな、ド素人の自主製作映画に出ろだなんて罰ゲームなんて言い方では足らず、私の人間的尊厳への汚辱行為だなと思ったのですが。

　まあ、全力でぶん殴った手前で仕方なく出ることとしました。

「そこまでは理解した。で、なんであんな内容に」

「……殴りどころが悪かったのでしょうね。桐原ちゃんに言わせれば、藤堂君に気持ち悪い考察をさせるところの『静から動への暴力的転換』であったといいますか」

　何度も言うが、俺そんな気持ち悪い考察をしねえよ。

　桐原、普段どんなふうに俺のことをべーちゃんに喋しゃべってるんだよ。

　そうツッコミたかったが、話を止めたくないので口を挟まない。

「ともあれ、部長さんはこう言ったのです。力強く。『俺、もっとべーちゃんに殴られたい。今から撮る映画で、俺をやりたい放題ぶん殴ってくれないか』と」

「……壊れたのか。目覚めたのか」

　マトモな人間はおらんのかな、この学校。

　仮にも半数以上の生徒から旧帝国大学に合格者を出す、国内有数の進学校のはずなんだが。

「私は残念ながら、性的魅力に溢れた容姿をしています。危害から身を守るため、人をぶん殴るのには手慣れております。本音を言えば人を思う存分、気兼ねなくぶん殴りたい」

「後半本音が出てるぞ」

　桐きり原はらの所業に対してあんまり怒らないから温厚だと思っていたが、暴力的だぞべーちゃん。

「一方的に人を殴るのは楽しいんです。これ以上に楽しいことなど世の中に滅多にありません。石を犯罪者に投げつけるのは人類の誰もが好む行為です」

　凄いこと言い出したな、このドスケベ女子高生。

　俺は眉を顰ひそめながら、べーちゃんの長い黒髪を見つめた。

　濡ぬれ羽ば色いろの艶つややかな長髪が、俺の肩にふんわりとかかりそうなくらいに顔が近づく。

　俺の胸元に、べーちゃんの大きな掌が伸のし掛かった。

「たまには人を殴りたかったんです！　判わかりますか!!」

「知らん」

　俺に近づくな。

　色香に惑わされそうになる上に、発言が物騒で怖い。

「ともあれ、私はやりたい放題にやってやりました。殴られたいのならばやってやりましょう。私は思う存分に一方的に、フルフェイスマスクと黒タイツ姿の部長さんを蹴り、殴り、踏みつけ、ロープで首を絞めました。彼は興奮してました。私も興奮してました」

　そこら辺の興奮していたかどうかの自己申告はいらなかった。

「ド素人の自主製作映画ではありますが、一部の人にとっては良い映画が撮れたんです。これは一方的に暴力を振るったり、あるいは振るわれたりするのが好きな人間にとってはとんでもないエロスが大量に含まれた作品になったなと思いました。私は複製された動画を受け取り、ふと思ったのです」

「何を？」

「そういえば、いつも藤堂君が私を視し姦かんしてるなと」

　それは誤解なんだよ。

　桐原がべーちゃんの乳を無意味に揉もんでいるのが悪いんだよ。

「間違いなく藤堂君の脳内で、私は暴力で屈服してひどい目にあっていることでしょう。凌りょう辱じょくされています。それは性的魅力に溢れた私が悪いので、仕方ない側面もあるかもしれません。それはそれとして、許せるのは脳内までです。現実の藤堂君には、立派な彼女である桐原ちゃんがいるじゃあないですか」

　だから、それも誤解なんだよ。

　桐原は俺の彼女でもなんでもないんだよ。

「ようし、この動画の出番だ。藤堂君は女の子を暴力で支配するのが大好きな、とんでもないサディストだと桐原から聞いています。間違いなくこの暴力的エロスのエッセンスを詰め込んだ動画が気に入ると、このべーちゃんは見込みました」

　ふう、とため息を吐つく。

　眼精疲労に効く目頭と鼻の間のくぼみのツボを押さえる。

「桐原ちゃんは藤堂君との関係が進まないことを悩んでいましたが──あの性的倒錯者で、病理的なまでに暴力で女性を屈服させることに興奮を見み出いだしていそうな藤堂君なれば、この動画を見れば一発で異常な性欲に駆られることに間違いないでしょう。傍そばにいる桐原ちゃんに襲い掛かるに違いありません」

　俺は何故、べーちゃんがそこまでの異常者だと俺を見込んでいるのか。

　何故、俺のことを女性に暴力を振るって喜ぶド変態の類だと思い込んでいるのかはわからないが。

「そう思ったのに、どうして何もしないんですか藤堂君」

　なにはともあれ、一言で言わせてもらうとするならばだ。

「怒っていいよな？　俺はそれぐらいしても許されるはずだ。そこに二人とも並べ」

　それぐらいは許されてもいいはずだった。

　授業が始まるまでの時間、俺は桐原とべーちゃんに説教をすることにした。

　もちろん、彼女たちが改かい悛しゅんするなどないことだけは、悲しいけれど理解していた。











第五話　取説と桐原









「藤とう堂どう君。本日は素敵な貴方あなたに取り扱い説明書を持ってまいりました。お受け取りください」

「何のだよ」

　下校の最中に、いつものように桐原が唐突に奇妙なことを言い出す。

　勿もち論ろん、取り扱い説明書の意味が分からないわけではない。

　文字通り、製品の取り扱い方や操作方法などについて説明するための書類である。

「私のです」

「いや、お前が持っている物だから当たり前だろうに」

　別に取り扱い説明書の所有者を聞いているわけではない。

　俺が知りたいのは何の商品の取り扱い説明書であるのかだ。

　再度、明瞭に問おうとして。

「藤堂君、違います。文字通り『私の』です。この桐原銭ぜに子こという魅力的な商品の取り扱い説明書を、消費者である藤堂君に渡そうというのです。今日こそは、私の価値を理解してもらおうと思いまして」

「なるほど」

　俺は首肯した。

　お前は商品ではなく、社会において人格の尊厳が承認された人間である。

　そして俺は『桐原銭子』を貪る消費者になどなるつもりはない。

　どちらもハッキリと否定すべきだと俺は思ったが、それはとうの昔にやっていた。

「どうせ拒絶しても渡してくるんだろう」

　俺が強烈に骨の髄まで拒絶しない限り、否定は無意味だ。

　現に、彼女の告白を拒絶したにも拘かかわらず、桐原はぴたと俺の横で歩いている。

　それこそ殴りでもすれば、桐原とて諦めるのかもしれないが。

　そんなことが俺にできるはずもない。

「これをどうぞ」

　すとん、と何一つ起伏のない胸を反らし、何故なぜか大きく威張りながら。

　一枚の何の変哲もないＡ４コピー用紙が渡された。

　プリンタにて印刷されたものではなく、可か愛わいい女の子の文字にて幾つかの箇条書きがされている。

　桐原の筆記だった。

「今日は私めが、項目についての詳細も口頭にて説明しましょう。喜んでくれていいです」

「うん」

　桐原は今日も美少女であった。

　身長１４０ ㎝、細い体たい軀くをしている。

　小豆色の制服ブレザー、赤のネクタイにチェックのロングスカート。

　瞳はとろんとしているように見え、見つめるだけでその男を勘違いさせるように潤んでいる。

　俺は彼女の目と焦点を合わせるのが本気で苦手だった。

　どうしても『本当に桐原は俺のことを好いていてくれるのではないか』と勘違いさせる瞳をしているのだ。

　そのように噓うその魅了をされることは、俺の理性が許さなかった。

「はい、藤堂君。まずは最初の解説文を読み上げてください」

　ぱん、と桐原が俺の尻を叩たたいた。

　べーちゃんの胸を揉む、俺の尻を叩くと、執しつ拗ようなボディタッチをする癖が彼女には存在する。

　俺の尻を叩くのは良いいが、べーちゃんの胸を揉むのは止やめてほしいものだ。

「この度は当社の商品である『桐原銭子』をお買い上げいただき、誠に有り難がとうございます。ご使用の前やご利用中に、本書をお読みいただき、正しくお使いください。一点物につき、壊れても保証がきかないためノーリターンノークレームとなっております」

　何を書いているんだろうな、コイツ。

　そういえば、学校の授業内容はもう一年の時に全部覚えたとか吐ぬかしていたから、何か変なものを学校の備品から拝借したコピー用紙に書いていることが多い。

　桐原にとって、飛び級のない日本の学校生活は酷ひどく退屈なものだった。

　俺が視線を向けると、むっふー、と桐原は美少女のくせに鼻息荒く自慢げに頷うなずいている。

「一度受け取った以上は返品がきかないんですよ！　そこんとこを判っているんですか、藤堂君!!」

「いや、知らんし」

　俺は『桐原銭子』という商品を受け取った覚えはない。

『使用』した覚えもなかった。

　自分で口にしようとして、下世話な話になってしまうのに眉を顰めながら、次の文章を読み上げる。

「本商品は急に無口で眉を顰め、不機嫌になることがあります。何らかのストレスの時もありますが、大体は単純にお腹なかが空すいているせいです。それ以外に不機嫌になることはあんまりありません。何かご飯を奢おごってあげてください。それで九割は解決です」

　赤ん坊かな？

　いや、赤ん坊だって他にちゃんと理由くらいあるわ。

　世界中のお母さんが赤子の意図を読むのに苦労しているのだ。

　なんか不機嫌そうにしてたら飯さえ食わせれば解決。

　単純すぎるだろうに、お前。

「基本的には焼き肉がいいです。安い奴やつでいいです。カルビが大好きです」

「それは知っている」

　桐原はカルビが好きだった。

　ちなみに桐原は貧困の出身ゆえに、かつてカルビが一番高い牛肉だという奇妙な勘違いをしていたが、日本では何処どこの部位の肉だろうがカルビを名乗っていいのだ。

　高い希少部位を『上カルビ』だの『特上カルビ』だの名乗っているだけなのだ。

　桐きり原はらは和牛カルビ一皿４８０円を奢るだけで、ご機嫌になるのだ。

　俺はそのような安い女がこの世に存在するなど、桐原と出で逢あうまで考えたこともなかった。

　国産牛とか名乗っているけれど、あんな安い肉は乳牛が食肉に転用されたものだからな。

　食肉用として育てられたものではあるまい。

　そんなに有り難がたがるものでもないだろうに。

「……」

　なお、今考えたことをしっかりと桐原に述べたところ、グルグル目で「ウォォォォ！　死ね！　死ね！　お前の全財産を暴力的に略奪してやる！　私を、私のことをお前は侮辱したんだ！　私の身分を嘲あざ笑わらったんだ！　私の尊厳を、藤堂君は鼻で笑ったんだ！　畜生め、恨み晴らさでおくべきか!!」と叫びながら殴りかかってきた。

　なんでコイツの怒ったときの行動って、あんなにワンパターンなんだろうか。

　ちなみにその不機嫌は、ちゃんと焼き肉を奢ったところ直った。

　その後に引きずるようなことはない。

　この取り扱い説明書の記載内容に噓はない。

　桐原銭子の不機嫌を解決する方法はワンコイン５００円より安かった。

「どうして突然黙るんです、藤堂君」

「なんでもない」

　まあ、あんまり怒らせるのも嫌なので二度と口にはせぬ。

　俺はよく桐原を怒らせるが、別に意図してやっているわけではない。

　どうも生まれも育ちも違うゆえに、価値観が嚙かみ合わないのだ。

　桐原を侮蔑などする気は全くないし、俺は普通に彼女を尊敬しているのだが。

　だからこそ、男と女として付き合う気など皆無である。

「桐原、まさかこの取り扱い説明書の記載内容、一言一句を全部読み上げろというのか」

「そりゃあもう。だって私の取り扱い説明書なんですよ。使用者にはちゃんと理解してもらわないと」

　俺の言葉に、ヒャア、と桐原が小さく鳴いた。

　その鳴き声の意味は、相も変わらずさっぱりと判わからなかった。

「どんどん行きましょうよ！　次を読んでください、次を!!」

　バンバンと、桐原が俺の尻をぶっ叩いている。

　俺は別に尻を叩かれて嫌というわけではないが、美少女に尻を叩かれて喜ぶ変態でもない。
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　人に見られると恥ずかしいという常識的な感性がある。

　暴れる小学生を諫いさめるようにして、なんとか桐原を落ち着かせる方法を探す。

　俺は学生鞄かばんから飴あめを取り出した。

　扁へん平ぺいな輪切りの、真ん中に穴の開いたパイナップル形の飴である。

　桐原はこれが好きだと、俺は知っている。

「飴をあげるから落ち着け」

　いつも思うのだが、なんで大阪のおばちゃんはエプロンのポケットに飴を入れているイメージがあるのだろうか。

　大阪のおばちゃんはむっちゃ飴くれる幻想があるのは何故だろうか。

　俺は飴など貰もらったことがないのでわからない。

　はて、そういえば一度幼いころに父に強請ねだったことがあるが。

　父からは万札を渡されて、これで好きなだけ買いなさいと言われるだけであった。

　俺が飴を欲しかった理由は、そういうことではなかったのだがな。

　本当に欲しかったものは、父から飴を買い与えられるという行為そのものだ。

「それどうしたんですか」

「お前が好きだというから買っておいた」

　別に、その思い出に感傷があるわけではないが。

　桐原に飴を与えてやるというのは悪くないアイデアだと思い、とりあえず買っておいたのだ。

　先程は取り扱い説明書の序文で触れたが、桐原は何か食べ物を与えれば不機嫌が直るのだ。

　悲しいけれど、それは経験則において理解している。

「……藤とう堂どう君。私の好きな物を覚えてくれているんですね」

　桐原が、少し頰を綻ばせ、恥ずかしそうに呟つぶやいた。

　こう横顔を見ると本当に美少女だと思うのだ。

　花のように開く唇には、その鈴を転がしたような声には魅了されるものがある。

　それはそれとしてだ。

「以前に買わせたよね。俺にコンビニで買わせたよね。これは好きなものだから藤堂君が金払って私にください、買ってくれないと地面に転がって暴れますとかほざいて、しかも実行したよな。あんな真ま似ねをされて忘れるわけがないだろうが！」

　金のことは別に良い。

　なれど無視をして通り過ぎようとした際に、桐原が本気で地面に寝転がって暴れたのは辟へき易えきとした。

　常識的な感性を持つ俺は、本当に恥ずかしかったんだ。

「私が子供の頃、そこまで駄々をこねても母親は買ってくれませんでした。母子家庭で金がなかったんです」

　いや、お前の悲しい思い出は聞いていない。

　俺が父親に飴を買ってもらえなかった思い出も、お前が母親に飴を買ってもらえなかった思い出も、高校生になった今では大した価値など無い。

　……ないはずだ。

　お前の飴ぐらいなら俺が買ってやろう。

「ほら」

　俺は飴を袋ごと渡そうとした。

　桐原は少し首を傾かしげた後に、それを無視して口を開いた。

「食べさせてください。あーん」

「自分で食えよ」

　そこまでやらなきゃならんのか。

　ならんのだろうな。

　桐原はそういう少女である。

　彼女のそういうところを、俺は嫌いではなかった。

　俺は飴袋を開き、その一粒の包装も開けて指でつまむ。

　桐原の目の前でちらつかせて、上を向かせてやった。

「ほい」

「ヒャア！」

　桐原は可か愛わいらしい舌を伸ばして、俺の落とした飴を受けとった。

　舌小さいくせに、妙に細長いなコイツ。

　しかも鳴き声の意味は相変わらず分からん。

「……さて」

　桐原は沈黙した。

　飴玉をしゃぶるのに夢中になっているのである。

　静かになったことを確認した俺は、軽くため息を吐つきながら手元のＡ４ペーパーを読む。

『桐原銭ぜに子こ取り扱い説明書』の続きである。

「以下、仕様を説明する」

　読み上げるが、まあ酷いな。

『所有者である藤堂破やぶ蜂はちと同じ高校の特別進学コース所属。学年一位の成績を誇る16歳美少女。男性経験皆無の処女。桐原銭子の生き様は、色無し恋無し情有り。桐原銭子の魂は、強く激しく温かく。嗚呼ああ、桐原銭子よ金を摑つかめ。その金で焼き肉を食え。焼き肉が食べれると良いいな。出来れば上カルビがよいな。奢ってくださいよ藤堂君。肉を奢れ』

　うん、仕様でもなんでもないな。

　途中からただのポエムみたいな何かであり、最後はただの要求である。

　俺は桐原の頰を両手で摑み、横に引っ張る。

「桐原よ。お前、これ途中で考えるの飽きたろ。いや、もうＡ４ペーパーがたった一枚しかないんだから、一目見た瞬間に理解してたけどさ」

「ヒャア！」

　口から扁平の飴玉を覗のぞかせながら、桐原が鳴いた。

　だから、お前の鳴き声にはどういう意味があるんだよ。

　長くて赤い舌が艶なまめかしく動いているのが見えて、少し視線をそらす。

「待ってくださいよ、藤堂君。これには訳があるんです」

「どんな訳があると？」

「先ほど、私の取り扱い注意点は説明しました。じゃあここからは仕様説明だ、私の体の隅々まで教えてやるぜ！　と思ったのですが」

　思ったのですが、ときたか。

　大体話の流れは理解しつつある

「やはり、一から百まで説明するまでもないと。そんなものはもう実地で隅々まで私の肉体仕様を教えてやればよいと。私は考えます。そこでコレです」

　桐原は握った拳の人差し指と中指の間から親指を出す、卑ひ猥わいなジェスチャーをした。

　フィグ・サインである。

「今から、何故なぜか私たちの通学路途中に都合よくある高級ラブホテル『新世界秩序（ニュー・ワールド・オーダー）』にシケこむとしましょう。もう私の隅々まで教えてやりますよ！　藤堂君の舌が、私の体を這はいずり回るのが今から楽しみですよ!!」

　俺は桐原の頰を両手で摑み、横に引っ張った。

　桐原の顔はカエルのように頰が引っ張られたにも拘かかわらず、どうしても崩せぬ美しい美少女を保ったままである。

　彼女はゲコッというカエルの鳴き声の代わりに、「ヒャア！」と鳴いた。

　俺は何故か少しだけ満足してしまい、手を放す。

「お前と寝るつもりはない」

「ヒャア！」

　ヒャア！　ではない。

　俺はため息を吐いた。

「……それで、裏面にも何か書いてあるようだが」

「それですか、そこからが本番ですよ!!」

　取り扱いの注意点は書いてあった。

　すでに知っていることだったが。

　仕様説明も書いてあった。

　俺のクラスメイトで、16歳で、処女で、男性との交際経験がなく、それより何より頭がおかしいことしかわからなかったが。

　それでだ。

「次に何が書いてあるんだ？」

「私という乙女の秘密。これまでの人生経歴についてです」

　それは少しだけ知りたかった。

　桐きり原はらがいつから頭がおかしくなったかの経緯は知りたかったので。

　俺はＡ４ペーパーを裏返して、裏面に目を移すことにした。

　内容を読み上げる。

『神こう戸べという日本六大都市にして、貧民と超富裕層が雑多な街角で行き交うカオスな都市。そこにコスモスのような桐原銭子という少女が生まれました。

　生まれてすぐに七歩歩き、その足跡には蓮はすの花が七つ咲いたと伝えられています。

　この七歩歩まれたというのは、生死の六道を乗り越える意思を表すと言われています。

　そして桐原銭子はそのとき、右手で天上を指し、次のように言いました。

「焼き肉食いてえ。動物の命を口にしたい」

　この言葉の意味は、畜生を殺して肉を焼いて食べると、とても美味おいしいという意味です。

　桐原銭子はお肉大好き人間であり、ベジタリアンではありませんでした。

　肉食を禁じられた宗派の仏教徒には死んでもならないと口にしたのです』

「いきなり酷ひどいな」

　俺は素直に呟いた。

　仏ブッ陀ダの生誕エピソードをパクってんじゃねえよ。

　そう吐き捨てて、桐原の頭にチョップをする。

　その反抗として、ぺしぺし、と桐原が俺の腹斜筋を無意味に叩たたきながら喋しゃべる。

「真面目に話すと、まあどうということもない生まれなんですよ。ごく普通に愛し合った両親から生まれましたが、よそ様との違いは母が超美人であったことと、生まれる前に父が死に、母子家庭になってしまったことでしょうか」

　桐原がどうということでもないという風に語る。

　彼女の家庭は母子家庭であり、貧乏市営団地に住んでいる。

　一言で言えば貧困家庭の出自であった。

「どこにでもある不幸話でありまして、まあ私を見ての通りで母は超美人でありましたから邪よこしまな目で見られることも多く。母一人子一人の不幸に付け込んで、よからぬことを企たくらむ親族などに頼ることも出来ません。その環境で生活に追われながらも私を育ててくれました」

　ちなみに母はその経緯があったせいか、無茶苦茶気が強いです。

　そのように桐原が呟く。

　お会いしたことはないが、まあ桐原を見れば無茶苦茶美人だろうなというのは判わかるし、父が援助を申し出るために会った際には彼女を気に入ったなどと母に漏らしていた。

　おそらくは強したたかな性格であろう。

　父からの生活援助の申し出も、拒むことなく受け入れたと聞く。

「母はちゃんと働きに出ておりましたが、残念ながら縁故が断たれ正社員としての就職の伝つ手てもなく、専門的な技能を有しているわけでもないために低収入で貧困でありました。それゆえに私の教育に力を注ぎました。良い学校に行き、知識を蓄えて、社会を逞たくましく生きていきなさいと何度も言われたことを幼心に覚えております」

　そして桐原はその教えを実直に実践したということだ。

　ウチの親おや父じが好きそうなエピソードである。

「まあ就学援助などを得つつ、通った地元の公立小学校時代は実に貧困であり、側溝で繁殖しているアメリカザリガニを見ては食えねえかなこれ、と思う日々でありました。小学生では親友などもそこそこ出来て楽しい日々を──ああ、藤とう堂どう君があまり好きではないミニスカートの彼女も同じ公立小学校・中学校の出身ですよ。知ってましたか？」

「いや、知らん」

　やべえな、桐原の前で「なんだあのミニスカートの淫売。よくウチの学校に入れたな。それも特別進学コースに」とか割と口にしているわ俺。

　桐原の小学校時代からの友人を、今まで思いきり侮辱していた。

　クズ以外の何物でもないな俺。

　桐原お前、最近なんかはホントそうですねとほざいて、俺の横でうんうん頷うなずいていたのはどういうつもりなんだ。

　高校一年生の時は、ミニスカを侮辱するとあれだけ怒っていたくせに。

「まあ『金持ちの男と結婚したい！　金持ちの男探すためにきーちゃんと同じ学校に勉強していく！』とか声高に叫んで進学校目指したアホですが、一念岩をも徹とおすの覚悟にてちゃんと進学したんだから凄すごいものです。良い男を探すなら、貞淑さを装よそおってちゃんとロングスカートを穿はきなよ。男は遊びの相手ならミニスカートの女を選ぶけど、真剣に交際するならロングスカートの女を選ぶんだよと何度も言ってあげたんですが」

　子供の頃はきーちゃんて呼ばれていたのか、桐原。

　特にいらない知識を覚えつつある。

「ミニスカ可愛いじゃん、可愛くね!?　この可愛さが理解できない男とは付き合いたくないねとほざくばかりで聞きませんね。せっかく一緒の特別進学コースに入れたのに、あの変なケバい化粧とミニスカで誤解されていることに──その、何と言うか、夏なつ目め漱そう石せきの『こころ』的な。どうしても避けられない致命的な決裂があったというか、まあ色々あったせいで、殴り合いの喧けん嘩かをしました。そのせいで最近は話す機会もありませんが。ああ、でも」

　ぽつ、と桐原が思い出したように呟つぶやいた。

「私がその考え方自体は悪くないなと思ったのは、藤堂君の隣で今歩いているのは。彼女の思想に影響を受けたのかもしれませんね。金持ちの男との結婚は、女性にとって幸福といえるのかもしれません」

　やっぱり傍はた迷めい惑わくだな、あのミニスカ女。

　そんなことを口にしたせいで、桐原が俺の隣を歩いているのだ。

　全部、何もかもそれが原因というわけではないのだが。

　少なくとも、桐原が応じさえしなければ、彼女が俺の横を歩いていることはなかった。

「生い立ちと言っても、簡易に語るとこんな感じですね。高校での詳細も聞きます？　高校で出会ったべーちゃんと親友であることは藤堂君も知っておりますし、進学コースは卒業までクラスメイト変更ありませんから、特別口にするところもないと思うのですが」

「いい。必要ないよ」

　俺の目的は、先程の言葉で達成された。

　桐原が、俺の横を歩いていることを悪くないと考えている原点オリジンはどこにあるのか。

　それがどうしても知りたかったのだ。

　それさえ知れば、その他に興味などなかったし。

「知りたいことは全部聞けたよ」

　俺は桐原銭ぜに子こという少女にこれ以上の興味を持つべきでないとさえ思っているのだ。

　どうか、俺と関係ないところで幸せになってほしいと考えている。

　友人としては良いかもしれないが、それだけだ。

「……後は何も書いてないな」

　話題を逸そらそうとして、『桐原銭子取り扱い説明書』のＡ４ペーパーをぺらぺらと振り回す。

　どうにも、虚むなしい気分になってしまった。

　理解していたことだが、ハッキリと言われてしまっては虚しい思いに囚とらわれる。

「飽きたんです。途中で」

　桐原は、薄いＡ４ペーパー一枚も満足に書ききることをしなかった。

　割と飽き性なのだ、彼女は。

　単純明快な性格で、性格の燃焼が起きる着火点は低いが、逆に消火するスピードも速い。

　俺はそんな桐原のことが嫌いではなかった。

　むしろ、その奇妙な性格を好ましいとさえ思っている。

　女の趣味が悪いと思われるかもしれないが。

「さーて、お肉が食べたい気分になってきました。いつものように、藤堂君に奢おごってもらって、焼き肉チェーン店で食べ放題というのも悪くはないのですが。そうですねえ」

　桐原は、んー、とよく磨かれた爪で俺の脇腹をぷにと刺し。

　良いことを思いついたとばかりに、呟いた。

「どこかのアウトドアショップかホームセンターによって、七輪買ってくださいよ藤堂君。やっすい奴やつでいいので。私、一度でいいから炭火焼きでお肉が食べたかったんです。一緒に七輪で焼き肉して食べましょうよ」

　桐原が、変な頼みごとをする。

　別に炭火焼きの焼き肉が食べたいなら、そういう店に連れて行ってやる。

　そう呟こうとしたが。

「買ってやるのはいいが、家でやるなよ。一酸化炭素中毒になるぞ」

　俺はそれだけ呟いて、桐原に七輪と調理道具一式を買ってやることにした。

　一緒に小さな七輪で、侘わびしく肉を焼くのもいいだろう。

　少なくとも、俺の今の心情にはマッチしていた。
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　ホームセンターで七輪を買う。

　俺の体たい軀くと比べれば、とても小さな七輪であり、もっと大きいものを買って配送させようとしたのだが。

　今肉が食いてえんですよ、そもそもキャンプ場で使うんじゃないんですよ。

　私のオウチである団地には、そんなデカい七輪おくとこねえんですよ。

　お前、私は玄関で、自分の靴の横に藤堂君が買ってくれた七輪並べるつもりだからな？

　洒しゃ落れじゃねえぞ？

　そう桐きり原はらに責められたので、本当に一人用の小さな七輪を買った。

　木炭、着火剤、火バサミ、手袋、火消し壷つぼ等などの関連道具も一式揃そろえて、当然のごとくに俺が全額を支払わされて向かうところは。

「ここがお前の家か？」

「貧乏市営団地であります」

　竣しゅん工こう年度は50年も経過しているだろうボロボロの住宅である。

　俺たちが生まれる前の大震災を経験しているせいか、リフォームこそされてはいるものの災害時の対策は怪しいように見えた。

　団地に辿たどり着くまでの通りすがりの道には古ぼけた「シンナーをやめよう！」「訪問販売に気を付けて！」「許すな！　えせ同和行為」「いのちＳＯＳ　電話番号ＸＸＸ‐ＸＸＸ‐ＸＸＸＸ」「ネコと和解せよ」「犬を憎め！」「ゲッツ卿きょうに注意！　食われるぞ!!」などといった看板がかかっていた。

　害鳥対策のためか、ベランダには古いＣＤ円盤などが吊つるされている。

　掃除している人がいないのか、それとも住民の質が悪いのか、ゴミなどが地面に散らばっている。

　すでに令和では禁止されているはずの違法風俗ピンクチラシがそこら中に散らばっている姿さえ見え、雨に濡ぬれて丸まっているのだ。

　不法投棄は他にも多いのか、車のタイヤや、中古洗濯機などの粗大ゴミさえも転がっていた。

　令和の高齢化社会が影響してか、以前に俺が危惧したように貧困層の少年やワーキングプアを下したっ端ぱとしたヤクザの構成員などは辛かろうじてうろついていない。

　その代わりに奇声を発したり、地面に唾を吐いている老人などが多く散見される。

　俺は思わず口走ってしまう。

　脳裏に浮かんだのは、かつて存在したアジアン・カオスそのもののスラム街について。

　桐原の住居に対する明確な侮辱である。

「香港ホンコンの九クー龍ロン城じょう砦さいは俺たちが生まれる前に崩壊したはずだがな」

「しばくぞ」

　口よりも先に、桐原は俺の尻に蹴りをいれた。

　本気の蹴りであるが、残念ながら俺の巨体にダメージは与えられない。

　市営団地は低所得層が住むところであるというのが、俺の知識だ。

　厳密に言えば、法律に「住宅に困窮する低額所得者」が対象の居住区であるとハッキリ書かれているのだ。

　別に低額所得者＝貧困というわけでは決してなく、金持ちの低額所得者だっているし、住んでいる誰もが貧乏人というわけでもないだろうが。

　だが桐原の家庭に限っては完全に貧乏なので、俺などは色々と考えることがある。

　貧困の大多数は本人の怠惰が原因であるが、一部には責などなく、具体例を挙げれば眼前で歩く桐原の家庭には非など一切ない。

　この藤堂破やぶ蜂はちなどは、父からハッキリとそう教えられて生きてきた。

　貧困の中で努力を欠かさぬ人間ほど立派な人はいないという価値観の刷り込みを父から行われているのだ。

　高校生になるまで貧困が出自の子供に出会ったことなどないが。

　初めての遭遇が桐原だった。

　大事そうに両手で、牛肉が入ったビニール袋を抱えている彼女だった。

　俺はそんな姿を見ていると、どうにもやりきれない気分になる時があるのだ。

「肉屋さんで生まれて初めて分厚い牛肉を買いました。藤とう堂どう君の金で、ですけど」

　桐原が、自分の手にもつ味付き牛肉を眼前にぶら下げている。

　彼女はビニール袋の料金も取らなければ、現金以外は受け付けない変な肉屋で肉を買っていた。

　レシートもくれない店で、その代わりになんか妙に値段設定が安いところで、俺は初めて肉を買った。

「あそこのお店、妙に肉が安いんですよねえ」

　桐原がホクホク顔で喜んでいる。

　お前、あの店は多分脱税しているぞ。

　そう強烈な偏見を抱いたが、それは言わないことにした。

　ただ、ちょっとビニール袋の料金もとらないし、レシートもくれないし、現金決済以外を受け付けず、その代わりに値段がお安いだけの肉屋さんなのだ。

　いくら怪しいからといえども、人を疑ってはいけない。

　仮に脱税していたところで、その金が桐原に還元されているのであれば俺に文句が言えるはずもなかった。

「……肉を何処どこで焼くんだ」

「そこらへんの団地住宅内の空き地でテキトーに」

「本気かお前」

　俺は桐原の正気を疑った。

　疑ったが、逆に言えばそれだけである。

　俺はすぐに納得した。

「……誰も文句なんぞ言わんか」

「ベランダで肉を焼いてたらさすがに苦情ぐらいはくるでしょうけどね。そこら辺の地面で七輪を使って肉焼く分にはどこからも文句なんか出ねえんですよ。藤堂君、密集住宅地の一戸建てが並んだ小さな庭でバーベキューをするほどの悪い行為じゃないですよ。これは」

　まあそりゃそうだが。

　俺はそう呟つぶやこうとして、はた、と気づく。

「俺、桐原のお母さんに挨拶をしてないな」

「放課後すぐはまだ仕事してます。家にはいませんよ」

「そりゃそうか」

　俺の両親みたいに、一日中どっかで暇つぶししているわけではない。

　それにだ。

　挨拶をしてどうするというのだ。

　彼氏というわけでもないのだ。

「……肉を焼くか」

　ため息を吐つく代わりに、行動を能動に移した。

　考えるのは止やめよう。

「焼きましょう！」

　桐原は乗り気で答えた。

　だが、尋ねることがある。

「桐原は七輪で肉を焼いたことが？」

「ないです！　やり方ぐらいは調べたことありますよ!!」

　ぴし、と手を斜め上に挙げて答えた。

　イーッとでも言いそうな、特撮の戦闘員のようにである。

　はて、やらせるか、俺がやるか。

　悩んだ挙げ句、まあ最初は俺がやって見せればよいだろうと考える。

　段ボールの包装を解いて道具一式を取り出し、珪けい藻そう土どで作られた小さな七輪に着火剤を放り込む。

　大きな木炭を並べて、着火剤に着火ライターで火をつけた。

　七輪本体の風口を開けて、炭が赤熱するのを待つ。

「これで終わり」

「簡単ですねえ」

　まあ、簡単じゃなければ人が火を使うことは出来ない。

　ここで調理となると面倒くさくなるのだが、火おこしだけなら簡単だ。

　新しい炭に火が付くのは時間がかかるので、何か会話をしようとするが、止やめる。

　そんなことをして何になるというのか。

「ほー」

　口癖であるヒャア！　とも言わずに桐原は火を見つめている。

　人は火を見つめていると、妙に無言になる。

　そう遺伝子に組み込まれているのだ。

「……」

　桐原が沈黙している間に、色々なことを考える。

　よりにもよって「貧乏は悪だ。怠惰の象徴だ」などとほざく父が、同時に能力さえあればそれを全面的に認める父が、事あるごとに口にするようになった人物が、貧困の出自である桐原だった。

　俺が生まれて初めて『恵まれぬ環境』の出身者と交友を持ったのは、眼前の桐原銭ぜに子こであり、今の高校に進学した一年生の時の話であった。

　最初はクラスメイトにヒャア！　ウォォォ！　などと世紀末じみた奇声を発する変な女がいる程度だと、化粧のケバいミニスカ淫売女や、ドスケベ風紀委員であるべーちゃんみたいなクラスの一風景だと考えていた。

　高校生にもなるのに無邪気なガキみてえのがいるとだけ思った。

「藤堂君、炭火をウチワで扇あおいだりしてもいいですか。一度やりたかったんです」

「好きにしろ」

　俺がその印象を変えたのは、最初の学年テストの時で生まれて初めて一番を奪われた瞬間である。

　今まで必死に勉強に勉強を重ねて、そうして積み上げてきた学年一位の座が桐原に奪われても、それでも俺は屈しなどしなかった。

　さすがに全国有数の高校ともなれば、俺より凄すごい人間がいるものだと。

　俺は彼女をライバル視さえもして、更なる研けん鑽さんを積んだ。

　だが──高校での一年を通す過程で、いつしか彼女にはどうしても勝てないと諦めるようになった。

　俺は彼女に勝てないのだと、多分何をしても知能や学習という面において、基礎能力で勝てないのだと判わからせられてしまった。

　少し会話をしてみれば、弁舌で勝てないのはもちろん、思考回路が俺などとは遥はるかに違う。

　少々の常識外れはあるが、それを除けば知能指数がお前などとは違うとばかりに、くるくると頭は車輪のように回転する。

　桐きり原はらは、その場で手にした知識全てを水のように吸収して覚えてしまうのだ。

　学年テストだけではない幾つかの学校生活におけるイベントを通して、俺はそれを知ることとなった。

　藤堂破蜂は桐原銭子に明確に劣り、彼女には間違いなく一生勝てないのだと。

　大いなる屈辱を感じると同時に、僅かな尊敬の念を抱いて、それを言い訳にして俺は勝つことを諦めて、彼女を避けるようになった。

　俺の父などはそれを知らぬかのように、事あるごとに桐原のことを褒めていた。

　父が理事の一人を務めているウチの学校において、明確な学年一位である桐原への完全な絶賛だった。

　息子である俺のことなど、今まで人生で一度も褒めてくれたことはない癖にな！

「……藤堂君、炭が赤熱してきましたよ。そろそろ軍手嵌はめて、網をのっけますよ」

「好きにしろ」

　その状況が変わったのが、一年の三学期での時だった。

　私と付き合ってくださいと。

　尊敬の念さえ抱いていた学年首席の桐原が、何故なぜかあまり交流を持っていない俺に対して、申し出てきたのだ。

　それは告白だった。

　俺は奇妙に思い、その告白を保留した。

「俺はその答えを出せるほどに君を知らない」

　一度保留をして。

　そして、父に聞いた。

　彼女がこのようなことを口にしたが、これはどうすべきかと。

　交際の是非を父親に委ねるなど、男として恥ずかしい行為をしたのではない。

　むしろ、その逆と言える行為で。

　俺は父に対して、こうハッキリと尋ねたのだ。

『父さんは桐原銭子に対し、俺と交際するように要求したのではないか』と。

　父は答えた。

『なんだ、お前にしてはわかってるじゃないか』と。

　桐原に『藤堂破やぶ蜂はちの彼女として付き合うように』、色々な援助と引き換えに父が要求したことを認めたのだ。

　だから、桐原からの告白を俺は拒絶した。

　それが全てで、それでも父から生活援助を約束された桐原は契約だからと、怯ひるまずに、しつこく俺に付きまとって。

　俺は桐原を拒絶したから、桐原の家庭への生活援助などしなくてよいなどとは父に告げずに。

　性的な関係ではないと告げているが、交際を拒否しているとまでは父には言わず。

　今、このように俺と桐原はダラダラとした奇妙な交友を続けている。

「藤堂君、話を聞いているんですか」

「聞いているさ」

　それが現状の全てだ。

　別に、父が何もかもを強要したわけではないのだろう。

　あの男は選択肢を突き付けて、むしろ意図的にそれを選ばせることを好んだ。

　桐原の弱みである金銭面の不備を握って、その全てを補塡する代わりに俺との交際を要求した。

　父が何を考えてこんなことをしているのか、俺にはわからない。

　だが、一つだけハッキリしていることがある。

　桐原の俺に対する好意とは恋愛には程遠いもので、その愛情が偽にせ物ものなのは誰が見ても明らかである。

　だから、桐原からの告白を俺は拒絶した。

「椎しい茸たけも焼くぞ」

「藤とう堂どう君。椎茸なんか焼かなくてもいいんですよ。小さい七輪だから肉以外は焼かなくていいんですよ。肉を焼きなさい。なんで貴方あなた、偏食家の癖にキノコ類だけは大好きなんですか。漬物とか酢飯とか無茶苦茶に大嫌いで、寿す司しすら食えない癖に。前にキノコとミートソースのペンネ作った時、私の料理を滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ褒めてくれたの覚えてますよ？」

　唯い々い諾だく々だくとして生きてきた俺が、父に対して唯一反抗したこと。

　それが桐原との交際だった。

　俺は、桐原のことが一個の人間として本当に大好きで。

　容姿も性格も、ドストライクな賜たま物もので。

　性愛と言う区切りに限れば、桐原は本当に俺の好みと言うしかなく。

「椎茸は七輪で焼くとうまいぞ」

　同時に、金銭面で父に操られて。

　俺に自分の愛情を売り渡すなんて行為をする、桐原のことは骨の髄まで大嫌いであった。

　憎んですらいた。

　藤堂破蜂と桐原銭子は、そういう複雑な環境で交友を続けているのだ。

　俺は一個の人間として、人格を尊重されるべき人として、人品を俺に売り渡すような真ま似ねをしている桐原のことを反吐へどがでるほどに嫌いなんだ。

　同時に。

　それを求めた俺の父と、その受益者である俺は桐原に何度悔い改めても許されるべきではないクズだった。

　そう俺は考えているのだ。

　この心境を、桐原は知らないだろう。

　なんで貴方は寿司食えないんですか、魚アレルギーの人はいますけど酢飯が嫌いって珍しいですよ。

　そのようなことをブツブツと呟つぶやいている桐原の顔を、愛憎入り混じった目で見つめる。

　桐原は木炭の火を見つめるのを止め、俺の目をひたと見た。

　彼女の瞳は美しく、燃え盛る炎などよりもずっと見つめていたいと思う時がある。

「そんなに椎茸好きなんです？」

「好きだね」

　だが、俺は男と女として、桐原と付き合うことは一生ないだろうと思っている。

　今の俺には椎茸に塩を振って焼くことしかできなかった。

　七輪は、静かに椎茸を火で炙あぶっている。

　その好ましい音が、どこか虚むなしく聞こえた。











第六話　ミニスカと桐原









　学生食堂にて、カレーうどんを啜すすりながら桐原が呟いた。

　ぱちくりとした目の、下まつげが長い彼女の瞳を見つめながら言葉を聞く。

「週一ぐらいで七輪を使って肉を焼きたいのですが、どうでしょうか？　仕方がないので椎茸も焼いてあげます。肉以外は七輪で焼くべきではない宗派である私には耐えがたいのですが。キノコの旨うま味みもちゃんと理解できる桐原ちゃんはこれを許してあげます。藤堂君、これは歴史的な譲歩と言ってよいですよ」

「いや、どうでしょうかと言われてもだな」

　真面目な話、俺がそんなことに付き合う義理はないのだ。

　肉を焼きたきゃ勝手に焼いて食えばいいだろうに。

　俺はカツ丼とカレーうどん、おにぎり三個、加えて桐原が作ってくれたお弁当、「一日分の野菜がとれる」を売り文句とした野菜ジュースを目の前に並べながら呟く。

　昼食の摂取カロリーは２５００を超えている。

「腹が減ったので、先に飯を食べたいんだが」

「食べながら聞いてくださいよ。藤堂家は別に会話をしながら食べるのが下品というマナーの家庭ではないと伺っています。それにしても、よく食べますねえ。そんなに」

　この身長１８５㎝超えにして新陳代謝の良い体では毎日８０００㌔カロリーは摂取してくださいと医者に言われているのだ。

　生まれつき筋肉が発達しやすい性質だと医師に診断されており、俺は三日に一度だけジムで健康の為ために身体からだを鍛える程度なのだが。

　明らかにアメフトなどをやっていそうなマッチョマンを体現する体つきをしている。

　ジャガイモだって握りつぶすことが出来た。

　ちなみにそれを一年生の頃にクラスメイトの自己紹介で呟いたら、まだ特に親しくもない桐原に「気色悪いですよ貴方」と普通に罵られた。

　あれには本当に傷ついた。

　批難の目を桐原に向けるが、それに気づいた様子もなくて、ふと桐原が呟く。

「藤堂君、良い身体をしているんですからスポーツとかはやらないんですか？　まあ、ウチはちゃんとした進学校だからスポーツ強くないですけどね。プロになれば莫ばく大だいなお金が入りますよ？」

「スポーツ自体は嫌いじゃないが。本当に世界で百人に入るくらいの才能があって、寿命を縮めるぐらいに訓練をして、人生全てスポーツの為に投資した人間じゃないと何十億も稼げないだろうが。稼いだところで、俺にはその意味もない」

　金がそれほど欲しいと思ったことはない。

　藤堂家は超富裕層である。

　厳密に言えば、その中でも上澄みに位置していて。

　さすがに東証プライムにおける実業家クラスの富豪には届かぬが、そもそも超富裕層と言われる基準が純金融資産５億ぽっちである。

　俺に現在譲渡されている資産だけでも、その程度など小学生の頃に超えていた。

　それを俺が稼ぎ出したわけでもなければ、必死に運用して資産を増やしたわけでもない。

　ただひたすらに父が資産管理会社などを活用して叩たたきだした成績により、俺の資産は増大していた。

　将来、どこか会社に勤めて働いて金を稼ぐ意味すらないのだ。

　遊んで暮らせる以上は、事業をおこす意味すらないだろう。

　あれ、これ桐きり原はらは知っているんじゃないのか？

　そのままにそれを告げて、桐原は頷うなずいた。

「知っています。藤堂家の資産総額までは知りませんが、すでに藤堂君と私が一生遊んで暮らせる程度の額は藤堂君に譲渡してあるとお義父とう様さまに伺ったので。というか、それを知らないと色々と藤堂君に奢おごらせるわけないじゃないですか」

「……まあ、そうだが」

　桐原は強欲な人間と言うわけではない。

　俺に食事をたかるのも、別に強請ゆすり集たかりを働いているのではなくて、このような額を俺が支払ったところで蚊の食うほどにも思わないと知っているから支払わせているだけだ。

　いや。

　それだけではなくて、多分桐原は誰かに、何かを買ってもらうという行為の方に執着している気がする。

　俺に色々と強請ねだることそのものを、快楽と感じている節がある。

　それは別に数十万するブランド物のバッグではなくて、なんならコンビニで売っている２００円もしない飴あめ玉だまのパックでも大差はなくて、そもそも前者などは彼女にとって要求の範はん疇ちゅうに無いのだ。

　桐原は、子供の頃に欲しかったものを俺に買ってもらうことを快楽としていた。

　この分析が正しいのかどうかは知らないがね。

　だが、俺は俺で、桐原に何か飴を買ってあげるという行為そのものが嫌いではなかった。

　人に何かを奢らせるなんてという意見もあるだろうが、俺個人は桐原の願いと、俺がそれに応じることを尊いものだと思っていた。

　恥ずかしい話かもしれないが、俺は桐原に世間的価値は無いささやかな物を、買ってあげる行為自体が楽しいと感じている。

　たとえ、それが利益関係に基づいた偽物の愛情関係による下で構築されているとしてもだ。

「藤堂君、どうしたんですか急に私を優しい目で見て。箸が止まっていますよ」

「なんでもない」

　俺はじっと桐原を見つめていたらしい。

　少し慌てるが、それを悟られたくはなかった。

　ゆっくりと桐原が作ってくれたお弁当箱を開けて、中身を見る。

　里芋と人にん参じんと竹輪の煮物が箱一杯に詰まっている。

　俺は一言呟いた。

「粗野だな」

「ぶっ殺すぞ」

　桐原はキレた。

　反撃するようにして、俺の野菜ジュースを奪ってストローをそれに刺す。

　そして、俺にそれをちゃんと返した。

　ストローが刺さっただけで、特に悪戯いたずらされたわけではない。

　その行為に何の意味があるのだろうか。

　何か自分が子供のように甘やかされている気分がして、少し恥ずかしくなっている。

　ああ、多分そういう反撃なのか、これ。

「藤とう堂どう君、最初は私がポテトサラダ作ってきたとき何と言いました？」

「マヨネーズが嫌いといったな」

　なんか酸すっぱくないか、あれ。

　レモンなどによる果実の酸味には耐えられるが、ワインビネガーやマヨネーズの酸味に俺は耐えられなかった。

　たこ焼きやお好み焼きのソースに混ざった場合はなんとか食べられるが、正直それも好きでなかった。

　できればマヨネーズを混ぜるのは止やめてほしいのだ。

「では次に、野菜不足だろうとサラダを作ってきたときは何と言いました？」

「サラダドレッシングをかけるなと発言した記憶がある。野菜だけならなんとか食べられるんだが」

　野菜そのものが嫌いではない。

　ただ、サラダドレッシングが嫌いなのだ。

　だって酢が明らかに混じっているタイプが殆ほとんどなんだもの。

　同じ理由でトマトも酸味があるから生で齧かじるのは嫌いだった。

　トマトジュースだとちゃんと飲めるし、ミートソースなんて死ぬほど大好物なのだが。

「私はもう貴方あなたの偏食願望を叶かなえる行為に疲れました。藤堂君が好き嫌いを直すまでは、煮物オンリーです。里芋と人参と竹輪の煮物とか食べていなさい」

「俺はそういう偏食家に差別的な社会が好きではない」

「桐原ちゃんは宗教的理由が左右しないベジタリアンは皆死ねばいいと思っている差別主義者です。でも野菜も摂らないと人間は死ぬんですよ。煮物でいいから野菜食べろ」

　ああ言えばこう言う。

　俺は里芋も人参も竹輪も嫌いではなく、さらに言えば煮物も大好きだと桐原に答えている。

　要望は全て叶えられている。

　だから、まあ食べることは嫌ではない。

　粗野だとは言ったが。

　弁当箱一杯に覆いつくされる煮物という、お弁当という日本特有の言葉を汚けがす行為も酷ひどいとは思ったが。

　ていうか、弁当ではないなこれ。

　ただの煮物だった。

「よく嚙かんで食べなさい」

　お母さんみたく、桐原が言う。

　そういえば、母はなんとかして私に好き嫌いをやめさせようとしていたのだが。

　もう酢の物を食べると俺が何度も嘔おう吐とするのを見て、父が「諦めなさい」と口出ししたのを覚えている。

　あの頃からだろうか、父がなんだか俺に対して、なんかコイツと反りが合わないなと冷たくなったのは。

　そんなことを考えながら、食事を続けようとしたのだが。

「食堂でイチャついてんじゃねえよ、きーちゃんのカス」

　そう、桐原の背後から声がかかったのを見た。

　アレは、そう。

　桐原と同じ中学校出身という、そして以前は友人だったという。

　化粧のケバいミニスカのクラスメイトだった。

　まだ16歳だというのに、明らかに自然でないアイメイクが施されている。

　ド派手なリップこそしていないが、軽い口紅を使用していて唇は赤の発色が人目を惹ひく。

　小顔に見せるためか、軽くチークなども頰に入れている。

　彼女は進学校の女子高生という自覚があるのだろうか？

　とても健全とは言えないし、そのように化粧を好むのは俺の好こう悪おであれば悪だった。

　いや、世間では彼女など美少女と言う範疇に入るのだろう。

　それは認めよう。

　俺がケバいと感じる化粧でさえ、世間一般では自然なものなのかもしれぬ。

　女の子の化粧を、自分を可か愛わいく見せたいという努力の軌跡をケバいなんてと言うなカスと、一年生の頃の桐原に本気で叱られてからは気を付けているのだが直らん。

　はて、ひょっとしてアレはミニスカへの侮辱を嫌悪して、俺を罵ったのか？

　なんとなく、そんな気がした。

　まあ、どうでもよい。

　俺の偏見や偏食はどうにも気を付けているが、不治の病というレベルで直らなかった。

　父などはとうに匙さじを投げている気がしている。

「桐原」

　振り向いた桐原に対して、何か口を出そうとする。

　雑談の枠を超えて、少し騒いでいた俺たちが悪いのだから、ミニスカに対して謝罪しようと。

　そう告げようとしたが、ミニスカと桐原は視線をずらさず、お互いを心底憎み合うように睨にらみあっている。

　これでは何も言えなかった。

　女同士の喧けん嘩かを遮っても、何も良いいことなどないと本能で知っている。

　それでも何か仲裁の言葉を口にしようとして。

「藤堂君は黙っていてください」

「藤堂さんは黙っていてください」

　二人に叱られるのだ。

　発言権を奪われた俺は、虚むなしく口を閉じた。

　ミニスカをもう一度よく見る。

　彼女はちょうど、べーちゃんと桐きり原はらの狭はざ間まにいるような存在で、身長１５０ ㎝に発育優良とはいえる普遍的なボディをしている。

　俺にとっては桐原と比べるとどうしても見劣りするが、他の男性なら彼女の方が好みだというのも珍しくないだろう。

　それは良いし、そもそもこのミニスカとて俺のような男などお呼びではないだろう。

　だが、ミニスカートはないだろうに、お前。

　この進学校には制服改造に対する禁止事項などはなく、学校で一番風紀を乱している風紀委員たるべーちゃんですら特に問題はないとしていた。

　完全に膝どころか太ふと腿ももをばっちり見せるミニスカートなどは淫いん猥わいの類であると、この藤堂は看み做なしている。

　だが校則には違反しておらず、ただ淫猥であることを禁止の理由としてしまっては、ネクタイを乳で挟んでいるべーちゃんなどは明日にも通学自体が禁止されてしまうのだ。

　致し方なかった。

「お互い必要時以外は喋しゃべりかけない約束だったでしょう、うにちゃん」

　桐原が、眉を顰ひそめて言い返した。

　ミニスカは播はり磨ま地方の珍しい苗みょう字じだったと記憶している。

　雲丹うに亀がめだから、うにちゃんか。

　なるほど。

「アンタに気軽に愛称で呼ばれたくないわね」

「じゃあ『うにがめ』とか呼ばれたいんですか。苗字が可愛くないって小学生の頃から嫌がってたのを記憶していますが？　そもそも、癖が抜けなくて私のこともきーちゃんと呼んだ癖に何を言ってるんです」

　個人的には「うにがめ」なんて可愛らしい苗字だと思うが。

　それが男の苗字なら本当に格好良いだろうし、女だと可愛らしい名だと思う。

　桐原が平仮名っぽく名前を呼ぶと、本当に鈴を転がしたように可愛らしい響きに聞こえるのだ。

　横から口を挟む。

「俺は可愛くて、いい苗字だと思うが」

「……」

　桐原が、何故なぜか俺をジロリと睨んだ。

　なんだよ、俺は桐原の言葉を否定しちゃいけないのか。

　なんでお前は何も喋るなと言いたげな目で見るんだ。

　ミニスカは──いや、雲丹亀は、ちょっとだけ躊躇ためらったようにして、それからぽつりと呟つぶやいた。

「有り難がとう、藤堂さん」

　ちょっとだけはにかんで、嬉うれしそうな声色に満ちている。

　あれ、コイツなんかイメージと違うな。

　化粧してるし、ミニスカだから如何いかにも気が強そうに見えたんだが。

　何故か、どうしてよいのか戸惑ったようにして、焦あせったようにわたわたと手などを動かしている。

「そ、そうだ、藤堂さん。あのね。お話ししたいことが」

「あっちいけ、うにちゃん。消え失うせろ」

　何か言いたいことがあるような雲丹亀に、桐原が険のある声で罵った。

　どうも彼女を遠ざけたいようである。

　言い聞かせるようにして、何か説教でもするように吐き捨てた。

「……私と、うにちゃんは、袂たもとを分かったはずです。小学一年生で隣の席になったころから、そりゃもう私と長年一緒に遊んでくれたのは記憶していますよ。友情も確かにありました。でも、私たちの仲は完全に決裂したじゃないですか」

　なんで喧嘩しているんだろうな、お前ら。

　小学一年生の頃からといえば、10年以上の付き合いになるのか。

　それだけの関係なのに破綻したのか。

「きーちゃんのせいでね。何もかもアンタのせいでね」

　どうも雲丹亀の言うところを信じれば、桐原の方に原因があるようだが。

　はて、原因。

　桐原が先日、それとなく触れていたな。

　確か、アレは夏なつ目め漱そう石せきの──。

「そうですよ。だから何ですか。私は悪いなんて欠片かけらも思っていないですよ」

　夏目漱石の『こころ』的な。

　どうしても避けられない致命的な決裂があったと口にしていたような。

　日本人なら誰でも触れたことはあるだろうが、人間のエゴイズムと倫理観について語られた作品である。

　桐原は雲丹亀との致命的な決裂を、その『こころ』に喩えた。

　だとするならば、あの作品に喩えるとするならばだが。

　俺が想定するならば、桐原は客観的にならば裏切りとまでは、言えない何かを。

　同時に、桐原自身はとんでもない裏切りを、雲丹亀に対して行ったと後悔して、少なくとも罪悪と認識していることになるが。

「だから失せろ、うにちゃん。もう私と貴女あなたは会話などしないと、それはうにちゃんから言い出したことじゃないですか」

　そこまで、この二人との関係を知らない俺にはわからない。

　俺はそっと、近くでラーメン半炒チャー飯ハンセットなどを嬉しそうに口にしていたべーちゃんに視線をやる。

　風紀委員なのだから、服装の乱れと治安を守るのは彼女の役目だった。

　なれば、発言権を二人に禁止された俺がべーちゃんに救いを求めても許されるはずだった。

　べーちゃんは俺と視線が合い、そっと。

　そっと、目をそらして、私は関係ないもんとばかりに関わりを拒否した。

　美味おいしそうにラーメン半炒飯セットを喰くらっていた。

　彼女は服装の乱れを自らの暴力的な体で違反していたし、治安に至っては欠片も守る気などなかった。

　マジで風紀委員の適性がないな、べーちゃん。

　俺はべーちゃんを心から罵り、そして桐原と雲丹亀の喧嘩を見つめて。

「俺は関係ないよな」

　と静かに口走った。

　俺は関係ないはずである。

　だが桐原と雲丹亀は睨みあっている。

　額を擦り合わせ、犬猫のようにぐりぐりと髪が乱れるほどに頭を押し付けながらメンチをきりあっているのだ。

　食堂で喧嘩なんてやめてくれ、他にも学生がいるのだ。

　傍はたから見てみっともないと思うが、全く無関係である俺には発言権がない。

　さて、どうすべきかと周囲を見渡すが、周囲の学生どもは軽く興味を示して首をひねった後に食事を再開している。

　まあ、お腹なかが空すいているしな、みんな。

　イベントが発生したこと自体には多少の興味を持つが、食事の方を誰もが優先していた。

　俺も腹が減ったので、カレーうどんを食べながらおにぎりなどを口にする。

　糖質を口にしたかった。

「飯を食ってんじゃねえぞ藤とう堂どう君。貴方あなたの彼女が喧嘩を売られてるのを見て、何も思わんのですか」

「ご飯を食べないでください藤堂さん。私の話を聞いてください」

　俺の様子を見て、二人が俺を罵ってくる。

　発言権どころか、飯を食う権利すら与えないつもりか、お前ら。

　俺は昼食には最低２５００㌔カロリーを摂取せねば衰弱するのだ。

　愛と勇気だけが友達の、アンパンで出来た英雄の顔が濡ぬれた時よりも弱くなる自信があった。

　それこそ命がかかっている緊急事態でもない限りは。

　そのように呟こうとするが、発言権がないので視線で訴える。

　仔こ犬いぬのように、憐あわれみを期待する意思を籠めて。

「……私の作った煮物だけは先に食べてていいです」

　桐原が、ふと良いことを思いついたとでも言いたげに呟く。

　許可を得たので、桐原が作ってくれた煮物に箸を伸ばす。

　丁寧に里芋をつまみながら、口に運んで食す。

　桐原の味付けは悪くなかった。

　俺のそんな様子を見て、雲丹亀が呟く。

「きーちゃん、料理できたっけ」

「覚えました。藤堂君のために。ああ、そうですよ。私の『彼氏』である藤堂君のためにね！」

　桐原が『彼氏』の部分を妙に強調しながら呟く。

　びっ、と親指を自分に向けて、そのまま首筋を搔かっ切って、雲丹亀の眼前で下に向けるというプロレスラーのような挑発ジェスチャーをしている。

　雲丹亀も負けずに、中指を立てる挑発サインを見せつけた。

　どれだけ憎しみあっているんだお前ら。

　とても16歳の美少女同士がやる行為とは思えん。

　それにだ、桐原よ。

　俺とお前の関係は見せかけのものにすぎず、現実的には男女関係にない。

　こんな俺にとっては何もかも虚むなしい現実を、いきなり強調してどうしたというのか。

　雲丹亀に視線をやる。

「……」

　彼女はイラつきを隠そうともせず、軽いアイブローの施された眉を顰めていた。

　煮物を口に含んでいる俺の顔を眺めた後に、静かに尋ねてくる。

「藤堂さん、よく食べますね」

　俺に発言権はない。

　だが、何か聞かれた以上は喋しゃべっても良いだろう。

　というよりも返答をしないと、なんか頭を蹴とばしてきそうな殺意を彼女は滲にじませている。

　どうも理由は判わからないが殺気に近い覚悟を感じるのだ。

「クラスメイトの自己紹介でも喋ったと思うが。カロリーを摂らないと俺は死ぬんだ」

「私のお弁当も食べますか」

「うん？」

　雲丹亀が、ひょいと小さな包みを見せた。

　お弁当包みであり、中には小さなお弁当が入っているのであろう。

「それは雲丹亀のだろう。俺が食べてどうするんだ」

「私は学食を食べるので大丈夫です。なんならサンドイッチでも買って、午後からの休憩時間に食べますよ。心配しないでください」

　別に雲丹亀が大丈夫かどうかではなく、俺が食べる意味そのものがないと言ったのだが。

　なんで俺が食べるんだよ。

　彼女のお弁当をもらう理由が何処どこにもない。

「食べてあげなさいよ、藤堂君」

　はん、と鼻で笑いながら桐きり原はらが呟いた。

　状況が判らないが、頭の良い桐原にとっては予定調和の流れであったようだ。

　俺は眉を顰ひそめるが、流れとしては食べなければならない様子である。

　だがなあ。

「雲丹うに亀がめ、俺は偏食家なんだが」

「……嫌いなのは残してくれてもいいです」

　で、あるか。

　ならば執しつ拗ように嫌がる理由もなかったし、ここで食わないとでも言おうものなら、二人から殴られそうであった。

　別に女に殴られてもなんとも思わんが、言葉で罵られてしまうと精神的に傷つく。

　気持ち悪いだの、藤堂君はハッキリ言って人間のクズだのと、チンチンついてんですかだの、桐原に普段から罵られて俺は傷ついていた。

　この上、雲丹亀にまでアレコレ言われたくはなかった。

「なら頂こう」

「では、どうぞ」

　ちょっとだけはにかんだ顔をして、雲丹亀が両手で大事そうに包みを渡す。

　俺は受け取って開封し、中身を見た。

　彩いろどりのしっかりとした、プチトマトやブロッコリー、ポテトサラダなどが入ったもの。

　なんというか、女の子らしいお弁当である。

「さあ、藤堂君。言ってやってくださいよ、何が食べられないか」

「うん」

　正直言えば全部嫌いであった。

　生のトマトは好きではないし、ブロッコリーはそのままなら問題ないけれどマヨネーズがかかっている。

　ポテトサラダなど原材料がマヨだし、まあこれを桐原が作ってきたならば絶対に食べないな。

　そう口にして、目を閉じて口にミニトマトを放り込む。

　やっぱり酸味が嫌いだった。

「有り難がとう、雲丹亀。ちゃんと美味しくいただくよ」

　社交辞令を呟つぶやく。

　とりあえず、我慢して全部食べよう。

　相手は桐原じゃあないんだから、俺のわがままなど通用しない。

「見ましたか、うにちゃん！　この藤堂君の口ではそれらしい言葉を呟きながら、実際にはもうなんで俺にこんなもの食わせんだよって言いたげなクズそのものの顔。何一つ隠せていませんよ！」

　え、俺そんな顔をしてたの。

　ギョっとして桐原を見る。

　雲丹亀は傷ついたように俺を見ているので、事実ではあるようだ。

「うにちゃんも知っているでしょう。藤堂君は一年の時からこうであったし、あの頃はまあ今よりも酷ひどかった。社交辞令すらマトモに口にしない異常者でしたよ。プチトマトを口にして、マッズ、なんてもの食わせるんだなどと言って吐き出す。私たちのような美少女から弁当をもらっておきながら、そこまでほざく奴やつが藤堂君でした！　それを社交辞令ぐらいは言えるまで矯正したんですよ!!」

　一年の頃の俺って、そんなに酷かったかなあ。

「この桐原銭ぜに子こが、色々と指導鞭べん撻たつをしてやって、ここまで成長させたんです!!」

　指導鞭撻って、俺の行動を気持ち悪いだの、人をあからさまに侮辱するのをやめろだの。

　何かと出会って初手から即行で見下すのはやめなさいだの。

　たまに指摘してきたことなのだろうか。

「育てたのは私だ。うにちゃん、育てたのはこの桐原銭子なんですよ!!」

　桐原がそう言い切って、びっ、と親指をまた自分の胸へと向ける。

「人の育てた肉とったら殺してもいいというルールが神こう戸べには存在します。もちろん、神戸住民であるうにちゃんもそのルールはわきまえているはずです。潔いさぎよく諦めなさい」

　神戸にあったっけな、そんなルール。

　桐原の家庭だけのローカルルールじゃないかな。

　そもそも、桐原はさっきから何の話をしているんだ。

　全く意味がわからんぞ。

「じゃあ、じゃあ、なんであんなタイミングよかったのさ……」

　雲丹亀は少し眉を曇らせて。

　本当に悲しそうに言葉を連ねる。

「私が藤堂さんのことを口にして、明日こそはって、きーちゃんに相談した次の日。なんでいきなりきーちゃんが藤堂さんと付き合うことになったの？　明らかにタイミングがおかしいよね!?」

　マジで何の話をしているんだ。

　俺は桐原を見る。

　視線が合う。

「ヒャア！」

　桐原は何故なぜか奇怪な鳴き声を発した。

　相も変わらず意味はさっぱりわからなかった。

「教えてよ！　なんで私にこんな酷いことしたのか教えてよ！　どうして裏切ったの!?」

　雲丹亀が叫んだ。

　食堂で叫ぶのは良くないと思うが、なんなら対面している桐原も先ほどから叫んでいるのでお互い様だった。

　食堂の皆は無視して飯を食っている。

　べーちゃんなどは、ラーメン半炒チャー飯ハンセットを食べ終えており、デザートである杏あん仁にん豆どう腐ふにスプーンを伸ばして顔を綻ばせていた。

　この状況でなんら動じないウチの学校の生徒もなんかおかしいと思うんだが。

　死ぬほど他人に興味がないんだな、お前ら。

　進学校の闇だった。

「事前に言ってくれるなら許したよ！　実は私も、その、なんだとか、躊躇ためらい気味にそういう話をしてくれるなら許せたよ！　ちゃんと二人どちらかを選んでくれるようにお願いする淑女協定さえ結んでやったけど!!　私の相談に乗った翌日に、お前なんつった！　きーちゃん何て言ったか覚えてる？　覚えてるよね!?」

　俺は煮物を食べている。

　桐原が作った里芋と人にん参じんと竹輪の煮物であった。

　雲丹亀の作ったお弁当は、まあ後で我慢して食べようと思う。

　どうしても駄目なら、最悪は桐原に食べてもらおうと思っている。

「アンタは、こう私に告げたじゃない。本日から藤とう堂どう破やぶ蜂はち君と付き合うことになりました。つきましては、まあ、なんだ。わかるじゃんって、こう言ったわ。もうすでに勝負は終わったんだと、私に言い含めたんだ！　それはあまりにも卑ひ怯きょうすぎるでしょう!?」

　ヒャア！　と桐原は鳴いた。

　返事をしているのかしていないのか、それは俺には判らん。

　10年以上の付き合いである雲丹亀ならわかるかもしれないが。

　泣きそうな顔をしている彼女の顔を眺めながら、ふと思う。

　今まで特に意識したことなかったが、なんで雲丹亀は化粧なんかしているのだろうか。
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　俺の見込みだが、スッピンでも普通に美人だと思うんだが。

　化粧する意味あんまりないだろお前。

「何とか言ってみなさいよ！　小学一年の頃から何一つ噓うそだけはつかない奴だったでしょうが!!」

　雲丹亀が叫ぶ。

　珍しくも、桐原は「ヒャア……」と力弱く鳴いた後に。

　ぶんぶんと首を左右に振って、ぱん、と両頰を手で叩たたいた。

　そうして気合いを入れた後に、叫んだのだ。

「ヒャア！　うっせえなあ、うにちゃん。じゃあハッキリ言ってやるよ、現実世界はお前みたいな甘っちょろいガキ向けに出来てねえってことだよ!!」

「なんですって!?」

「社会は厳しいんだと。私が元親友であるうにちゃんに、ハッキリと教えてあげましょう」

　桐原は胸を張って──まあ、貧乳なので胸などないのだが。

　平へい坦たんに乳首があるだけの胸を張って答えた。

　桐原の胸は平原で起伏がなく、まな板であった。

　俺は時々、彼女の肢体を見つめては人間の成長とは惨ざん酷こくだなと感じるのだ。

　では未成の桐原の肢体に性的に興奮しないのかと言われれば、全く別だが。

「うにちゃん。かつて武士にとって噓は恥であったそうです。この桐原もそう感じており、出来る限りは噓など吐つかぬように生きてきました。上下万民に対し一言半句にても虚言を申すべからず。仮初めにも有のままたるべし、虚言を言つくれば、癖になりてせらるる也なり、人にやがて見限らるべし、人に糺ただされ申しては一いち期ごの恥と心得べきなり。この程度の言葉は、この進学校の生徒クラスならば誰でも知っていることでありましょう」

　確か、北ほう条じょう早そう雲うんの言葉であったろうか。

　北条家の家訓であり、酷く含蓄のある言葉である。

　戦国武将の先駆けとなる北条家らしい家訓であった。

　日本人の噓は良くないという感性は、だいたいこの言葉から来ている。

「私も北条早雲公の言葉は身に染しみております。噓は良くない。そう思って、この16の齢よわいまで生きてまいりました。ですがね、明あけ智ち光みつ秀ひでは言いましたよ。仏の噓は方便と言いて、武士の噓は武略と呼ぶと。ならば、ならばですよ」

　桐原は辛つらそうに言った。

　本当に必死の表情で、この言葉だけは噓偽りないと。

　明らかな真実であると桐きり原はらは告白した。

「武士の噓を武略と呼ぶならば、女子高生の恋の駆け引きは、卑怯は恋愛そのものと呼ぶべきです」

　そうはならんやろ。

　噓は噓だし、まあ卑怯は卑怯だよ。

　何も変わらないよ。

　里芋を口に含みながら、俺はそう思う。

　だが、雲丹うに亀がめはそう思わなかったようだ。

「女子高生の卑怯は恋愛そのもの!?」

　ズガン、と雷鳴に撃たれたように雲丹亀はのけぞった。

　いや、卑怯は卑怯で何も変わらないと思うよ。

「明智光秀はこのように言っています。仏の噓は方便。武将の噓は武略。女子高生の卑怯は可か愛わいいものなり。戦国武将ですらこのように言ってるんですよ!?」

　明智光秀、最後の言葉は絶対に言っていないと思うよ。

　戦国時代に女子高生なんていないよ。

　正しくは「仏の噓は方便。武将の噓は武略。これをみれば、土地百姓は可愛いことなり」だと思う。

　女子高生じゃなくて弱い立場の百姓の噓だけは許す、優しさや憐あわれみの言葉じゃなかったかなあ。

「女子高生の卑怯は恋愛ですよ。何が淑女協定だ、何が二人から好きな方を選んでもらおうだ、馬鹿が！　無能が！　うにちゃんはだらしがないんだ！　そんな選択肢なんかないんですよ。いいか、二つに一つで、うにちゃんと私ならば、私を選ばせる。それが女子高生の恋の駆け引きっていうもんじゃないですか!?」

　凄すごいこと言うなあ、桐原。

　べーちゃんが俺の表情を凝視しながら、杏仁豆腐を食べている。

　俺は竹輪を箸で挟んで、口に運んでいた。

「きーちゃんは私との友情より、藤堂さんを選んだと？」

　雲丹亀は、震える唇でそう呟いた。

「そう言っているじゃないですか。これ以上言わせないでください」

　桐原は、震える唇で返事を吐いた。

　べーちゃんは杏仁豆腐を相変わらず口に運んでいる。

　俺は米が冷めないうちに、カツ丼を食べている。

　冷めたカツ丼は美味おいしさが半減するからだ。

「きーちゃんの馬鹿！　私たち、ずっと親友だと思ってたのに!!」

「うにちゃん!?」

　雲丹亀が食堂を飛び出していった。

　桐原はそれを追いかけようとして、そして躊躇った。

　どうにもならないだろうと、諦めの顔に満ちていた。

　さて、どうしようかと少し悩んだが。

　発言権などないけれど、俺は口を挟んだんだ。

「追いかけろよ、桐原」

「藤堂君!?」

　桐原が、俺を驚きの目で見た。

　俺は追えと呟つぶやいた。

　二度は告げぬ。

　桐原は俺の表情を窺うかがった後、それでも自分の足を止めきれずに走り出した。

「まって、うにちゃん!!」

　桐原は、雲丹亀の後を追いかけたんだ。

　ばたばたとした足音を立てて、二人は食堂を去っていったのだ。

　これで静かになった。

「ヘイ、藤堂君」

　べーちゃんが杏仁豆腐の器を片手に持ち、もう片手にスプーンを持ちながら近づいてきた。

　俺も杏仁豆腐頼もうかなと思う。

「なんだ、べーちゃん」

「一応聞いておくけど、さすがにここまでの話の流れならば、学年二位の成績を誇る藤堂君なら状況が理解できていると思うんだが」

　言いたいことは判わかっている。

　理解できている。

　話の流れくらいは、当然のものとして最初から理解できているのだ。

　全く以もって、罪深いものだと思う。

「俺のせいだろ」

　ハッキリと告げてやる。

　俺が何もかも悪い。

「いや、まあ、藤堂君が何もかも悪いとまでは誰も思わないけれども。原因だから一方的に悪いって話でもないしさあ、この手の話は」

　べーちゃんが優しく囁ささやく。

　判っているならいいんだけど、とそういった声色だった。

　べーちゃんの優しさが身に染みる。

　いや、俺が悪い。

　何もかも、俺が悪い。

　そうはっきりと口にする。

　べーちゃんは優しい目をして、まあわかってるならいいんだよとばかりに、うんうんと頷うなずく。

「桐原が──俺のことなど全く好きでもない桐原が、理事である俺の父親からの生活援助を盾に脅されて、俺との恋愛交際を強制されたのは本当に申し訳ないと思う」

　べーちゃんは頷くのをやめて、何故なぜかぴたりと動きを止めた。

「桐原の人間的尊厳に侮辱を与えるだけに留とどまらず、交友関係にある雲丹亀との縁まで裂いてしまったのは俺の本意ではない。本当に申し訳ないと思う」

　謝罪の言葉は止まらない。

　本当に申し訳ないとは思っているのだ。

　だからこそ、俺は桐原に雲丹亀を追えと呟いた。

　そのようなことでしか、俺は状況を改善する術すべがない。

「桐原は俺のことなど好きではないというのに。彼女は生活的苦難に対して抗あらがう術がなく、雲丹亀との友人関係を裏切ってまで、俺との交際を申し出たというのだ。本当に申し訳ないと言うしかない。自裁してもまだ許されぬ罪だと思っている。いや、雲丹亀からの好意は理解しているつもりだ。仮に雲丹亀に交際を申し出られても俺は受けたかどうかは判らないが……だが、とにかく二人には悪いとは思っているんだ」

　俺の罪は計り知れないのだ。

　べーちゃんはそう罵りたいのだろう？

　俺はべーちゃんに視線を返した。

「ええ……何でそうなるの？　藤とう堂どう君と桐原ちゃんの間に何があったのさ」

　だが、べーちゃんの意には沿わぬようで。

　ただ、戸惑いの言葉を寄せるばかりであった。











第七話　卑ひ怯きょうと桐原









　幼少の頃から、ずっと成り上がりを考えていた。

　私を産んで育ててくれた母のことは尊敬もしていたし、感謝もしたが、母の教えに対しては不満の嵐だった。

　人様に迷惑をかけないようにしなさい。

　困っている人がいたら助けてあげるようにしなさい。

　社会は貴女あなた一人の為ためにあるのではなく、貴女も参加者の一人として社会は構成されているのだからと。

　私たちも社会に助けられて生きているのだからと。

　そのように世にも美しい母は『ほざく』のだ。

　何を理由に『御お綺き麗れいごと』をほざいてるんだボケが！

　そんな寝言をほざいていて、私の夢や希望が叶かなうなど有り得んだろうが！

　この桐原銭ぜに子こは５００円玉硬貨でできた湯舟の中に浸つかりたいと思っている。

　福澤諭吉の一万円札でベッドを作って、焼き肉で満腹になった体を横たえるなどは母の希望通りに生きた場合は出来ないだろう。

　母は怠惰に生きることは望まず、社会に甘えることも自分に甘えることも許さずに。

　ただ凛り々りしく正しい社会人であれと私に望んでいた。

「人生は勝たなきゃ噓うそだろうが！」

　ずっと母にそう言いたくて仕方なかった。

　私はお腹なかをくうくうと鳴らしていた。

　物理的な空腹でもあり、精神的な飢えでもあった。

　コンビニで売っている飴あめも欲しければ、ブクブク育ててぶち殺した家畜の肉も十二分に口にしたかった。

　好きな時に好きな物を食べ、飽いた時間には娯楽などが欲しかった。

　ゴロゴロと怠惰に布ふ団とんの上で寝転がり、食い過ぎたゆえのゲップなども吐きたかった。

　そのような欲望を羅列する。

　美しい母はそれを許さなかったのだ。

　その美貌を利用すればいくらでも金を稼げるだろう（それを口にしたところ思いきり頰を張られた。若くして死んだ私の父親に対して以外に、その美貌を少しでも活用するのは想像するだけでも吐き気を催す行為であったらしい）母親は、私の怠惰も欲望も許そうとしない。

　幼いころから、母親は塾通いや優れた家庭教師などを私に与えられない代わりに、酷ひどく熱心な教育を強いた。

　母自らが仕事で疲れた体を引きずって、有り難がたくも小学生だの中学生だのの教科書を紐ひも解といて。

　丹念に質問や疑問はない？　今の時代はなんでも回答を調べられるから気にしなくていいの。なんでも知識を与えてあげられるわ、などとほざく。

　ご丁寧に図書館やインターネットなどを駆使して、努力を尽くして答えてくれるのだ。

　性た質ちが悪いと思わんかね。

　そうまでされては、私もあれこれ言えなかった。

　嫌と言うほどに、私の母は人生の余裕たりえる時間を私に投じていたからだ。

　私は賢いゆえに、自分の癇かん癪しゃくを母にあてつけるなど出来はしなかったのだ。

　ゆえに自分の不満や、どうにもならない思春期じみた衝動をどこにもぶつけられないでいた。

　だから。

　だからこそ、成り上がりが望みだった。

　自分の幼い情熱を、立身出世に求めた。

「金持ちになってやる！　焼き肉を食いてぇ！　芦あし屋やの一戸建てが欲しい！」

　当時まだ小学生の桐きり原はら銭子という名の少女がそう決意したのは必然でもあった。

　ロリコンが好みそうな幼い体、平へい坦たんな胸を抱えて、小さな手を握りしめながら子供心に誓った。

　もう、嫌というほどの富と名声を得て、成り上がりたかった。

　判りやすく言えば、成金になりたかったのである。

　これは私だけではない。

　小学一年生の頃には、ちょうど隣の席になった雲丹うに亀がめという名の阿あ呆ほうがいた。

　私ね！　お金持ちの男に嫁ぐんだ！

　あのね、白亜の城（ノイシュヴァンシュタイン）みたいなお城──は無理だからタワマンの最上階に住んでるレベルの大金持ちでね。

　犬はゴールデンレトリバーにラブラドール・レトリバーの二匹を飼っているの。

　子供は三人ぐらい作りたいの！

　私は専業主婦で、家事の全てはメイドさんがやってくれて私は優雅にお茶を飲んでいるの。

　好きになった男の人がなんでもそろえてくれるの。

　私のお母さんがそういう風に生きていきなさいって言っていたの。

　そのように社会を舐なめ腐った、首を絞めて殺された上に犯された挙げ句、そこらへんのドブ川に捨てられていても何も文句は言えない台詞せりふをほざくのが雲丹亀だった。

　おめえ、男女平等が叫ばれる世の中で、世界でたった一人だけ舐めたこと言ってんじゃねえよアホと。

　何度も、何十回も、私はハッキリとそう彼女に告げたことを覚えている。

　男が女を食わせてくれる社会なんぞ、日本では平成初期にとっくに終わったのであると教えてやった。

　雲丹亀は認めようとしなかった。

　彼女は愚かだった。

　だが、しかし、だ。

　私は雲丹亀のその欲望が好ましかった。

　その率直な欲望は実に素晴らしい！

　個人の能力を左右するエンジンは人それぞれだが、欲望は誰にとってもガソリンに成り得た。

　そうだ、欲深い私と雲丹亀はとても気が合ったのだ。

　お互いに馬鹿だった。

　いや、二人とも知能レベルだけでいえば高かったのだ。

　だが、まあ小学生時代はお互いに馬鹿なところもあるか。

　聞くが、アメリカザリガニを食べようとしたことはあるか。

　聞くが、駅前の鳩はとを捕らえて解体して食べようとしたことはあるか。

　そう尋ねられれば、多くの人々が「そんなもの変人のやることだろ」と答えるだろう。

　私と雲丹亀はやろうとした過去がある。

　二人は少しばかり変人なところがあり、そこもまた気が合った。

　竹馬の友であり親友だった。

　嗚呼ああ、間違いなく親友であったのだろう。

　あの日までは、運命の日まではという期限付きだったが。

「ずっと一緒だったんだ」

　そうだ、ずっと一緒だったんだ。

　この桐原と、雲丹亀はどこでも一緒に生きてきた。

　少し賢いことをやる際にも、全く以もって馬鹿なことをやる際でも、ずっと一緒だった。

　小学校でも中学校でも一緒で、高校になっても一緒だった。

　私は母の期待通りに返済不要の奨学金を得て、神こう戸べどころか全国でも有数の進学校に進むことが決まっていた。

　雲丹亀も、私に頑張って縋すがってきた。

　きーちゃんと同じ学校に行きたいと。

『金持ちの男と結婚したい！　金持ちの男探すためにきーちゃんと同じ学校に勉強していく！』

　彼女の言い分は以上である。

　高校になっても男に食わせてもらうという夢を捨てない、目が醒さめないどうしようもないアホと言うことが出来たが、まあ良いい男を摑つかむために良い学歴を積むという考えは悪くなかった。

　学歴は明確に上流階級の男を手に入れる武器として役に立つと思える。

　雲丹亀は美人だから、その辺りも世間では武器として通用するだろう。

　以前はそう口にしたこともある。

　この桐原銭子は自分の美貌を利用して、男を捕まえようと思わないけれど。

　嗚呼、どうしようもないくらいに母からそう仕込まれてしまったのだ。

　悲しいけれど、私の美貌はあの美しい母の、美人であることで得したことなどはないけれど。

　死んだ夫に、惚ほれた男に褒められた思い出を除いては何もないと。

　鬱陶しげに、そう言い募る母に私は似ついてしまった。

「貴女もいつか好きな人が出来ればわかるわ」

　そう母は言うが、その時が来るなどと全く私には思えなかった。

　理由はただ一つだ。

　男などは吐き気がするほどの阿呆しかいないというのが、私が小中の学校生活を通しての感想なのだ。

　女だから、美少女だから、そう侮あなどって自分がそれに相応ふさわしくないとも理解できずに。

　私の美貌に惹ひきつけられ、あっさりと魅了されて、恋の言葉などを文や言葉にて囀さえずろうとする。

　気持ち悪かった。

　本当にウンザリだった。

　お前らの存在が、その程度の知能にすぎない愚物が私に相応しい男だと思っているのか？

　私の傍そばにいて、ずっと一緒だった雲丹亀などは余程にマシな生き物である。

　一つのフィルターがあるのだ。

　粗雑な公立である小中までは知能指数という選別が、私や雲丹亀と、それ以外の生物には存在したと感じている。

　物事の認知がどうしても人と違うのである。

「おのれらは、どうしてこの程度のことも容易たやすく理解できないのか」

　どうしても、そう吐き捨てたくなる時がある。

　一つの文学を理解するにあたって、一つの事象を学習するにあたって、一つの物事を解決するにあたって。

　私は人より容易く全てを達成することが出来た。

　幼少時より成績では一番以外を取ったことなどないし、学校のテストなどでは判定できぬほどに他の愚物などとは格差が付いていた。

　なのに、やれクラスメイトで一番サッカーが上手うまいだの、部活のエース程度の男が私に惚れ込んで口説こうとして、周囲もそれがいいよなどと嘯うそぶくのだ。

　本気でぞっとする。

　私のような人間様がおのれらのようなチンパンジーと付きあうわけないだろうが。

　身分の釣り合いを考えろクズども。

　本音ではそう吐き捨ててやりたかったが、私とて世間体というものがある。

　頰肉を引きつらせないように努力しながら、愛の告白を拒んできた。

　拒んできたんだ。

　ずっと拒んで。

　もし男と縁を繫つなぐ機会があったとしても、私は選ぶ側だと思って生きてきた。

「嗚呼」

　両手で顔を覆う。

　かつて告白を断ってきたチンパンジーに対する羞恥ではない。

　彼らも本気であったのかもしれないと思えば、少しくらいは悪いことをしたと思う感情もあるが。

　それでも本気で悪いことをしたとは思っていない。

　私が悪いことをしたと思うのは、二人だけだ。

「謝るよ、うにちゃん。私は悪いことをしたと」

　一人目はまず、うにちゃんだった。

　雲丹亀には本当に顔向けできないことをしていると思うのだ。

　うにちゃんには悪いことをしたと理解しているのだ。

　学校の屋上ドアの前で、私は顔を覆っている。

　彼女が逃げ込んだ屋上ドアの前で、ずっと蹲うずくまりたいと思っている。

　本当に浅ましくて、恥ずかしいことをしているのだ。

　私は確かに選ぶ側だったかもしれないし、実際に選んだ。

　だが、それとてやり方というものがあるだろうに。

「うにちゃんが好きになった男を、横合いから搔かっ攫さらった。それも酷ひどく卑劣な真ま似ねをして」

　それが事実である。

　この桐原銭ぜに子こは本当に恥ずかしいことをしているのだ。

　口ではやれ女子高生の卑ひ怯きょうは可か愛わいいだの無茶苦茶を言えても、じゃあその口で自分自身を騙だませるかと言えば不可能である。

　酷いことをしているのだ。

　本当に酷いことをしているのだ。

「自分が惚れた男すらも騙しているんだから」

　うにちゃんにも、藤とう堂どう君にも、本当に二人には申し訳ないことをしている。

　だが、どうにもならなかった。

　本当に卑劣にも──藤堂君が悪いとさえ思っていた。

　桐きり原はら銭子を惚れさせた、藤堂破やぶ蜂はちという人間が悪いと。

　どうしても考えてしまうのだ。

　私が彼と出会ったのは高校一年、クラスメイトの自己紹介の時だった。

　大きな男だった。

　身長は１８５㎝を超えており、肥満の様子は欠片かけらもなく、格闘家のような薄い脂肪をまとった体をしている。

　太い声をしていて、粗にして野だが卑ではない顔をしている。

　雲丹うに亀がめなどに言わせれば、間違いなく美形の範はん疇ちゅうであるのだろう。

　私はずっと彼を見ていて、彼の方も視線には気付いていたようだが、まあどうでもよいという顔をしていた。

　大きな体を、ジロジロと見つめられるのには慣れているらしい。

　やがて、彼の自己紹介の出番が訪れて。

　このようにスピーチしたことを記憶している。

「藤堂破蜂です。本高の付属中学校出身です。中学時代はずっと学年一位を守っておりました。生まれは神戸で、今までもずっと神戸住まいでした。体格は見てのとおりです。１００ｍを十秒台で駆け抜け、ベンチプレスでは３００ ㎏を上げられます。ジャガイモを片手で握りつぶすことも出来ます。別に鍛えたわけではなく、生まれつきでこのような体なのです。スポーツに全く興味はないので、部活動に俺を誘わないでください。文化部の誘いもお断りしております。毎日８０００㌔カロリーを摂取しないと衰弱する不自由な体をしておりますので、食事の時間を邪魔しないでください。高校生活での抱負は、卒業時まで学年一位を守り続けることです。よろしくお願いします」

　嚙かみ砕くと、中学からエスカレーター式で進学してきたが、ずっと学年一位であり。

　やろうと思えば、県大会クラスの生半可な部活動内では圧倒的に蹂じゅう躙りんできる肉体スペックの持ち主であった。

　多少のウィットを利きかせたつもりか、ご飯の時間は邪魔しないでねなどとほざいていたが、通しで解釈すると部活には参加せず食事の時間などにも、クラスメイトと慣れあう気はないから話しかけるなと聞こえた。

　いや、事実そうなのだろう。

　何の興味もないように、無関心でクラスメイトの全員を眺めていた。

　恵まれた環境に生まれ、恵まれた環境で育ち、エリートとして立身出世を経て終わる人間のように見えた。

　私はなんだかそれが気に食わなくて。

「痛い自己紹介だなあ。気色悪いですよ、貴方あなた」

　そうはっきりと、その場で煽あおってやったのを覚えている。

　ああ、確かに覚えているのだ。

　彼は無関心を装よそおうのではなく、激怒するのでもなくて。

　ただひたすらに、私に罵られたことに反論せずに傷ついたとでも言いたげな顔をしていた。

　なんだコイツ。

　そのようなことが、桐原銭子と藤堂破蜂の出会いだった。

　その時は大した関心もなく、クラスメイトの紹介では離島たる沼ぬ島しま出身のべーちゃんの自己紹介などの方が、余程に皆からの注目を浴びていた。

　誰も陰気のゴリラみたいな筋肉ムキムキマッチョマンにはそれほどの興味など持たなかった。

　誰だってドスケベチートおっぱいを持つべーちゃんの方に興味があったのだ。

　私もべーちゃんをからかってはすぐ仲良くなり、親友となった。

　雲丹亀以外では、初めて心の底から認められる友人の誕生だった。

　その時は、それを素直に喜ぶぐらいの話で終わったんだ。

「私の話が聞こえてる、うにちゃん。本当に最初はその程度だったんだよ。最初から狙ってなんていなかったんだよ」

　屋上ドアに頭をこすりつけて、そのドアの向こう側で背もたれをしている。

　ドアが開くのを必死に防いでいるだろう、うにちゃんに呼びかける。

　聞こえているだろうと願いたい。

　私は本心を吐露している。

　高校一年生で何があり、どんな経緯で藤堂君を好きになって、どうしてうにちゃんを裏切ったかを告白しようとしているのだ。

「始まりは、一学期の中間テストだったんだよ。別に、私にとっては大したことではないんだよ。だって、私は賢くて。学年一位なんて取って当たり前でしょう？」

　神こう戸べどころか、周辺他県から、それこそべーちゃんみたく離島の沼島からさえ秀才英才天才がやってくる進学校とはいえ。

　この桐原と他の人間とは素養が違うのだ。

　ようやく、公立の小中とは違って私の会話についてくる知能指数の人間ばかりとなった。

　その程度の感覚でしかない。

　それでも私は高校で一番だと疑わなかった。

　たった一つ違うのは、私と同じように自分が一番だと思い込んでいる陰気なゴリラがいたことだ。

　通常の高校などで、まるで漫画やアニメのようにテストの順位が公開されるなど令和では少ないのだろうが。

　私たちの通う進学校では、競争心を煽るために掲示板に貼り出されて公表されていた。

　桐原銭子が学年一位で。

　藤堂破蜂が学年二位だった。

　ざまあみろ、という思いがなかったとはいえない。

　あのように恵まれた環境にいそうなエリートの鼻を明かすのは、私にとって少し楽しい行為に思えた。

　だが、藤堂君の反応は少し違ったんだよ。

「……」

　うにちゃんが見たことあるかどうかは知らないけれど、藤堂君は本当に困ったような顔をしていたんだよ。

　負けたことに対する憤慨でもないし、高校でも一番を取るという宣言を覆くつがえされたことへの羞恥を感じていたわけでもない。

　本当に、どこか、迷い子のように困ったような顔をしていたんだ。

　どうしよう、どうしようって泣きだしそうな顔をして、掲示板の前で突っ立ってたんだ。

　私はそれに最初戸惑ったけれど、次にこう思ったよ。

　気持ち悪いって。

　ああ、ああいうエリートなんてやっぱり挫折しやすくて、応用力にかけるんだなって。

　鼻で笑ったよ。

　そうだ、そうだよ。

　あの時の私は、まだ藤堂君のことを好きどころか嫌けん悪おの対象だったんだよ。

　あれから──そうだな。

　次は、一学期の期末テストだったよ。

　結果は知っているでしょう？

　また私が一番で、藤堂君が二位だった。

　掲示板の目の前で、藤堂君はまた呆ぼう然ぜんと立っていたよ。

　今思えば、努力したんだとは思う。

　決して挫折して投げ出さずに、また立ち直って努力したからこそ、この進学校で二位なんだよ。

「桐原さん、少し尋ねたいことがあるんだ」

　そんな藤堂君に、クラスメイトという以外は何の接点もない彼に声を掛けられたのは次の日のことだった。

　藤堂君は聞いたよ。

　どんな勉強の仕方をしているのか。

　ノートはどういう風に取っているんだ。

　親から何か特別な教育を受けたのか、塾とか、家庭教師とか。

　男女の匂いなど欠片もない、ただひたすらに勉学に関することの質問だったよ。

　私は素直に答えたよ。

　勉強していない。

　ノートなんか取ってもいない。

　親は私の勉強に良く付き合ってくれたが、塾だの家庭教師だのに頼ったことはないと。

「そうか」

　藤堂君は全く納得した様子は見せずに、酷ひどく消沈した様子で去っていこうとした。

　多分、あれは何か理由を探していたんだと思う。

　ああ、こういう理由なら俺は負けても仕方がない、そういった言い訳を探していたんだと思う。

　何か特別な努力や代償を桐きり原はらが支払ったと言うならば、自分が負けても仕方ないじゃないかと。

　そんな特別な答えが聞きたかったのだと思う。

　答えもなければ、秘密もない。

　ただ、生まれつき桐原銭ぜに子この才能が藤堂破蜂を超えているだけの話である。

　そうだ、あの時私は酷く失礼なことを最後に吐いてしまった。

「藤堂君は私より下なんだよ。いいかげん認めなよ」

　そう──単なる事実を。

　悪いとは思っているんだよ。

　今となっては本当に悪いことを言ったとは思っているよ。

　だって、藤堂君がその時どんな気持ちで、私にあんなことを聞いてきたかなんて知らないじゃないか。

　相手の事情なんて慮おもんぱかる精神性を、その時の私は有していなかったんだよ。

　まあ、これで陰気なゴリラが今後話しかけてくることはあるまいと。

　その時もその程度の話で終わったんだ。

「……二学期の中間テストの成績を覚えてる？」

　私は尋ねた。

　屋上ドアの向こう側にいる、うにちゃんに回答を求めた。

　彼女はやはり屋上ドアの向こうで背をもたれており、やがて返事は為なされる。

「またきーちゃんが一位で、藤とう堂どうさんは二位だった」

「そうだよ」

　相も変わらず、藤堂君は頑張っていた。

　彼がクラスメイトと仲良くせず、団体行動にも積極的ではないとはいえ、それでも二学期になったのだ。

　多少は藤堂君という存在への理解が進んだ。

　団体行動時に時折繰り出される、藤堂君のクズ言動にはビックリしたよ。

　世間から非難を受けそうな、女性への差別偏見を含めたクズ言動を挙げるとするとだけれど。

『癒やし系の女って他に何のとりえもない女性に対する蔑称だよな』

『無職で専業主婦希望の女って、令和の世では私は働きたくないですって自己紹介と同じだよな』

『俺は金持ちだから将来働く気など全くない。資産運用で食べていく』

『マヨネーズを食べることを俺に強制するなら、お前を訴訟する。藤堂家の資産管理会社には顧問弁護士がいるんだ』

『ミニスカを穿はいている女は全て貞操観念のない淫売ども』

『どんなに悪いことをしたらべーちゃんはそんなにおっぱいが大きくなるんだい？　それとも前世で逆に死ぬほどの徳を積んだの？』

　酷いものだ。

　思い起こせば、もう本当に一年生の頃の藤堂破やぶ蜂はちと言えばクズの代名詞だったよ。

　なんなんだ、あのモンスター。

「きーちゃん、最後のセリフだけ藤堂さんは別に言ってない。藤堂さん、男女問わず全方位への侮辱や蔑みはしてたけどセクハラは多分したことない」

「うん、最後のだけは私のセリフだった」

　口にして、べーちゃんに思いきり殴られた記憶がある。

　まあ、当時の藤堂君はそんな奴やつだよ。

　酷い奴で、大層なクズだったんだよ。

　だから、私は色々と罵ってやったよ。

　貴方あなた、そんなことを普通の人は言わねえんですよ。

　偏見と差別と侮辱に満ちた言動ばかりして、誰もかもを見下して嘲あざ笑わらっている。

　頭がおかしいんじゃないですか。

　そうツッコミを入れてやって、まあ、その、なんだ。

「そこで好きになったと？」

　うにちゃんの問い。

　私は全く以もって否定する。

「そんなわけないでしょうが。一年生の時のクズそのものの藤堂君を好きな奴なんて、此この世よにいませんよ。多分藤堂君にとってさえも黒歴史で、十年後ぐらいには自分のことをボロクソに貶けなしてますよ。首を絞めて殺してやりたいぐらいには言うんじゃないですか」

　それは容易に想像できる。

　藤堂君は酷く善良であるがゆえに、おそらくそうなるであろう。

　善良。

　そう、藤堂破蜂は間違いなく善良だ。

　藤堂君の言動はクズそのものだが、どう取り繕ってもクズだが、その、なんだ。

　同時に奇妙な善良さも持ち合わせているというのが、当時抱いた私の感触だった。

　指摘して何が問題かを丁寧に説明してやれば即座に理解を示し、公に謝罪して一定の範囲では是正するのだ。

　世の中は謝ったところで、訂正したところで取り返しのつかない発言というのは沢山存在するが、少なくとも藤堂君のそれは該当しない。

　まだまだ若いのだ。

　ちゃんと育てれば、かなりの男振りになるんじゃなかろうか。

　純粋なスペックだけを考えれば、元々が無茶苦茶にハイレベルな男なのだ。

　肉体に優れ、頭は宜よろしくて、顔も良く、金も持っている。

　あとは人格面だけだった。

　このイビツなアンバランスを、当時の私は理解しつつあった。

　だが、まだ好きではなかったよ。

　転機は。

　そうだな、こんな話は飛ばしてしまうとしよう。

　私が藤堂君に惚ほれた瞬間を言ってしまうよ。

　二学期の期末テストだった。

　相も変わらず私が一位で、藤堂君は相変わらず二位で。

　ついに、藤堂君はシャフトがへし折れたんだよ。

　彼という人間を回転させるための軸がぐにゃりとへし折れた。

　私への敗北を認めたんだ。

　私が好きになったのは。

「どうして俺はお前に勝てないんだよ」

　本心の全てを私に向けて、憎ぞう悪おを籠めて吐露した藤堂君を初めて見た時なんだ。





※






　高校の学舎よりも巨大な図書館にある、個人自習室での出来事だったよ。

　私はそこを借りて、まあ小説もたまには読むかとオフィスチェアでぐうたらとしていた。

　本のタイトルもハッキリと覚えていて、スタンダールの『赤と黒』である。

　ノックの音がした。

　私はノックに対する許可を軽く出して、まあなんとも礼儀正しいものだとさえ思った。

　拒否をすれば、多分ドアの前で一言謝罪をして、そのまま家に帰っていただろうと確信できるよ。

　彼はそういう人間なんだ。

　ドアの前に立っていた相手は、まあわかるだろう。

　藤堂君だったよ。

「そろそろ来ると思っていました」

「……お前はそうやって、なんでも先が読めるんだろうな」

　藤堂君は酷く悲しそうに呟つぶやいた。

　雨に打たれた犬のように、くうん、と鳴いていそうな声である。

「俺より桐きり原はらは賢くて、頭がよろしくて、俺みたいな不出来とは違う」

　ドアが半分開いている。

　藤堂君は個人自習室に入ってこようとしなかった。

　招待されない限り入ってこようとしないんだろう。

　吸血鬼か何かか？

「藤堂君。貴方は多分誰にも聞かれたくもないことを話そうとしている。だから入ってきなさい」

「個人自習室の二人使用はルール違反だ。ここで話す」

「……誰も見てませんよ？」

　そう優しく、囁ささやくように呟いてやる。

　馬鹿正直で愚鈍な男を窘たしなめるように、サービスで多少の色気も含んでやった。

　藤堂君は部屋に招かれて、後ろを振り返ることもなくドアを閉じた。

「御用件は？」

　優しく尋ねてやる。

　もちろん、私に尋ねたいことなどわかっている。

「どうして俺はお前に勝てないんだよ」

　返事を求めない愚痴のようでいて、どこか答えを欲ほっしているような。

　それには怒気と憎悪が明らかに籠もっていた。

　あれは藤堂破蜂という人間が物心を得てからは、初めての殺意を赤子のように吐き出した瞬間だったのかもしれない。

「一度言いました。桐原銭子の知能が生まれつき上で、藤堂破蜂の知能が生まれつき下だからです」

　丁寧に現実を突き付けてやる。

　藤堂君は両手を重ねて、指を組み、鳥の腿もも肉をへし折ったように骨を鳴らした。

　彼がその気になれば、私など三秒もしないうちに殺されるだろう。

　一つの部屋で二人きりでも、恐怖はしない。

　彼は私を殺す度胸など欠片かけらもないし、それこそ人に本気で暴力を振るったことは人生で一度もないだろう。

　藤堂破蜂は優しい男だった。

　その事実を、どうにも私は一年生の一学期・二学期での団体行動を通すことで理解していた。

　罵りの声を上げ、偏見で溢あふれ、根拠もなしに人を見下し、侮辱を口にする。

　ただ、実際に差別を強要すれば言い訳をして拒否し、そのようなことをするまでもないと口を濁すだろう。

　その差別を止めようと訴えなどはしないが。

　彼は精神的に凡愚だった。

　まるで谷川俊太郎の詩のように、隠された悪を注意深く拒む人生を送ってきた。

　だが、別に他人の悪を裁こうという考えも持っていないだろう。

　どうすれば、このように善良で悪意に満ちた、イビツな人間が育つのだろう。

　私は不思議に思っている。

　パパとママの愛情が足らなかったのか？

　それならそれで、ちゃんと良心などない悪に育つだろうに。

「その手で首を絞めますか？」

　私は藤とう堂どう破蜂という変人に興味を抱いた。

　ゆえに挑発する。

　オフィスチェアから腰を上げ、ゆっくりと歩いていき、藤堂君の眼前に立つ。

　大きな体をしている。

　だが、私から見て藤堂君は成熟などしていない子供に見えた。

　藤堂君の太い手を摑つかみ、指などを握ってやる。

　そういえば、父親などいない家庭だから、男の手など何度人生で握ったことがあるだろうか。

　このようにごつごつとしているものか。

　血管がボコボコと浮き出ている。

　私はそれを摑んで、組んだ指を解いて、その手を両方の手で握ってあげる。

「話をしましょうか。何故なぜ、藤堂君は私に負けたら駄目だと思っているんです？　よく見なさい。私は母子家庭の貧困出である女の子ですよ。容姿はとても良いいが、胸もなければ背も低い。幼女趣味の男には好かれるかもしれませんがね。まあ、武器など美少女であることと、藤堂君よりも頭が良いことだけでしょうね」

　藤堂君の手を右手で握ったまま、左手で優しく撫なでてやる。

「藤堂君は体格も良い。容姿も良い。お金だって持っている。頭だって別に悪くはないでしょう。桐原銭ぜに子この頭の回転がちょっとばかし、藤堂君よりも良いことの何が問題なんですか。私の存在が貴方の何を脅おびやかすんです」

　情報を入手しようと考える。

　藤堂君を構成する願望が何かを。

　彼のコンプレックスは？

　お前のネガティブは何だ。

　そう問いかけてやる。

「……父が、よく桐原のことを話す」

　ポツリと呟く。

　一瞬だけ情報を整理しようとして思考を止め、すぐに思い至る。

　我が高校の理事の顔だった。

　善人（グッドマン）であったと記憶している。

　別に彼の人格が善良という意味ではなく、私にとって価値があるという意味で。

　藤堂源げん十じゅう郎ろうという名前で、私に対して返済不要の特別奨学金を与えるべきだと、面接にて推薦してくれた人物であった。

　強烈な能力至上主義者の傾向が見られる。

　だが、それがどうしたというのか。

　有能な私にとってのそれは得でしかないので、やはり彼は善人（グッドマン）だった。

「お前のことばかり褒めるんだ。桐原のことばかりを褒めるんだ。彼女は凄すごい。貧困の出自でありながら、母親の愛を受けて、優れた知能を持つ子供として生まれて。教育を積みに積んで、己の苦境をひっくり返した。未成人でありながらも、強烈な自我が成立していると。ちゃんと目標をもって子供の頃から生きてきたのだと」

　それは事実である。

　あのグッドマンならそう私を褒め称たたえるだろう。

「俺とは違う。桐原は本当に褒められるべき存在だとは理解している。でも俺は君を憎んでいる」

　藤堂君が悲し気に呟いた。

　嫉妬深い幼子のように、そんなことで私を憎む理由にはならない。

「藤堂君のことだって、お父様は褒めてくださるでしょう。中学生まではずっと学年一位だったんでしょう？　高校でちょっとくらい私と比較されたからって」

「俺は人生で父に一度も褒められたことがない」

　何と？

　一瞬、理解不可能になり思考が止まる。

　いや、私の聴力は異常をきたしておらず、はっきりとは聞こえている。

　問い返すとしよう。

「一度も？」

「一度も」

　何故。

　そう呟きそうになるが、藤堂君がその答えを返してくれるわけもなかった。

　彼が一番それを不思議に思っているだろう。

　疑問を封じ込め、少し次の動作に困る。

「努力したんだ。ずっと努力してきたんだ。立派な人物に成れと。悪を注意深く拒むように生きなさいと。どうしても悪をやるならば、それこそ徹底してやるようにしなさいと。そう言われて、色んな塾に行って、家庭教師をつけられて、ずっと勉学に励んできた。怠惰はせず、ちゃんと一番を取り続けてきた。でも、父は俺を褒めてくれないんだ。認めてくれないんだ」

　なんだそれ。

　理由を考える。

　ここで単純に感情移入して激怒を口にしたり、それこそ子供じみた義ぎ俠きょう心しんに駆られようならば桐原銭子の名が廃る。

　だからその意味不明な躾しつけの理由を考えようと──するが。

　駄目だな、理由がわからない。

　藤堂君が本当の愚鈍であればともかく、決してそうではない。

　むしろ有能であることに変わりはないが、ちゃんと承認欲求を満たさないことで、酷ひどくイビツな人間が出来上がっている。

　親に認められない子供の自己肯定感が低くなることなど、藤堂君の父親も十二分に理解しているだろう。

　その程度の学識が無い人物に彼は見えないし、実際にそうではないだろう。

　だが。

　いや。

　まあ、私が気にすることではないだろうな。

　別に私には関係ないと冷たいことを言いたいわけではない。

　藤堂君は現実を認めつつあるのだ。

「俺は父に褒められたかった。でも、もう多分駄目だろうと思っている。桐きり原はらのことばかりを、俺の前で口にするようになってしまった。父は俺に何の興味もないのだと理解した」

　彼は一つの諦めを理解した。

「俺はもう、自分で好きなように生きるべきなんだと思っている。父に褒められる必要など本当は何一つないんだと、理解してもいる」

　一人の男の萌ほう芽がが眼前で起きかけていると、私は思えた。

　いつか彼は父親の支配から巣立つように思える。

　今はともかく、少なくとも高校を卒業するころには間違いなく。

　ならば、これ以上何かを言う必要もないだろう。

「だが、どうしても、何か。父が俺ではなく、桐原のことを認めたことにどうしようもない怒りを抱いていた。憎んでしまったんだ。本当に桐原には申し訳ない、身勝手な感情を抱いたと思っている」

　藤堂君は理性的であり、私に何故憎しみを抱いているのか。

　どうして、私の個人自習室を訪れて、どうしようもない感情を吐き出そうとしたのか。

　それを完全に理解して、受け止めている。

　どこにケチをつける必要があるというのだ。

「謝罪する。桐原。急に押しかけて、申し訳なかった」

　藤堂君の、体が崩れるように両ひざをついた。

　謝罪を請こう姿のように、私に手を握られたままで頭こうべを垂れている。

　謝罪はいいが。

「……」

　さて、どうしようかと私は悩んだ。

　藤堂君がどんな憎しみを私に抱いていたのかは理解しているが、別に個人自習室の部屋を蹴破られて首を絞められたわけではない。

　彼はそんなことできないのだ。

　ドアをノックして扉を開く許可を求めたから、私は許可を出して。

　部屋に入ってさえ来ないから、私は彼を招いて。

　今は、こうして藤堂君の手を優しく握ってやっているにすぎない。

　私がやってあげたのは、その程度の行為にすぎないのだ。

　だから、彼が何か贖しょく罪ざいを求めるように念入りに謝る必要もないと思えた。

　別にいいですよ、そんなの。

「うん」

　だからまあ、逆に埋め合わせと言うのは変なのだが。

　少しだけ、藤堂君に優しくしてやってもいいと思えた。

　私は少し体を近づけて、ちょうど胸の位置にいる彼の頭を抱き寄せた。

「藤堂君、謝罪するというのであれば受け入れましょう。そして、これは君へのアドバイスなのですが……貴方あなた、少しばかり自分は、自分は、と自分のことばかりを考えて、他人のことを蔑んで、冷たいところがありますよ」

　まな板のような私の胸に頭を抱きかかえられても、別に嬉うれしくはないだろうが。

　まあ、女性的な肉感ぐらいは多少あるだろう。

　何かの慰めになればよいが。

　そのようなことを考えながら、耳元で優しく囁ささやいてやる。

「人様に迷惑をかけないようにしなさい。困っている人がいたら助けてあげるようにしなさい。社会は貴方一人の為ためにあるのではなく、貴方も参加者の一人として社会は構成されているのだから」
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　ずっと幼き頃から、母に言われ続けてきたことだ。

　私個人としては何もかも戯言たわごとであると考えている。

　ギブアンドテイクの概念が通じない人間のクズで社会は溢あふれかえっていて、私のこの手の中にある藤とう堂どう君のように、口だけで何一つ悪事を働く度胸もない男なんて善良もいいところであった。

　彼はどこまでも純粋にさえ思えた。

　藤堂君は私の胸に顔を抱かれていて、少しばかり驚いていたが。

　少し目を閉じて、何もかも委ねてしまったかのように安らいだ顔をしていた。

　どれくらい、そうしていただろうか。

「……迷惑をかけた」

　本当に不思議なことだけれども。

　私は藤堂君の顔が私の胸から離れたのを、少し名残惜しく思ったのだ。

　ともあれ、私の藤堂君に対するカウンセリングは終了だった。

　私は藤堂君に、あの哀れな変人に情けをくれてやった。

　困っている人がいたら助けてあげるようにしなさいなどと「御お綺き麗れいごと」をほざく母親も、今のシーンなどを見れば満足してくれるだろう。

　それぐらいが私の慰めだった。

　藤堂君は立ち上がり、コートの泥を落としたようにして部屋を退室した。

　最後はこちらに尻を向けず、まるで面接会場か何かのように私の顔を少し見つめて、ドアを閉じる。

　ミッション・コンプリート。

　少し時間は経たったが、まだ個人自習室の使用許可時間は残っている。

『赤と黒』を読む時間は残っていた。

　だから、私はその続きを試みたんだが。

　どうにも、本を読んでいたのだが、何故なぜだかさっぱりと内容を覚えていないんだ。

　私のとても賢くて、藤堂君よりもよろしい頭に、何一つ内容が入ってこようとしない。

　面白い小説だから、いつか読もうと思っているが、まだ続きを読めないでいる。

　あの時のことを思い出して、ぴたりと手を止めてしまうからだ。

　そうだ。

　そうだな。

　あの時なんだろうなあという自覚がある。

　そうだよ、あの時に私を構成するシャフトがねじくれたんだよ。

　桐原銭ぜに子こという世界への欲望に満ちた人間を回転させるための軸がぐにゃりと歪ゆがんでしまった。

　それは今となっては理解しているんだが。

　その時は、まだ何も理解していなかったんだよ。

　私が自分の恋愛に気づいたのは、家に帰った後の夜だったんだ。





※






　ミルクと、糖蜜と、泡立つシャンペンを混ぜたような粘りがショーツに張り付いている。

　冬だというのに、ぬめぬめとした汗が全身を覆っているのだ。

　舌打ちをした。

　深夜だというのに目は冴さえており、眠ることなどできはしない。

　安物の煎せん餅べい布ぶ団とんと冬毛布に包まれながら、真横に置かれた目覚まし時計を見るに時刻は深夜十二時を回っている。

　普段は十一時には就寝しているのだが。

　発汗が収まらず、時折おかしくなるように心臓がバクバクと鳴り出すのだ。

　不安やストレス？

　自律神経の乱れか？

　とにかく、急に汗がどっと出た。

　これでは眠りにつくことなど出来はしない。

　原因を考えている。

「ホルモンバランスの乱れか？」

　生理不順などに心当たりはなく、違うように思えた。

　仕方なく煎餅布団から抜け出す。

　パジャマは好まないので、安物のショーツとナイトブラのみの体でふらふらと歩く。

　公共団地ではあるが、私のプライベートは個室を与えられることにより守られている。

　仕事で疲れた母を起こすような、小さな物音だって立てずに廊下を歩けた。

　冬だというのに粘つく湿気に覆われた姿で、なんとか風ふ呂ろまで辿たどり着く。

　シャワーを浴びたい。

　脱いだ下着を洗濯籠に放り込む。

　浴室には大きな鏡があり、自分の粗末な肢体が映る。

　私はおそらく完璧な美少女といって良い容姿をしているのだろうが、この肉付きの悪さは少し歯は嚙がみするものがあった。

　私を抱く男などには好まれないだろうな。

　そのようなことを考える。

　いや。

　何を考えているというのだ。

　男からの興味など、どうでもいいではないか。

　私は自分の美貌を立身栄達に利用する気など欠片かけらも考えていない。社会では容姿が良いことに越したことはないだろうが。

　何らかの士業、また商売をするにあたっては、必須のスキルとは考えていなかった。

　何を気にしているというのだ。

　ただ。

「まあ、藤堂君を抱きしめるには、もう少し肉付きが欲しかったところですがね」

　何に対して、何が足らなかったかを明確に口にするばかりだ。

　ふと考える。

　不意にだ、ずっと考えていたとか、そういうことではない。

　そう言い訳をする。

　そうだ、私は藤堂君などよりも頭がよろしくて、彼が紳士的に押しかけてきた時なども一ひと捻ひねりにしてやったのだ。

　完璧なまでに対応してやったのだ。

　全く以もって藤堂君などには感謝してもらいたいものだと思う。

　私はあの男を正道に導いてやったのだ。

　ただ、唯一欠点があるとすればだ。

　例えばべーちゃんや、うにちゃんという私の親友たちのように、女性らしい肢体に恵まれたならばだ。

　あの男などは、今頃完全に私の掌てに堕おちていたのではないかと。

　胸で藤堂君の頭を抑え込んだ際に、あの男から告白などをされてしまったのではないかと考えている。

　悪いシチュエーションではなかったと思うのだ。

　あの小生意気な精一杯悪ぶった男を掌に収めるのだ。

『１００万回生きた猫』という私の好きな絵本のワンシーンが脳裏に浮かんだ。

　主人公であるとらねこが、何もかもかなぐり捨てて、惚ほれたしろねこに自分が１００万回の生で積み上げてきた名誉や実績全てをぶん投げて、己の本心を差し出すシーンだった。

　あの主人公が吐いた女への殺し文句はたった一つ。

『そばにいてもいいかい』だ。

　あの一言に此この世よの男女全ての人間が、惚れた相手に求める言葉が詰まっているように思えた。

　少なくとも私などはそう思ってしまうのだ。

　私がもし男に惚れて、何かを求めるとするならば何だろうかと。

　何故か、どうしてか、そんなことを脳裏に思い浮かべる。

　現代社会を営むにおいては体力など二の次で、知能こそが何よりも大事であると捉えている。

　私などは貧困の出であるが、金だって働けば稼げるものと考えている。

　容姿など肉が骸骨に張り付いたものに過ぎず、整形でも何でも好きにすればよい。

　私は男にそのようなものを求めているわけではない。

　たった一つの純粋なる告白を求めている。

　条件による婚姻や、取り引きによる恋愛や、優れた能力を持った女と優れた能力を持った男が番つがうといった、何かそういうものをぶった切った先を求めている。

　そんなものは誰もが努力して有しているべき前提であり、もっと何かが欲しかった。

　私の為に、そうやって男が積み上げてきた能力による名誉や実績などの全てを差し出すこと自体を求めている。

　口にする。

「そばにいてもいいかい」

　藤堂君に、あの藤堂破やぶ蜂はちという人間に、あの場でそう言われたなら私は堕ちただろう。

　誰かに口説き文句で言われても鼻で笑うだろうが、藤堂君が言うならば私は心臓を撃ち抜かれただろう。

　彼は体格が良い。容姿も良い。お金だって持っている。頭だって別に悪くはない。

　その辺りは現代社会を営む上で大事ではあるが、この桐きり原はら銭子にはどうでもよいのだ。

　私の眼前で、私の前で赤子のように自分の弱さを曝さらけ出した。

　それがいけない。

　いつもの人を侮辱する眼まな差ざしや、他人を低く見ることでなんとか維持している気取ったプライドなども、父親に認められるためだけに必死にあがいた自分を守るために積み上げたもの全てを。

　何もかもを投げ捨てた彼自身を私に晒さらしてしまった。

　私はもう彼を嫌いになれないだろう。

　いや、それどころではないのだ。

　私は正直に告白をしよう。

　あの男が全てのプライドを投げ捨てて、私に告白してきたのならば。

　女としてそれを受け入れるのは全く悪くないし、そうしてよいと心を貫かれてしまったのだ。

『１００万回生きた猫』の「とらねこ」のように、彼がプライド全てを擲なげうって私を求めるのならば、私はそれを拒む気など欠片もない。

　シャワーはまだ浴びていない。

　だが浴室の鏡を見れば、私の全身は真っ赤に赤熱している。

　冬の寒さでもなく、浴室の熱気でもなく、ただ狂ったように発情しているのだ。

　私の瞳には、ハート形の瞳孔が映っている。

　嗚呼ああ、もう騙だますことなど出来はしない。

「私はあの男に惚れたのだ」

　口にして、現実を認識する。

　どうしよう。

　どうしよう？

　どうすればよいのだ？

　それだけが脳裏に浮かんでいる。

　冷静になど、もうなることは出来ない。

　けれども、私はこれでも頭が良い方だという自覚がある。

　ちゃんと恋愛プランを考えよう。

　今は不味まずい。

　まだ彼は成長段階で、少しずつ男として立派になっている最中なのだ。

　私などが告白をしたところで、彼からは容易たやすく拒まれるのが想定できる。

　俺みたいな惨みじめな男は君に相応ふさわしくないと、悲しそうな顔で真剣に拒否されるのだ。

　そうして、二度と私からの告白は受け付けないだろう。

　この桐原はとても頭がよろしいから、その展開が容易に想像できる。

　不味い。

　今は不味い、それだけは理解できている。

　だから、綿密な計画を組んで達成し、藤とう堂どう君という果実を育てて収穫を得るのだ。

　あれは私のものだ。

　桐原銭子のものだ。

　優しくしてやろうと思う。

　少しずつ、少しずつだ。

　あの男の虚むなしい生活を浸食してやろう。

　生活の細々としたシーンで、御お節せっ介かいをやいてやろう。

　本当に小さな言葉のやり取りを積み重ねてやろう。

　可か愛わいい仔こ犬いぬを調教するように、彼に教練を施してやろう。

　あの傍はたから見てどうにもクズなエリートを真人間にしてやろう。

　時間をかけてやろう。

　彼の為ために私の大事な時間を割いてのライフプランを、綿密なスケジュールを組もうじゃないか。

　二年ちょいだ。

　高校時代を過ごし、私と青春の時間を費やすことで、藤堂破蜂は桐原銭ぜに子この価値を知るだろう。

　本日行った私への懺ざん悔げのように、私を逃すまいと自分のプライド全てを擲った告白をするだろう。

　お前のためなら何でもすると呟つぶやかせよう。

『そばにいてもいいかい』と言わせよう。

　私に惚れられるということが、どれだけ恐ろしいかを彼に叩たたき込んでやる時間を設けてやる。

「私と青春を楽しもうじゃないか、藤堂君」

　発情している肢体。

　真っ赤に染まった全身に、浴室の鏡に映った自分自身にそう言葉を投げかける。

　あの男は私をきっと好きになる。

　なあに、時間をかけても大丈夫だ。

　あんな性悪にしか見えない男を、誰かに横から搔かっ攫さらわれることはあるまい。

　これだけは自信があるのだ。

　そう見得を切って、私は鏡に笑いかけた。

　まさか、よりにもよって、自分の一番の親友が彼に惚れるなんて、その時は考えもつかなかった。

　人は恋をすれば阿あ呆ほうになると言われるけれども、まあそれは確かだと証明してしまった。

　今思えば、他人から見えるレベルで藤堂君がまともな男振りに変貌しつつあったのが不味かったんだ。

　私が彼を育てすぎたんだ。





※






　自分の計画が失敗であったと認識したのは、うにちゃんが私に相談があると言われた日だ。

　三学期の冬、夕暮れが近い放課後であった。

　特別進学コースの教室には誰もおらず、居残り勉強をしたい者なども図書館の個人自習室を利用していた。

　だから、教室には桐原と雲丹うに亀がめという二人の少女。

　小学一年生の時からずっと親友だった、きーちゃんと、うにちゃんしか居なかった。

「好きな人が出来たの」

「そうですか」

　私は一つの机を置き、向かい合っている。

　私の隣席である藤堂君の椅子などを借りて、足を広げて座っている。

　うにちゃんは、ミニスカであることを意識しているのか折り目正しく両足を閉じ、両手でグーを作って太ふと腿ももに置いている。

　そこまで人にショーツを見られたくないなら、ロングスカートを穿はきなよ、うにちゃん。

　しかも今は冬だぞ。

　神こう戸べは気候が温暖であまり雪も降らないが、それでも平均気温10度以下でミニスカは狂気の沙汰だった。

　だがまあ、それは散々言ってきたことなので、この場で会話すべきではない。

　相談に乗ってあげねばならぬ。

「良い男性が見つかりましたか？　やっぱりお金持ち？」

　そういえば、うにちゃんと恋愛相談をするなんて生まれて初めてではなかろうか。

　彼女は、タワマンの最上階に住んでいるレベルの大金持ちの男と結婚するのが夢である。

　専業主婦な上に、家事もしない人生を目指していた。

　裕福なる男性の経済力で、怠惰なる人生を送ることを目標としていた。

　とってもクズなのだ。

　私と彼女はとてもクズなので、クズ同士気が合った。

　彼女と一緒に小中の公立学校に通っている際は、私同様に彼女は何十回も男性から告白を受けていたのだが、まあ表向きは申し訳なさそうに断りつつもだ。

「やれクラスメイトで一番サッカーが上手うまいだの、部活のエース程度の男が私に惚ほれ込んで口説こうとするのよ。どうして？　ちゃんと自分のスペックを鑑かんがみたことがあるの？　私やきーちゃんと同じ進学校に行くスペックもないのに？　身分の釣り合いを知れクズども。精神的に向上心のない者は馬鹿だ」と私に愚痴っていた。

　私も全く同じことを考えていたので、まあそういう意味でも気が合った。

　そんなうにちゃんの惚れた相手である。

　かなりハイスペックの持ち主であろう。

「そりゃあお金持ちだよ。私が夢に描いたスペックの持ち主の、超お金持ち。でも、きーちゃんの今考えているような怠惰な理由じゃあないよ。せっかく私も進学校に進んで学歴は積んだわけだし、彼が兼業主婦を希望するようなら働いてもいいんだ。もちろん専業主婦を望まれたなら、キチンと家事だってするよ。だって、私の作ったご飯を食べて、美味おいしいって言ってほしいもの」

　うにちゃんは両手を組み、頰に当てた。

　そうして、くねくねと何か快楽を受けたように身をよじらせる。

　はあ、そうですか。

　ここでうにちゃんは、自分の怠惰な夢を捨てて、愛に生きる道を選択するのか。

　いや、判わからないでもないのだ。

　私も惚れた男が出来て、初めて理解したことなのではあるが。

　藤堂君に何か自分が作った飯を食べさせて、咀そ嚼しゃくする姿を眺めて、もし彼が喜んだらと思えば背筋にゾクゾクとしたものが走るのだ。

　彼の大きな体の血肉そのものを、私が作った料理で維持できることを想像すると、実に快楽だった。

　藤堂君の衣服は、私が洗濯したいと思っている。

　彼の身繕いなどを全て任されて、猿山のメス猿がパートナーのノミ取りをするような仕草をしてやりたかった。

　私の手助け無しでは、もう身繕いすらできぬまでに落としてやりたい。

　彼の首をいつでも絞め殺せそうな姿勢で、ネクタイを結んでやりたかった。

　私は彼にダメ人間から真人間に生まれ変わることを強いるが、私の前では完全に弱さを見せる者であってほしい。

　私に私生活の全てを委ねてほしい。

　認めよう。

　桐きり原はら銭子は、完全に藤堂破やぶ蜂はちの心を支配したかった。

　胃袋を摑つかむなんて言葉があるが、私は彼の心臓を握りたかった。

「わかりますよ、うにちゃん」

　うんうんと、頷うなずいてやる。

　恋愛は人の心を摩ま訶か不ふ思し議ぎにするのだ。

「わかるって、きーちゃんも好きな人できたの？」

「自分でも意外なことに」

　正直に答えてやる。

　うにちゃんになら、教えても良いかもしれないな。

　私の一番の親友であるのだから。

　だが、今しているのはきーちゃんからの恋愛相談であるのだ。

　私の話題など、その後で良かった。

「さて、本格的な相談にうつりましょうか。うにちゃんが好きになった人とは？」

　水を向けてやる。

　彼女は少しだけ躊躇ためらったあと、えいや、とばかりに口を開いた。

「きーちゃんが今座っている椅子の持ち主。藤堂破蜂さん」

　一瞬、思考回路が停止する。

　ここで私の心に最初に巻き起こったのは怒りでも憎しみでもなく、何故なぜという不思議であった。

　なんで藤とう堂どう君がそこで出てくるのだ。

「アイツ、クズですよ。うにちゃんも嫌いだと以前に言ってたじゃないですか」

「言ったよ。何回も言った覚えがある。でも人の印象って変わるじゃん」

　藤堂さんは変わったよ。

　いや、元々、多分根っこのところでは悪い人ではなかったんだろうね。

　うにちゃんは語りだした。

「まあ最初は酷ひどいものだと思うよ。私が可愛いミニスカを穿はいてるのに、どうしようもない淫売がクラスにいるみたいな目で私を見下してるんだから。人をそうやって蔑んでくる偏屈なクズを好きになるわけないじゃん」

　その通りだ。

　誰に対しても、万事その調子であるのだから、私は彼を好きになる女など現れないと思っていた。

「でもさあ。二学期が終わってから、本当に他の人に優しくなったんだよ。なんだろう、社会性が向上したというか。少なくとも、あからさまに人を小馬鹿にするような偏屈ではもうないよ」

　心で舌打ちする。

　ああ、そうだ。

　判っていたじゃないか、うにちゃんは小中通して私の一番の親友であり。

　あのクソどもの泥濘ぬかるみから、唯一知能レベルにおいて私と釣り合いがとれると判断した人物だった。

　藤堂君が成長したというのならば、先入観に囚とらわれずにそれを見抜くだろう。

「あのね。きーちゃんは知らないだろうけど、私が困っているときに、ビックリするようなことを藤堂君はしてくれたの。それも何の下心もなしに、私を助けてくれたの。君が困っているようだから、それを助けてあげただけだ。人はそうするものだと俺は先日学んだばかりだって」

　舌打ちを心で繰り返す。

　糞くそが、糞が、糞が。

　この怒りはうにちゃんに対するものではなく、私の甘い見積もりに対する怒りだった。

　私は馬鹿だ。

「なんで急にあんなに優しくなったのかな。他人が困っていても平気で見捨てるような人だとずっと思ってたよ。それとも、やっぱり元々悪い人じゃなかったのかな」

　元々、藤堂君は私が惚れたほどの男であり、そして私の話を聞いて、それを純朴に守ってしまうような幼稚な精神面も持っている。

　うにちゃんが藤堂君に何をしてもらったのかはわからないが、ああ、そうだよ。

　藤堂君は日々少しずつ、少しずつ優しくなっている。

　私が彼に御お節せっ介かいをするたびに、少しずつ何かが孵ふ化かするような成長を感じている。

　有精卵から、雛ひな鳥どりが孵化するような高揚感を抱くことがある。

　嗚呼ああ、うにちゃん、うにちゃん。

　藤堂君は悪人ではなかったけれど、決して善人でもなかったよ。

　仮に藤堂君が貴女あなたに優しくしたとするならば、それは私が育てた善性なんだよ。

　アレは私が惚れて、私の為ためだけに育てている男なんだよ。

「わからないけど、そんなことどうでもいい。私は藤堂さんが好きになったよ。ちょっと癖のある人だけど、恋愛は惚れた方が負けだっていうしね」

　アレは私のものだ。

　口から言葉がはみ出しそうになるが、歯を食いしばって無理やりに止める。

「明日、藤堂さんに告白しようと思うんだ」

　うにちゃんが、藤堂君に告白したところで彼が受けるかどうかはわからない。

　だが、失敗するとは言い切れない。

　自分の頭の血肉が、沸騰するように回転しているのが理解できた。

　どうすればよい。

　人が育てている男を、横から搔かっ攫さらおうとしている。

　そんな眼前のうにちゃんから、この雲丹うに亀がめから守るためにはどうしたらいい。

　自分の一番の親友に先んじて、藤堂君を手に入れるにはどうしたらいい。

　どんな汚いことをしてでも、私はそうしなければならない！

　だが私が告白しても、藤堂君はまだ私を拒否することを理解している。

　藤堂君が私との恋愛関係を拒否できぬ方法をすぐに見つけなければ！

　考えて。

　考えて。

　私の脳裏に浮かんだ方法は、たった一つだけ。

　どう考えても、たった一つだけだった。

　強烈な能力至上主義者であり、藤堂君をまだしばらくは精神的支配下に置いている存在。

　桐原銭ぜに子こをこの上なく認めている人間。

　藤堂君の父親である理事に有能である私を売り込み、藤堂君に私との恋愛関係を強要させることだった。

　私は卑ひ怯きょうなことをした。

　一番の親友を手酷く裏切り、そして惚ほれた男も騙だますことにしたのだと。

　そのように、私が為なしたことの全てと、それに対する全ての謝罪が終わって。

　──屋上のドアが、ゆっくりと開いた。

　そこには、何かをきっぱりと許した顔のうにちゃんがいてくれた。











第八話　雲丹亀と桐原









「俺が悪いのは理解しているが、俺が行ったところでどうなるもんでもないだろうに」

　そのように愚痴る。

　愚痴りつつも、べーちゃんが何はともあれ早く行けと言うのだ。

　男として責任をとって来るのだと。

　飴あめ玉だまをあげるから、と関西のおばちゃんのように飴玉をくれたので、それを舐なめながら歩いている。

　飴玉の中身は二層構造で、嚙かみ砕くと中にガムが入っていた。

　おそらく、べーちゃんが普段から桐原に与えている菓子なのだろう。

　味を楽しんだ後に、咀嚼して吞のみこむ。

　はて、何処どこにいるのかと考えるが、まあおそらくは屋上だろう。

　以前に雲丹亀が泣いている姿を見たことがあり、その時は屋上だった。

「責任なあ」

　前から、俺とて色々と考えてはいるのだ。

　俺が原因であり、全てにおける責任があるという認識はあるのだ。

　だからこそ、何らかの結末を導き出さなければならないのは判わかる。

　モラトリアム（猶予時間）はまだあると考えていたのだが。

　このまま、桐きり原はらと高校生活を一緒に過ごせればよいと。

　何もかも見ないふりをして、きっと一生を過ごすことは出来ないだろうが、高校時代はそれでもよいと思っていたが。

　それすら贅ぜい沢たくなのだろうな。

　俺は桐原をずっと拒んでいるが、いつか自分の感情が暴走することも理解している。

　何もかもが我慢できなくなって、桐原という女の子に対して酷いことをしたり、突然暴言を浴びせたりしないかと危惧している。

　その暴走を未いまだに我慢し続けられる理由など、一つしかなかった。

　もしかして、ひょっとしたら、何かの悪戯いたずらが起きて。

　桐原が本当の意味で俺のことを好きになってくれるんじゃないかと、心の何処かでずっと期待しているのだろう。

　誰かにこれがバレれば、あまりにも卑屈だと嘲あざ笑わらわれるような恋愛感情だった。

「……」

　桐原を諦める方法については、ずっと考えている。

　元々は俺が悪いのだから、要するに父が桐原との間に結んだ契約が不履行になればよいのだ。

　俺の側に問題があればよい。

　例えば、俺に好きな人が出来たと噓うそをつく。

　勇気を出して父に反抗して、暴力を振るってもいいし、父から与えられている金を使って家出しても良かった。

　保護者がおらずとも、ホテルなどを長期利用して暮らすなどはできる。

　最悪、もうこの高校に通わずとも良かった。

　成人まで何処かに身を潜めて逃げ切って、それからまた人生を歩み直せばよい。

　桐原のことを本当に考えるならば、それくらいは責任をとるべきなのだと思う。

　何なら、そもそも父に生活援助などをさせず、俺が直接桐原に金を渡して契約破棄を告げても良かった。

　契約の履行を望む桐原のプライドを傷つけるかもしれないが、一時的なことだ。

　理屈の上では、悪くない解決方法だと理解している。

　だが俺は、未だに父に強烈に反抗することも、桐原のプライドを傷つけることも怖かった。

　あの二人に嫌われることは、本当に怖いことだった。

　だから言い訳を続けている。

　そんな懊おう悩のうを続けているのだ。

　ふと、少しだけ思いついたのだが。

「雲丹亀と付き合うのならば、桐原は諦めるのだろうか」

　少なくとも、桐原は雲丹亀との関係改善を望んでいるのだ。

　これは噓ではない。

　雲丹亀に裏切ったことを罵られた際、彼女は本当に申し訳なさそうな顔をしていた。

　もし桐原の親友である雲丹亀と付き合うこととなったと告げたならば。

　桐原は笑顔で賛成をしてくれて、俺との交際を諦めるのではないか。

「駄目だな」

　桐原は喜ぶかもしれないが、俺が雲丹亀のことをあまり知らない。

　屋上で彼女が泣いているときなどに心配をして、少し相談にのったことがあるくらいで、大したことをした覚えはない。

　利己主義の塊であった俺が、桐原に蒙もうを啓ひらかれることで、人生で初めて利他的に動いたのが彼女だったという記憶はある。

　だが、それだけといえばそれだけだった。

　俺を好いてくれるというならばそりゃあ嬉うれしいが、おそらくは付き合っていく過程で俺に失望するのが目に見えている。

　多分、俺を愛してくれるまでには至らないだろう。

　破綻が見えていることで、まして彼女からの好意を俺の都合に利用して良いわけがない。

　それでは、桐原に抱きしめられる前の俺に逆戻りだった。

　俺はあの時、図書館の個人自習室で桐原に抱きしめられた温ぬくもりを、ずっと覚えているのだ。

「恋愛とはもっと純粋なものだろう」

　少なくとも、父に命じられて桐原を傷つけたり。

　雲丹亀の好意を利用して、俺の利得に利用するなどを許していいはずがないのだ。

　もっと恋愛は美しくて尊いものだ。

　この藤とう堂どうはそう考えて今を生きているのだ。

　屋上に辿たどり着き、ドアを開ける。

　さて、桐原と雲丹亀に何をしてあげることができようか。

　不安になりつつも、ともあれ二人の様子を窺うかがおうとして。

「ウォオオオオオオ！　死ね、うにちゃん！　私の純愛ロードを邪魔する人間は蹴られて死ね！　馬に任せる気など無く、私の足でだ!!」

　思いっきり、桐原が回し蹴りを放っていた。

　雲丹亀は辛かろうじて右手の肘でガードして、叫び声をあげている。

　慣れた捌さばき方であった。

　空手の経験者であることが、その技術から窺えた。

「きーちゃんの攻撃は見飽きてんだよ！　死ぬのはお前──」

　だが、桐原もただ者ではない。

　すぐさまに蹴り足を抜き、それを軸点として後ろ回し蹴りを放つ。

「こっちは藤堂君を蹴り慣れているんです！　今までの私と思うな!!」

　うん、よく蹴り入れてくるよな桐原。

　俺はサンドバッグじゃないんだぞと何回も言っているんだが、まるで聞き分けのない子供のように暴力を俺に振るうのだ。

　人を叩たたいたり殴ったりしてはいけないと、ちゃんと母親から教育を受けなかったのだろうか。

　俺の思考を無視するようにして、顔面に蹴りが突き刺さった雲丹うに亀がめが崩れ落ちる。

「──ィ！」

　ぱっと、雲丹亀が崩れ落ちる瞬間に周囲を何か探したように見えた。

　すぐに舌打ちするが。

　アレはおそらく、何か武器が地面に転がっていないか探したのだ。

　そこに砂があれば摑つかんで目潰しに投げつけたし、そこに石があれば拳で握って桐原を殴ったであろう。

　包丁があれば、笑顔で桐原を刺したのかもしれない。

　そんな凄すさまじい形相をしていた。

　完全に目はガンギマっており、鉄砲玉のヤクザみたいな眼孔をしていた。

　ここが何もない屋上で本当によかった。

「ウォォォオオ！　ヒャア!!」

「ウォォォオオ！　ヒャア!!」

　よかった探しをしている場合ではない状況だ。

　桐原と雲丹亀は蛮族のような声を上げ、暴力を心の底から楽しんでいる様子である。
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　相手を殴ることに良心的呵か責しゃくなど欠片かけらもなく、むしろ自分が暴力を振るうことで私の望みを達成できるのだから、敵は潔いさぎよくくたばるべきなのだと。

　そのようなことを両者納得済みの決闘であるように思えた。

　お前ら親友じゃあなかったのか。

　それとも、お前らにとってはこれが小中の学校生活を通しての日常だったのか。

　公立校はイジメや暴力に満ち溢あふれていると聞いていたが、ここまで酷ひどいのか。

　怖いな公立。

　何はともあれだ。

「……行きたくないな」

　あの中に割って入りたくはないが。

　まあ、男として割り込むしかなかった。

　二人による暴力の嵐は俺の身体からだに吸い込まれる形で数分間吹き荒れて、それから止やんだ。





※






　手に嚙みつかれるのはまあ良いい。

　顔を指で引っかかれるのも良しとしよう。

　芯の入った拳や蹴りが何十回も体に突き刺さってくるのも、許せた。

　冷静に考えれば女子高生二人の攻撃など、俺にとっては造作もないのだと。

　そう気を抜いた瞬間に強烈な打撃が入り、苦く悶もんの声をあげて俺は倒れている。

「何で股間に強烈な蹴りを入れてるんですか、うにちゃん!!」

「きーちゃんが避よけたからに決まってるでしょうが!!」

　桐原は俺の腰をさすりながら、戻れ戻れとばかりにぽんぽんと腰を優しく叩いている。

　いくら頑丈な体に生まれついた俺でも、相手が女性とはいえ、空手有段者クラスによる急所攻撃だけは強烈なダメージを受けた。

「腕でも足でもへし折っちまうのは別に構いません！　ですがねえ、藤堂君の大事なところは私も使うんですよ。今後三十年は付き合っていくことになる、私の大事なパートナーなんですよ!!」

　桐原は本当に優しく俺の腰をさすっている。

　自分の大切なものが本当にひどい目に遭ったという態度だった。

「そんなの私だって同じよ！　私だって今後三十年は付き合っていく大事なパートナーを蹴っ飛ばすつもりなんてなかったわよ！　本当よ、藤堂さん。信じて!!」

　お前らにとってのパートナーとは、俺のことではなく、俺の股間そのものを意味するのだろうか。

　性的不能は離婚事由にすら該当する重大事項であるが、あまりにも酷い発言だった。

「そもそもお前ら、俺が止めに入っているのに意図的に俺に暴力を振るってたよな」

　明らかに両者の争いを俺が邪魔しているのではなく、二人がかりで俺に対するツープラトン暴力を加えていた。

　素晴らしいコンビネーションであると、褒め称たたえることさえできた。

　その暴力の対象が俺でさえなければ、と前置きがつくが。

　俺は立ち上がり、何故なぜ俺に暴力を加えたかを問う。

「何故俺はこんな酷い目に？」

　二人は答えた。

「うにちゃんが何故藤堂君を好きになったかの詳細を具体的に聞いたら、藤堂君にイラッときてたので」

「きーちゃん側の事情を打ち明けられたら、藤堂さんにイラッときてたので」

　今まで何の話し合いをしていたのだろうか。

　殴り合いは何のためだったのだろうか。

「……一応尋ねるが、話し合いは終わったのか。その、なんだ。仲直りはしたのか」

　まあ、別に俺が殴られたことも、股間を蹴り飛ばされたことさえもだ。

　二人が仲直りしたというのならば、別に水に流してもよい。

　桐きり原はらと雲丹亀は顔を見合わせ、眉を顰ひそめながら桐原が呟つぶやく。

「一応は合意に至りましたよ。私と、うにちゃんは仲直りをしました。藤堂君の奪い合いは止やめようという話はちゃんとしましたよ」

　納得はしたが、それはそれとして殴り合いの喧けん嘩かはしよう、そんな俺たちが生まれる以前の昭和バトル漫画的な展開だったのだろうか。

　桐原ならば、そのようにわけもわからぬことをほざく可能性はあり得た。

　彼女は頭がおかしいので、その竹馬の友である雲丹亀も似たようなものだろう。

　ならば、まあ納得しようと俺は大きくため息を吐ついて。

「二人で藤堂君を共有しようという話になりました。妥協案ということです」

　うん？

　一瞬、桐原が何を言っているのかなと理解できずに、空気が止まる。

「曜日で分けますか？　時間で分けますか？」

「いや、もうそこは両方一緒でいいんじゃないの。きーちゃん」

　そうか、さっぱりわからん。

　何言っているんだこいつら。

「え、何を？　お前らは何を言いたいんだ？」

「ニブイですねえ。二人とも藤堂君の彼女になってあげると言ってんです」

「そんな簡単なこともわからないのですか」

　頭の中が、困惑で埋め尽くされる。

　本気で何を言っているのかサッパリわからん。

　どんな話し合いを経たら、そんな結論に至るんだ。

「……俺と付き合うんだよな？　恋愛関係になりたいんだよな」

「そうですよ」

「そうですね」

『恋愛は人世の秘ひ鑰やくなり』という恋愛至上主義的な言葉を脳裏に思い浮かべる。

　俺の概念では、二人同時に付き合うなど不誠実の極みそのものだ。

「俺の意見を言わせてもらうなら、そのような不誠実なことは拒否するんだが」

　心の底からの恋愛に対する「情熱こそがすべて」は二分割できるようなものではない。

　だが、まあ冷静に考えれば桐原に通じるわけもなかった。

「誰が藤堂君の意見なんか聞いたんです。そんなもん聞く気ないですよ。力なき反論に何の価値があるんですか」

　桐原は凄すごいことを言った。

　俺の発言を人権のあるものからとして認めていないのだ。

「藤とう堂どうさんは黙って私たち二人の尻に腰を振ってればいいんですよ？　何が不満なんですか。え、マジで何が不満なんですか。私たち物凄い美少女ですよ」

　雲丹亀も似たようなものだった。

　公立学校出身者は生まれ育った環境が酷く、皆がこのように口汚く、頭がおかしいものなのだろうか。

　ずっと私学だったのでわからん。

　わからんが、確かなことが一つだけある。

「日本は一夫一妻制だと知っているよな」

　もう、それだけはシステムとしてゆるぎがないものだ。

　一人の男と一人の女が交際を経て、最終的に結婚することを想定している。

　もちろん、それは建前だと俺は知っているのだが。

　抵抗として口にする。

「知っています、その時代遅れの建前だけをどうするか、うにちゃんと話し合っていたのですよ」

　桐原も、その現実は知っていた。

　法律なんて建前に過ぎなかった。

　この進学校に進んだ人間ならば、誰もが知っていることだ。

「さすがにこの進学校に入ったときは驚きましたよ。実はあの大企業の社長の息子とか、娘であるとか。ちゃんと子供として認知されていて、愛情の下で養育されていて、資産の相続権だってあるのに、両親が表向きには婚姻していない親子関係の結実として生まれた婚外子。そういった人間がクラスメイトに沢山いるなんて」

　桐原がちゃんと理解していることを知り、俺は頭を痛める。

　そうだ、この学校では珍しい話ではないのだ。

　愛人の隠し子というわけではなく、不倫して妻に同意を得ずに生まれたわけでもない婚外子がクラスメイトに数人いるのだ。

　父親が複数の女性と交際を持ち、子供を産ませ、加えて明確に責任をとっている形で生まれた子供が。

　全員が上流階級の出身であり、誰もが不幸な身の上ではないという顔をしているし、事実そうだろう。

　誰もが俺なんかと違って、両親に愛された顔をしているのだ。

「この学校に入って、私はカルチャーショックを受けました。うにちゃんもそうでした。あれ、よく考えれば今はそんな時代じゃないのかと。婚外子に対する法律上の差別が平成に撤廃された事実や、多様性に対する国際的な流れだけではありません。そんな差別なんかしたら、法で訴えられてボコボコにされるのが当たり前の時代なんですよ。親が金持ちで愛情をもって育ててくれることが保証済みなら、もうそれでいい時代なんですよ」

　令和はそんな時代なんですよ！　と蒙もうを啓ひらかれたようにして、桐原は叫んでいる。

　貧乏人の男と一夫一妻制で結婚するぐらいなら、愛情と金をくれる権力者の男と婚姻関係にない子供を作った方がよほど子供の養育に対して責任を取っている時代ですよ。

　母子家庭である自分の出自と比べれば、クラスメイトの方が明らかに恵まれていると、桐原は比較して論拠を示す。

　俺はなんとなく嫌な時代だなと思うが、まあ世間的にはどうでもよい。

　桐原が言葉を繫つなぐ。

「だから藤堂君。私とうにちゃんに対して責任を取ってください。別にいいでしょ、私たち二人でも」

　世間がどうかなんてどうでもよくて、俺がそんなことをするのは嫌ということが問題なのだ。

　俺の愛情は二分割できるようなものでないという価値観で生まれている。

　そもそも俺の家庭は一夫一妻だし。

　俺にとっての父親は、母以外の誰も愛さずに、ずっと家にいるものなのだ。

　さて、どうしようと悩むが、どうすればよいのだ。

　二人の女性と付き合うなんて不誠実とは先に口にしたが、現代環境論により明確に否定されている。

　女性側が納得しているのに何が問題だと言われれば終わりだ。

　ここで最終的因果による婚外子なんて、出自がマトモじゃないから子供が可哀かわいそうなどと口にすれば、国際的流行に逆らう明確な人権差別主義者であり、俺の人格がゴミクズだと批判されることとなる。

　クラスメイトには蔑視をされるだろうし、下手をして彼かれ等らの親にでもばれたら社会的制裁を受けるかもしれない。

　桐原と雲丹亀のことが嫌いだから？

　それは噓うそであり、二人を騙だますのは困難だ。

　桐原のことは本音を口にすれば愛しているし、雲丹亀のことも別に嫌いじゃない。

　というより、俺は俺のことを好きな女が好きだ。

　本当に恥ずかしい話だが、それが本音だ。

　その点で、もう俺のことが好きだと口にする雲丹亀を否定するのは困難だ。

「えーと」

　状況の打開策を考える。

　俺にとっては『そういうことは人として不道徳の極みであり、女性に対して不誠実なのではないか』という、酷ひどくあやふやな──頭の良いい桐原にとっては、旧世代の亡霊の妄言として、即座に論破されそうな価値観を守るために抵抗しようと思うのだが。

「私たち母子家庭育ちである立場ゆえに、そろそろ男を手に入れて母親たちを安あん堵どさせてあげないといけません」

「私ときーちゃん、二人の相手をする男です。まあ、藤堂さんならそれに相応ふさわしいと私たちも妥協します」

　なんとなく、この二人に抵抗するのは困難な気がしているのだ。

　正直、桐原のことを愛しているという弱みがある状況で何ができるというのか。

　唯一抵抗できるのは、桐原が俺の本音を知らないということぐらいだ。

　だから、だからだ。

　先延ばしだ。

　俺は最後まで現実を留保する。

「それじゃあ、なんで二人は殴り合っていたんだ。恋愛に対して妥協できて仲直りしたんだろ？」

　話をそらして、モラトリアム（猶予時間）を求めた。

「そう、それですよ。別に子供のことはなんとかなるとして、本妻と妾めかけなら本妻の方がいいんですよ！」

「世間的評価なんてのはどうでもよくて、お互いのどちらかが下というのは気に食わんのです！」

　そこら辺の価値観は保守派なのな。

　それで？

「お互いに殴り合って、最後まで立っていた方が勝ちということにしました。藤堂君の本妻決定戦ですよ!!」

「体格で勝り、空手有段者の私に勝てると思わないでよね！」

　なんで急に価値観が蛮族になるんだろう、この二人。

　育った公立校が駄目なのだろうか。

　ひょっとして、校庭に週一で暴走族が殴りこんできたり、窓ガラスがそこら中で割られていたり、コーヒー豆の大きな麻袋に包まれた少年が、複数人から棒で殴られてリンチされていたりするのだろうか。

　俺の公立学校とはそんなイメージだ。

　ピクリとも動かなくなったコーヒー豆の麻袋に、血が滲にじみ出ているとか、そんなの。

「それじゃあ、続けますよ。うにちゃん、勝負が終わった後の蒸し返しは無しですからね!!」

「承知も承知！　ずっと、昔から物事を解決するには暴力が一番だって、人類の歴史が定めてきたんだから!!」

　俺はため息を吐ついた。

　争いを止めようかと思ったが、そもそも発言権が俺にはなんとなく存在しないように思えた。

　割って入ったら、もう一度どちらかに股間を蹴とばされるのを恐れただけでは、決してない。

「ウォオオオオ！　死ね、うにちゃん！　ヒャア!!」

「ウォオオオオ！　死ね、きーちゃん！　ヒャア!!」

　俺は背後にふと気配を感じて振り返る。

　屋上のドアが少しだけ開いており、そこに長身のべーちゃんがいた。

　うっとりとした瞳で、美少女二人がお互いに暴力を行使する姿を見つめている。

　彼女は人が殴られることも、殴ることも大好きだった。

「まともな奴やつはいないのかな、この学校」

　多分いなかった。

　本当に悲しいけれど、俺のことも含めてそうだった。





※






　そろそろ昼休みが終わって授業だから、一度戻ろうという割と冷静なツッコミをべーちゃんが吐いて。

　決闘は放課後に持ち越された。

　持ち越されたんだが、放課後の屋上には、何故なぜかやる気満々のべーちゃんがいた。

　フィンガーグローブを手にしっかりと装着した、べーちゃんが佇たたずんでいたんだ。

　ムエタイで試合前に行われる踊りである『ワイクルー』を模したダンスを踊っている。

　ムエタイの選手は師クルーに合掌ワイするという意味であれを踊るが、べーちゃんは何に対して合掌しているのだろうか。
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　これから眼前で死にゆく者に対してだろうか。

　俺は悩んだが、一応は尋ねたんだ。

「べーちゃん、俺のことべつに好きでも何でもないよね？　桐きり原はらと雲丹亀の争いに交じる理由ないよね？」

「うん。でも人を殴れるから」

　べーちゃんはいい笑顔だった。

　桐原と雲丹亀はマジで関係ないじゃんと叫んでいたが、べーちゃんは聞く耳持たないので頑張って抵抗していた。

　身長１８０㎝の巨きょ軀くで、下手なスポーツ選手などよりもよほどに恵体を誇るべーちゃん相手には頑張った方だとは褒めていい。

　でも、結局は駄目だったよ。

　ツープラトンで殴りかかっていたけど、一方的に蹴散らされていた。

　なんというか、自転車がダンプカーに撥はねられている交通安全動画みたいなシーンが何度もあった。

　二人は悲鳴を上げていたし、何度かお互いを盾にしたり、最後には命乞いもしていた。

　でもべーちゃんは全く聞いてないんだ。

　命乞いする雲丹亀の顔などを前蹴りで蹴とばしたり、倒れた桐原の足を踏みつけたりして、苦痛の喘あえぎ声を楽しそうに聞いていた。

　完全に暴力に酔いしれていたんだ。

　強いな、べーちゃん。

　俺も本気を出せば同じことができるが、あそこまで人を無慈悲に殴れない。

　どうしても『これをやれば相手は死んでしまうのではないか』というストップがかかる。

　べーちゃんのように、無抵抗の相手の頭に全力で金属バットを叩たたきつけるような真ま似ねはできないんだ。

　だから、桐原と雲丹亀は降参したんだ。

「貴女あなたが正妻でいいです！」

　と。

　でも、べーちゃんはこう言ったんだ。

「私、別に藤とう堂どう君のこと好きでも何でもないし……」

　じゃあなんで交ざってるんだよ！　と雲丹亀が叫んでいたが、そりゃ暴力を振るえるからだろうな。

　人を殴るという行為にべーちゃんは快楽を感じているそうだ。

　拳が相手の肉骨を殴おう打だし、軋きしむ音が生じたときに自分は生に満たされている感覚があるんだと呟つぶやいた。

　その言葉を最後に、何もかもが満足したといった風ふ情ぜいで立ち去って行った。

　もちろん、ボコボコにされた桐原と雲丹うに亀がめを放置したまま。

　二人は重傷とまでは言わないが、全身打撲の状況であり、マンホールで日干しになったアマガエルのようにひっくり返っている。

　流石さすがにこれを放置するわけにもいかんので、仕方なく二人を背負って帰ろうと考えている。

　雲丹亀を背負い、空いた左腕に桐原を抱えることくらいはできる。

　校門まで運んで、タクシーで家まで連れて帰ってやるか。

　俺は雲丹亀の家知らないけど。

　逆に、雲丹亀のおじいさんの家である空手道場なら知っているのだがね。

　そんなことを考えながら、桐原と雲丹亀が屋上で大の字になりながら喋しゃべっていた。

　会話のやり取りを横で聞く。

「べーちゃん頭おかしくない？　絶対サドだよ。いつか暴力事件起こすよ」

「あんなにおっぱいが大きいんだから、悪人であることは間違いないよ」

　べーちゃんの乳の大きさは、別に罪悪が理由ではないと思うが。

　決して現世で悪いことをしたからおっぱいが大きくなったり、前世で徳を積んだからおっぱいが大きくなったわけではないんだ。

　まあ、あれだけ暴力的でも、どこかでどうしようもないマゾの男ぐらいなら捕まえられるだろう。

　俺はマゾじゃないが。

　彼女が俺に興味ないのと同様、俺の側だってべーちゃんは御免だった。

　死にたくないもの。

「うにちゃん、勝負はお預けですね。また後日」

「きーちゃん、またやろうね。阿あ部べさんのいないところで」

　またやるのかお前ら。

　何処どこからか、またべーちゃんが聞きつけてきて、君らを意味もなく殴打するオチが付きそうな気がするのだが。

「嗚呼ああ、でもよかったよ。うにちゃんと仲直り出来て。少なくとも私の心は晴れた」

「私もそうだよ。これで仲直りだよ。きーちゃん」

　まあ、とにかく二人が仲直りできたというならば良かった。

　それで何もかもが終わりになれば、少なくとも俺は幸せなのだが。

「で、どうします。これから」

「そうですね」

　さっさと校門まで運びたいのだが、俺は空気を読んで立っている。

　何せ、二人に対しての発言権が無かったし、何か抵抗できるようでもないのだ。

　俺はずっと考えている。

「まあ、なるようになるんじゃないですかね」

「なるようになるかー」

　まだモラトリアムは残っていると考えている。

　桐原や雲丹亀などは将来の展望だとか、何になりたいだとか、どうしたいとか。

　そういった子供の頃からの具体的な願望があり、それを実行しようとしているのだろう。

　この進学校に入学し、知識を積み上げ、おそらくは最高学府にでも入って夢も何もかもを摑つかむだろう。

　俺としては、眩まばゆいばかりだった。

「まあ、とりあえずやりたいことはあります」

　俺にはこれといってやりたいことなど、何もない。

　なりたい職業も、人生を懸けてやり遂げたいこともない。

　かといって、将来への不安もない。

　育ててくれた、親から望まれていることさえもなかった。

　優秀に育つべきであることは望まれたが、別にこうしろだの、ああしろだの指図されたことはない。

　ただ一つだけ、どうしても俺が理解できないのが、父が俺のことを認めてくれないことだった。

　人生で一度も褒められたことはない。

　それだけが心に引っかかっていた。

「うにちゃん、『新世界秩序（ニュー・ワールド・オーダー）』を知っていますか」

「知っているよ。あの何故か私たちの通学路途中に都合よくある高級ラブホテルのことだね」

　だが、もうどうでもよいことだろうとは思っている。

　心残りはあるが、俺は高校で桐原銭ぜに子こという女性に出会ってしまった。

　恋をしてしまったんだ。

　利己主義そのものの俺が、利他的な愛を知った存在そのもの。

　俺にとっての初恋で、彼女が幸せになれるという条件が達成できるのならば。

　俺はどんな道を歩いても良いと覚悟ができる存在だった。

「今から三人で行きませんか！　ほら、べーちゃんに負わされた擦り傷や、痣あざなどが浮き出てきましたよ。もう、これはド変態の藤堂君にとってはとんでもないご褒ほう美びですよ！」

「ド変態の藤堂さんにとってとんでもないご褒美!?」

　桐原を手に入れるためならば、俺はどんな汚いことでも可能な気がしている。

　自分のプライドを売り払って、父が契約したとおりに、桐原を穢けがしてしまうことだって悪くないと思っている。

　どうしても悪をやるならば、それこそ徹底してやるように、桐原という人間を鎖で繫つないでしまいたいと思っている。

　だが、その結果として桐原に少しでも嫌われてしまうのならば、俺はもう何もできないだろう。

　そこまで俺は彼女に惚ほれ込んでしまった。

「まるで藤堂君が性欲の顎あぎとを開放して、私たちを力ずくで無茶苦茶にして、泣きながら抵抗する私たちを凌りょう辱じょくしてる感が出ますよ！　もう藤堂君の性癖を無茶苦茶に捻ねじ曲げるには十分な状況が整っています!!」

「なるほど、藤堂君が私たちの傷口や痣を舌で舐なめ回すたびに、快感とも痛みともとれぬ喘ぎ声を耳元で囁ささやいてやると！　そういうわけだね!!」

　俺は桐原が好きだ。

　愛しているんだ。

　心の底から愛しているんだ。

「二人で藤堂君の性癖のシャフトを捻じ曲げてやるんですよ!!」

「ウォオォオオオオオオ!!」

　それはそれとして、桐原は頭がおかしいと思っていた。

　それも噓うそではなかった。

　その親友である雲丹亀も大概頭がおかしかった。

「さっさと帰るぞ」

　俺は二人の戯言たわごとを無視して、家に連れて帰ってやるつもりだ。

　まあ、なるようにしかならんだろうなと。

　このまま、桐原や雲丹亀にちょっかいをかけられて、流されるように高校時代は終わるだろうと思っている。

　いつか、何か、大切なものを切り捨てたり、どうしてもこれだけは欲しいというものを選ぶ時が、決断は迫られるだろうが。

　モラトリアムが終わる日は来るのだろうが。

　俺の青春はきっと桐きり原はらを愛したときに始まって。

　同時に、まだ始まったばかりに過ぎなかった。











エピローグ　藤とう堂どうと桐原









「炒チャー飯ハン作りにきました」

　べーちゃんに桐原と雲丹亀が半殺しにされてからの数日後。

　深夜の二時であった。

　俺の自宅はオートロックマンションの最上階であり、不審者はエントランスフロアから先に侵入できない。

　フロントのコンシェルジュに対して、俺や両親が許可を出さなければエレベーターを利用することさえできないのだ。

　ゆえに、誰が来たかはドアを開ける前から分かっていた。

　俺は彼女からの電話を受けてから、ずっと玄関前で待ち構えていたのだ。

　ドアを開けて、深夜の月光を浴びる桐原は相変わらず美しい。

　俺は身長１４０ ㎝にも満たぬ、発育不良で貧乳の彼女にゆっくりと尋ねる。

「今日は何を買ってきた？」

「カニ！」

　元気のよい返事である。

　桐原が、俺の眼前に『カニ』を差し出してきた。

　身長１４０ ㎝の短たん軀くに見合うサイズの、小さな手が握るもの。

　それはカニカマであった。

　より詳細に正式名称を口にすればカニカマボコであり、それを省略して読めばカニカマで、桐原に言わせるところであれば『カニ』であった。

　桐原よ、違うのだ。

　それは世間では『カニ』なんて絶対に呼ばないのだ。

　主な原料はスケトウダラで、カニ風味カマボコであって、もっとはっきり言えばカニ肉なんて一切入っていないのだ。

　だが、桐原はカニ風味カマボコを『カニ』と呼んだ。

　俺は怖くなって聞いた。

　震える手で尋ねた。

「桐原、一つ尋ねるが本物のカニを食べたことあるのか？」

「ありません！」

　ないんだ。

　元気よく答えた桐原に対し、俺は泣きそうになった。

　いくら貧困層の人たちでも、普通はカニぐらい食べたことがあるんだよ。

　だが桐原にはなかった。

　どんだけ貧乏なんだよと、俺は泣きそうになった。

「なんで悲しそうに顔を両手で覆うんですか藤堂君。ぶっ殺しますよ！　私めが、うにちゃんとの喧けん嘩かに巻き込んだ先日のお詫わびも含めて。炒飯を作りに来たというのに！」

　違うんだ、桐原。

　ちょっと悲しくなっちゃっただけなんだよ。

　お前を侮辱したいわけではないんだ。

「……桐原、今度カニ食べに行こうな。いや、今度というか、近日中にすぐに行こう」

「いや、藤堂君。マジでその慈愛に満ちた表情は止やめてくれませんか？　なんでマジで泣いてるんですか。何か悲しくなってきます。カニは食べたいですけど。本当に食べたことがないから。え？　どうせカニカマと同じじゃないんですか!?　私の母は大して変わらないって言ってましたよ」

「明日まで待ってくれ。本物の蟹かに料理を食べさせてやるよ」

　マジで食べたことがないのか桐原。

　お前は母親に騙だまされている。

　何処どこか蟹料理の店でも予約しておいてやろう。

　個室の方が良いいだろうか。

　いっそ、タラバでもズワイでも蟹を一杯だけ買って、この間買った七輪で焼いてやっても良いかもしれない。

　俺が身をほぐして取り出してやっても良いと思っている。

　しかもお前、そのカニカマ半額シールが貼られているじゃないか。

　マイナス50円されただけじゃないか。

　しかも消費税はキッチリとられていて、カニカマは58円であった。

「それはそれとして、炒飯作りに来たんですよ。カニチャーハン」

　カニカマで炒飯を作ってもカニチャーハンにはならないぞ。

　それはカニカマ炒飯であって、カニが具ではないんだ。

　そう口にしようとしたが、桐原が両手を振り回して激怒することは目に見えているので止める。

　ぼこぼこ意味もなく殴られるのは嫌なのだ。

　仕方なくもキッチンまで案内してやる。

「可か愛わいい私めが炒飯を作りに来ましたよ。炒飯作るならいまのうち……」

　ぼそりと、背後で桐原がのたまう。

　普通の人は深夜二時に炒飯を作らないんだがな。

　昔風に言えば丑うし三みつ時どきだが、普通は皆が寝ているのだ。

　もちろん両親も寝ているし、今起きているのは俺と桐原だけだ。

　もはや慣れたもので、一切起きてくる気配もなければ、俺たちが騒いでも止める気はもうないだろう。

「こんにちはＩＨ調理器さん。貴方あなたはあのガスコンロの野郎と違って、私を舐めていないから好きですよ」

　桐原が２００Ｖの常設ＩＨ調理器さんに挨拶をしている。

　別に桐原のオウチにあるガスコンロの野郎は、桐原を舐めているのではなく故障しているだけである。

　というか、たまに火が付かないのは明らかに壊れている。

　所詮は意思持たぬ物体に過ぎぬガスコンロの野郎が桐原を舐めているわけではないのだと。

　そう諭そうとするが、まあ桐原は聞いてくれぬだろう。

　口を閉じる。

「それではカニチャーハンを作りますよ！　深夜二時にご機嫌な食感を貴方にもたらしますよ？　準備はできましたか藤堂君!?」

「いや、別に炒飯を作るのはもう諦めたけれどな。それはカニチャーハンでも何でもないかなって……」

「作りますよ！」

　桐原は、えいえいおー、と右手を高く振り上げて炒飯を作る仕草を見せつけている。

　どう考えてもカニカマではカニチャーハンにはならないんだ。

　それは偽にせ物ものなんだ、桐原。

　そう言いたいが、口を閉じる。

　何故なぜかぽろぽろと涙さえ出た。

　どうにも。

　今回は言うべきことがあるのだが、何も言い出せずにいる。

「桐原」

「なんですか、藤堂君。炒飯を作りますよ」

　別に炒飯は作っても良いのだが。

　それはカニチャーハンではないが。

　言いたいことは別にある。

「……俺も手伝おう」

　料理に対し、手伝いの申し出であった。

「おや、どうしたんですか急に。いつも手伝ってくれず、様子を見守っているだけの癖に」

　こてん、と桐原が首を傾かしげる。

　不思議そうに俺を見つめるその顔は魅力的で、少女の像を模したように人形的であり、象牙のような肌をしていた。

「なんとなくだ。なんとなく」

　そう口にする。

　いつも、背後から桐原が俺に料理を作る姿を見ていた。

　別に料理を手伝うのが嫌だったから、そうしていたわけではない。

　俺は俺のために料理を作ってくれる桐原の後ろ姿が大好きだった。

　大好きなのだ。

　もっとはっきり言えば、この身長１４０ ㎝の小さな後ろ姿を愛していた。

　このようなことを考えるのは気恥ずかしいが、俺は何もせずにただ黙って桐きり原はらが『俺のためだけに』料理している後ろ姿を眺めていると、それだけでこの世全ての幸福を味わっているような感覚を味わえた。

　だが、違うのだ。

　関係を変えていくべきなのだと思っている。

「俺も料理ぐらいは知っておくべきだろうと思う」

　愛している。

　桐原を愛している。

　本当に恥ずかしい話だが、多分、この世で一番愛しているとさえ思うのだ。

　まだ高校生のガキが何をと思われるかもしれないが、桐原に対するこのような感覚を俺は今までの人生で知らないし、この先も味わうことはないと思うのだ。

　だが、この愛が成じょう就じゅすることはないだろうとも考えている。

「デレ期？　ついにデレ期が来たんですか？」

　桐原は不思議そうに俺の様子を窺うかがっている。

　いや、デレ期がなんだかは知らないが、俺も料理の一つぐらいは覚えておくべきだろうと。

　桐原が俺の前からいなくなった後に、俺一人だけでも生きていく術すべをと──痛い。

「ヒャア！」

　桐原が、俺の横腹を手刀で突き刺していた。

　相変わらず言葉の意味はわからない。

「藤とう堂どう君！　手を洗って、とりあえず皿を出しなさい！」

「ええ……」

　桐原はいきなり威勢よく、俺の腹を突く。

　俺は素直にのたのたと歩き、キッチンの水で手を洗うことにした。

　何故桐原が俺の腹を突いたのかはさっぱりわからないが。

「なんか、ものすごく不要で余計なことを考えたのだと、この桐原めは看破しましたよ!!　今回の手伝いはここまででＯＫです」

　ともあれ、桐原を怒らせたらしい。

　俺は大人しく棚から皿を取り出す。

　もっと他にもなんかさせろよ。

「藤堂君！　貴方は黙って、椅子に座って私の尻を眺めていればよいのです!!　そのまま我慢が出来なくなって襲ってくれても許してあげますよ!?」

　びしっ、と桐原が俺の顔を指さして。

　なんというか卑ひ猥わいなことを口走る。

　絶対に襲わないが。

「たまには本音を喋しゃべってあげましょう。私は藤堂君に何か自分が作った飯を食べさせて、咀そ嚼しゃくする姿を眺めて、もし貴方が喜んだらと思えば背筋にゾクゾクとしたものが走ります」

　それはいいが。

　桐原がそれを本音で言っているのはわかる。

　あまり噓うそはつかない女だから。

「貴方の体の血肉そのものを、私が作った料理で維持できることを想像すると、実に快楽です。だから、そのまま私の後ろ姿を眺めていてください。今回の手伝いは皿を出すだけで結構」

　本音で喋っている。

　そのはずだ。

「藤堂君はいつか──この関係が終わりを告げると考えているようですが。望みさえすれば、この関係はきっと死ぬまで続くはずです。たとえば、今私にキスをすれば」

　それが俺を勘違いさせるというのだ。

　懊おう悩のうは募る。

　ひょっとして、桐原は俺のことが本当に好きなのではないのかという勘違いをしそうになるのだ。

　時として、桐原の瞳にハート形の瞳孔が見えるときさえある。

　この俺の思いは、愛は一方的なもののはずである。

　だが、手を伸ばしさえすれば。

「それではカニチャーハン作りますよ」

　ぷい、と後ろを向いて、フライパンに油を注ぐ桐原を。

　肩に手を置いて、自分の口元へとぐいと顔を振り向かせて、キスをしてやれば。

　きっと、桐原の何もかもが、今夜中にも手に入るのだと考えたが。

　──俺にそんな度胸は、まだなかった。

　まだ、もう少しだけ足りないのだ。

「……」

　懊悩して、頭を抱えながら、桐原の誘いを拒んだ。

　フライパンが熱されて、油が軽く跳ねる音が鳴る。

　桐原は、そのまま振り向かずして。

「この、いくじなしが。高校生活が終わるころにはキスしてもらいますからね」

　俺を煽あおるような、それともこの瞬間さえ、何か俺の懊悩とした苦く悶もんの声を楽しんでいるかのような。

　そんな言葉を口にした。
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エクストラ　深夜炒チャー飯ハンの醍だい醐ご味み









　そういえば、何故深夜に炒飯なのだろうか。

　小豆色のブレザー、赤のネクタイ、チェックのスカートという制服姿でぶらつきながら、鼻唄交じりに。

　24時間スーパーの中で、賞味期限ギリギリ半額セールの食材コーナーで立ち止まっていると。

　この桐原銭ぜに子こはふと気づいたのだ。

　私は何故深夜二時に、藤堂君の家に押しかけて炒飯を作っている？




「なんで炒飯なんですかねえ」




　深夜二時、炒飯作るなら今のうち。

　そんな自分の固定観念に疑問がわいた。

　深夜二時──夜中に押しかけるにはそれなりの理由がある。

　藤堂君の理性を捻ねじ曲げるためだ。

「陰陽説」によれば陰の妖気がもっとも強くなる時間帯であり、人の正気に過あやまちを起こさせるには最も良い時間帯である。

　あれだ。

　私はのんびりじっくり、藤堂君を自分にふさわしい立派な男として育てあげるつもりなのだ。

　可か愛わいい仔こ犬いぬを調教するように、教練を施してやるように。

　だが別に、藤堂君の理性が蒸発をして、どのようなことをしてでも私が欲しいと叫ぶなら押し倒されても構わないという期待がある。

　先に彼の心臓を鷲わし摑づかみにしておくというのも悪くはない。

　ちょっとばかし恋愛の順序が前後することになるが、まあ問題はない。

　それはそれとして──例えば、藤堂君に口にしている理由は噓でもないのだが。

　私の固定観念が生まれた真なる理由は別にある。

　誰もいない。炒飯作るならいまのうち、と。誰もが寝静まっている時刻。炒飯とはそんな時に作らねばならんのだと、我が父は言っていたそうだが。

　ネットミームか何かだろうか？

　そんなことを口走る愉快な父を知らぬ身の上であった。

　顔ぐらいは写真で知っているが、私が母の腹の中にいたころに死んだ。

　ゆえに、まあこの言葉を誰かから聞いたとすれば母からであった。

　母の弁はこうだ。




「炒飯は偉大である」




　母は炒飯の信奉者であった。

　何故なぜかあの時の母は、両手を掲げて何かを導くかのような姿勢をしていた。




「まずは炒飯という料理が良い。どんな料理下手でも、火を通す工程が存在するので、とりあえずは食べて腹を壊さない物が出来る。具材にもよるが、炒飯を嫌いな人間はカレーを嫌いというレベルで数が少ない」




　炒飯の汎用性を語る。

　この点で、どうしようもない偏食家である藤堂君の夜食にはふさわしいように思えた。

　それは事実だ。




「調理に10分とかからない。深夜お腹なかがすいたので、パっと調理して何かを食べたい。そんなときにこそ炒飯！　材料は冷蔵庫の残り物を刻めば大体なんでもオーケー！　カマボコ良し！　肉良し！　野菜良し！　具材が多ければ多いほど、なんか豪勢感が出る！　逆に卵とコメだけでもいけるのが炒飯の特長です!!」




　びしっ、とあのとき何故か母は、決めポーズをしていた。

　ポーズを決めた意味はわからないが、何かポーズをしていたのだ。

　映画「サタデー・ナイト・フィーバー」に出てくるジョン・トラボルタが決めている、あの右手の人さし指を高々と天に突き上げるポーズである。

　愉快な母である。

　私は母のこうした部分がちょっと苦手であったが、まあ好きか嫌いかでいえば好きだった。

　いつか同じポーズを藤堂君の前で決めて「トラボルタ気取りか」と罵られたいものである。

　藤とう堂どう君はジョークがわからないから、比較的どうでもよいことに無駄なツッコミを入れたがるのだ。

　そんな藤堂君も可愛い。

　すごく愛いとおしい。

　ああ、いや違う、炒飯の話であった。




「チャーシューの代わりにカマボコを使うなんて貧乏飯？　いいや、これは大きなチャーシューを具材にするのは胃がもたれるという気遣い。レタス炒飯なんて邪道？　いいや、これは野菜も食べなさいという気遣い！　炒飯の定義は米・チャーシュー・長ネギ・卵とされているけれど、お肉よりお腹に優しいカマボコや、レタスとの組み合わせが邪道なんて言われてなるものですか！」




　びしっ、とあのとき何故か母は、決めポーズをしていた。

　映画「ブラックパンサー」の腕をクロスさせる『ワカンダよ永遠なれ』なるポーズを決めている。

　それは黒人さんがやるから格好いいのであって、母は残念ながら純日本産のアジア人種である。

　あんまり決まっていなかった。

　というか、炒飯の具材が邪道かどうかの話に、マーベルコミック原作の映画「ブラックパンサー」は何一つ関係がなかった。

　ワカンダが永遠かどうかと炒飯は、何一つ関係がない。

　母は、とにかく決めポーズが好きなのだ。

　最近流行の決めポーズも何故か理解していた。

　ここに藤堂君の父親である、藤堂源げん十じゅう郎ろう（41歳、来年厄年）が出てくる。

　私から申し出た藤堂君との『恋愛契約』を藤堂氏は歓迎してくれて、意外な効能というか、氏は私の家庭への経済援助まで申し出てくれた。

　私が彼のことを、藤堂破やぶ蜂はちのことを好きだと、出来れば父親から交際の許可をと、こちらから申し出たことがよほど嬉うれしかったらしい。

　今の市営住宅を引っ越して、氏が所有している不動産への無償での引っ越し（家賃もタダ！）どころか、今後生活の全ては私に頼ってくれていい、決して不自由な思いをさせないだのと。

　なんというか、藤堂氏にとっては私が藤堂破蜂君を好きだということは、よほど狂ったように嬉しいことだったらしいのだ。

　本当になんでもしてくれそうな勢いであった。

　理由はよくわからないのだが、氏の事情などを色々と考察しても、一方的な利益の享受者が詳しく聞けるわけもない。

　まあとにかくも、母は生活の援助は襟を正して受け取りつつも、引っ越しまではきっぱりと断って、今の生活を少し豊かにする程度のことを望んだ。

　その豊かになった一つが、まあ情報面であり、少しばかりの贅ぜい沢たくであり。

　我が母が熱望していた、いわゆる動画配信サービスの会員になることであったのだが。

　結果として、何か母は最近配信で見た映画の決めポーズを取る謎生物と化した。

　あのときも何のポーズを気取るかを悩みあぐねて、ぐにぐにと動いていた。




「銭子、貴女あなたのお父さんは時々ジョン・トラボルタ気取りだったわ。右手の人さし指を高々と天に突き上げる決めポーズが異様に好きだったの。愉快な人だったわ」




　そりゃ愉快な人には違いなかったのだろうが。

　この私の父親であったからには、間違いなく変人であったろうな。

　そこのところは自覚がある。




「それはそれとして、まあ何かお腹が空すいたと私が口にしたら、炒飯を作ってくれる人であった」




　アンタが炒飯好きなの、父親の影響？

　母のことを「アンタ」喚よびしたい欲求に駆られるが、それはしない。

　しばかれるからである。

　口を閉じ、黙って話を聞く。




「料理が上手でも下手でもない、普通の調理技術の人だったわ。だから炒飯も普通の味だったけれど。ただ、私にはその味が何よりも幸福に感じられた。あれはそう。やっぱり愛情が籠もっていたからかしら？」




　物もの憂うい顔にて、母は父のことを口にしている。

　母の口から父のことが出てくることは少ない。




「それとも深夜二時に男女カップルで炒チャー飯ハンを食するという、破滅的・退廃的な行為そのものが人間的幸福だったからかしら？　年老いた私にはわからないわね。若い頃の私ならば、逆に理解できていたのかもしれないけれど」




　自分が年老いたような顔をしている母を見ていると、なんとなく奇妙な気持ちになる。

　母はあまり父のことを語らない人である。

　いなくなった人のことを話しても仕方ない、のではない。

　自分の惚ほれた男がこの世にいないと思い知ると、なんとなく気け怠だるく、世の中がつまんなくなってしまうからだという。

　はて。




「銭ぜに子こ」




　子供の頃はよくわからなかった感情だが。

　藤堂君に惚れた今となっては、少しわからないでもない。

　藤堂破蜂がいない世の中は、きっと私にとってつまらなくて、くだらないものになるだろう。




「貴女に好きな男の人が出来て、その人が貴女を大切に愛してくれるなら、貴女も大切にしなさいね」




　言われんでもそのつもりである。

　うーん、と首を捻ひねる。

　はて、深夜二時に藤堂君の家に押しかけて、炒飯を作る行為について。

　色々と考えてみたが、まあこんなところだ。

　要するに、なんだ。

　私は深夜二時に男女カップルが炒飯を食するという、破滅的・退廃的な行為そのものが本当に人間的幸福を追求できるものか、興味を抱いているらしい。

　私の母は、父とのわずかな期間ではあるが、それを見いだしたことがあると。

　ならば試してみようと──




「銭子。今日はレタスが安いわよ。カットレタス」




　さっと私のカゴに、半額シールが貼られたカットレタスを差し込む者がいる。

　母であった。

　スーパーの制服を着ている。

　母はこの24時間スーパーの店員として務めていた。




「母よ、いつも私の買い物かごの中に廃棄処分寸前の品を放り込むのは止やめてくれませんか」

「いや、どうせ藤堂君の家ですぐ調理するんでしょう。大丈夫よ」




　そりゃ賞味期限的にも大丈夫なのは間違いないが。

　廃棄が面倒くさいからやっているだけではないのだろうか。




「真面目に仕事してください」

「貴女あなたも真面目に恋愛しなさいね」

「してますよ」




　そうだ。

　私はちょっと決めポーズが好きで胡う乱ろんげな母と違い、今を真面目に生きているのだ。




「多分、今までも、これからでも人生で一番というくらいには真面目に恋愛してますよ」




　あらあらと。

　なんとも言いがたい言葉を口にするスーパーの店員たる母をおいて、深夜に制服姿の私はレジに向かう。

　今日はレタス炒飯である。




「さて、藤堂君レタス食えるんですかね？　さすがに食べられますよね。野菜が嫌いなんじゃなくて、サラダドレッシングが嫌いなんだとかほざいてましたし」




　私は偏食家の彼を心配しながらスーパーのレジ袋をぶら下げて、近くのタワーマンションに乗り込むのだ。

　惚れた男の家に深夜行くという行為に、脳内のドーパミンを全開で放出しながら。




「食べなかったら、何度か叩たたいてとっちめてやるとしましょう」




　今日も人間的幸福を見つけるために。

　そして少しばかりの、藤とう堂どう君と深夜に二人きりの時間を作っていることに破滅的・退廃的な喜びを見いだしながら。

　深夜の二時に、藤堂君に食べさせる炒飯を作るのであった。











あとがき









　まずは本書を購読してくださった読者様におかれましては、厚く御おん礼れいを申し上げます。

　まさか、ファンタジア文庫様より自分の本が出版されるとは夢にも思いませんでした。

「〈卵王子〉カイルロッドの苦く難なん」や「蓬ほう萊らい学がく園えん」シリーズを何度も繰り返し読んでいた少年時代の私に教えてあげたところで、多分信じないでしょうね。

　そもそも創作小説を始めたのがごく最近だったりしますし、人生なかなか面白いものです。

　さて、本書は第８回カクヨムＷｅｂ小説コンテストのラブコメ部門特別賞を受賞して、ファンタジア文庫様に拾っていただくという望外の喜びとともに出版の運びとなりました。

　自分が読者側として親しんでいた出版社様での発刊となり、このあとがきを書いている最中も感動に打ち震えております。

　担当編集様、出版広告にあたって携わって頂いた出版社の方々、快くイラストを引き受けて頂けました「びねつ」先生に深い感謝をこの場で述べさせて頂きます。

　どうも有り難がとうございました。




　本作品ですが『ちょっと頭が悪い人たちのラブコメですが、悪意のある人間のいないハチャメチャ乱闘騒ぎ』と設定して書いております。

　だいたいラブが１割で、コメディが９割のラブコメです。

　まあ頭が悪いというか、おかしいというか、少し可哀かわい想そうなレベルでアレな人たちですが。

　一皮剝むけば色々と情念や思考が渦巻いているキャラクターと、その本音と、それに基づくストーリーを書いていければと思っています。

　もちろん１巻が出るだけでも目め出で度たいことで、２巻が出るかどうかは売れ行き次第なのですが。

　もし幸いにも本書が次に続く機会がありましたら、２巻ではＷｅｂ版から大きくパワーアップした作品を皆様にお届けできればと願っております。

　気に入って下さった方は感想などをカクヨムの感想欄に書いて下されば。直接作者に届きますのでよろしくお願いしますね。

　それでは失礼します。


道みち造ぞう





















彼かの女じょでもない女おんなの子こが深しん夜や二に時じに炒飯ちゃーはん作つくりにくる話はなし
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